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　　　　１




　拘こう置ち施し設せつの正面ゲートが開くや、騒ざわめきが頂ちよう点てんを越こえ、響動どよめきと化した。

　怒ど号ごうや罵ば声せいと共に、幾いくつものプラカードが激はげしく上下し、群ぐん衆しゆうが、彼らを防ふせぐ役目を負った警けい官かん隊たいへじりじりと押おし寄よせる。

「あっ、今、ゲートの向こうに人の姿すがたが見えてきました──間ま違ちがいありません。クガサキ受じゆ刑けい者しやです。遺い族ぞくによる《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こう申しん請せいで、クガサキ受刑者が仮かり釈しやく放ほうとなるのは、これで七度目です。前回の拘こう留りゆうから、わずか十八日の……」

「三十七件けんの殺人罪ざいと二十件の重過か失しつ致ち死し罪に問われたクガサキ氏への判はん決けつは、死し刑けい廃はい止し後、個こ人じんでは最高の懲ちよう役えき四百四十四年。しかし、同氏は《復讐法》を適てき用ようされることで刑期を縮ちぢめ……」

「ＫＣＴＶが独どく自じ入手した情じよう報ほうによりますと、今回で全すべての遺族が《復讐法》を行使したことになり……」

「今日より七日間の執行期間を乗り切れば、クガサキ受刑者は刑期満まん了りようとなる可か能のう性せいが……」

　ＴＶレポーターたちが暗記した原げん稿こうを一いつ斉せいに読み上げ、ハンディカメラを担かついだ撮さつ影えいクルーが、殺気立つ群衆へ進軍を開始する。

『──おい、今日は様子見のはずだろ？』

　カメラマンの一人について歩きだした少年の耳に、音声が響ひびいた。

「もっと、近くで見たい」

　襟えり元もとに付けたピンバッジ型の通信機へ、少年が呟つぶやきを落とす。

　歳とし頃ごろは、十五、六。装よそおいは、ブルーのエナメルスーツ。ティーンの定番となりつつあるファッションだ。但ただし、ピアスやタトゥーの類たぐいは全く施ほどこしていない。だが、少年の容よう貌ぼうを見れば、そんな小細工は不要──否いな、邪じや魔まだと誰だれもが思うだろう。

　凜りんとした印象を与あたえる切れ長の目、高くはないが筋すじの通った形のよい鼻、小さく引き締しまった女性的な唇くちびる──それらが細くしかし鋭するどい線を成す輪りん郭かくの内にバランスよく配置され、〈美〉を冠かんするにふさわしい顔立ちを造つくりあげている。これに手を加えるのは、名画に色を塗ぬり足すのと同じくらい不ぶ粋すいな行こう為いだ。

『冗じよう談だん言うなよ、ショウゴ！　もうすぐコトが始まるんだぞっ』

　耳じ孔こうに入れた受信装そう置ちが微かすかに震ふるえる。

「だからこそ、さ」

　言って、少年はちらりと音声の発信源げんへ目を向けた。ＴＶ中ちゆう継けい用ようの車両群に混まじって停とまる、モスグリーンの清せい掃そう車しや。運転席から長ちよう髪はつを黄色く染そめた若わかい男が、渋しぶい表情でこちらを見ている。

「それにお前の予知だと、俺おれは巻まき込こまれないんだろ？」

　派は手でなリングで五指を飾かざった左手を振ふり、少年はカメラマンの背せ中なかを追った。

『でもよ──』

　音声が、電波の混こん線せんでノイズへと変わる。

　カメラマンの前進が止やんだ。

　少年は高くはない身長を補おぎなうべく、つま先立ちし、カメラマンの肩かた越しに前方を眺ながめた。

　抗こう議ぎ団だん体たい、警官隊、簡かん易いバリケード──その向こうに黒塗りの大型乗用車が、横向きに停められていた。防ぼう弾だん、防ぼう爆ばく仕様のカスタマイズカー。今まさに拘置施設から出ようとしている人物の自家用車だ。

　クガサキ・トモオ、四十四歳さい。クガサキ医い療りようセンター代表。医学博士。治療の名目で、五十七人の患かん者じやに猟りよう奇き的てきな人体実験を行なう。被ひ害がい者しやのうち半数が女、子こ供ども──二人の刑けい務む官かんに挟はさまれて歩く男に焦しよう点てんを合わせながら、少年は資し料りようの一部を反はん復ぷくした。

　体たい格かくは大おお柄がら。どことなくモアイ像ぞうを思わせる顔つき。だが、眼鏡めがねの奥おくの目つきは鋭く、見る者に反感と嫌けん悪おの情を抱いだかせるに十分だ。

「……ここは危あぶないよ、坊ぼうや」

　女の声に、少年ははっと視し線せんを引き戻もどした。

「すぐに帰った方がいい」

　カメラマンだった。

　紫むらさきのルージュを引いた唇。深く被かぶったキャップの端はしから、金色の髪かみがこぼれている。目はグラスで覆おおわれているのでわからないが、顔つきから推おして、欧米人かハーフだ。

　日米合同統とう治ち区であるこの街──木更津キサーズでは、先住民族である日本人と移い民みんの数が半々なので、外国人は珍めずらしい存そん在ざいではない。

（執行代理人か）

　女から一歩離はなれ、ショウゴは思った。

　廃止された死刑の代わりとして、先進国を中心に定められた仇あだ討うち制せい度ど、《復ふく讐しゆう法ほう》。その執行を原告から請うけ負った合法的処しよ刑けい人にん。

《復讐法》は、犯はん罪ざい犠ぎ牲せい者しやのごく近い親族が原告となって申し立て、加害者である被告がそれを受け入れることで執行可能となる。但ただし、一定以上の情状酌量じようじようしやくりようが認められた者以外、加害者が《復讐法》を拒きよ否ひすることはできない。
















　執しつ行こう期き限げんは七日間。その間ならば、原告側が被告に復讐することが許ゆるされる。逆ぎやくに、七日を凌しのげば、被告は相そう応おうの懲役刑を免めん除じよされる。当然、釈しやく放ほうもありだ。

《復讐法》の権けん利りを行使する者は、ほとんどの場合、代理人を雇やとうことになる。それは復讐対象となる被告側に防ぼう衛えいのための代理人を雇うことが認められているからだ。

　カメラマンを装う女が、この場に似に付つかわしくない少年に気を留め警けい告こくしたのは、ここが間もなく、代理人対代理人の戦場となるからに他ほかならない。

『──ゴ……どうした……？』

　途と切ぎれ途切れに音声が復ふつ活かつした。

「始まるみたいだ」

　襟元へ、少年が答えた。

　目標がゲートを通つう過かし、外へ出る。

　直後、女の抱かかえるＴＶカメラのレンズがレーザー照しよう準じゆんの赤色光を放ち、集音マイクに偽ぎ装そうした銃じゆう口こうが火を吹ふいた。

　が、クガサキという男は相当に悪運が強いらしい。必殺の弾丸は、抗議団体の傾かたむけたプラカードに命中して軌き道どうを外れ、クガサキの右側にいた刑務官を射うち倒たおした。

　突とつ然ぜんの執行開始に対し、被告側の反はん応のうは素す早ばやかった。迎むかえの車が重武ぶ装そうした四人を吐はき出しながらバックし、クガサキのすぐ傍そばまで近づいた。

　同時に、弾だん幕まくが群ぐん衆しゆうへ向けて張はられた。

　罵ば声せいが悲鳴に変じ、パニックが人々を吞のみ込んだ。

　応おう射しやの火花が、波打つ人々の間で咲さき乱みだれた。執行代理人側も一人ではないのだ。

　警官隊はどちらの味方もしなかった。《復讐法》の執行に当事者及および代理人以外の者が関かかわることは法ほう律りつで禁きんじられている。執行の巻き添ぞえで第三者が死し傷しようしても、故こ意いでなければ罪つみには問われない。彼らがこの状じよう況きよう下かでできるのは、群衆と共に逃にげ惑まどうことだけだ。

　少年は、押おし寄よせる人波を器用に避さけつつ、攻こう防ぼうを見守った。

　執行側の要かなめは、抗議団体に紛まぎれた伏ふく兵へいたちではなく、例の女カメラマン。彼女は、並なみ外はずれた射しや撃げきの名手だった。

　外したのは、初めの一発のみ。不ぶ恰かつ好こうな得え物ものにも拘かかわらず、護ご衛えいたちの持つ武器を射ち砕くだき、次いで無む防ぼう備びな下半身へ銃弾を見み舞まって瞬またたく間に全員を再起不能にノツクダウンした。

『──すげえのが一人いるな。前歴は、警察の特とく殊しゆ部隊ってとこか？』

　音声にうなずき、少年は女を目で追った。

　残るは、目標のクガサキだけだった。

　女は担かついでいたカメラ・ガンを下ろし、空になったカートリッジを抜ぬき取った。

　車の助手席側のドアが開いたのは、その時だった。

「こっ、ここだ、マダラメ！」

　クガサキが枯かれた声をあげて、名を呼よんだ　異い様ように細長い四し肢しが、助手席から現あらわれた。

　目出し帽ぼうに、トレーニングウェアの上下。ひどく瘦やせこけた黒ずくめ男。装備で着き膨ぶくれした他の護衛とは対照的だ。

　男は、何の得物も手にしていなかった。それが、執行側の油ゆ断だんを誘さそい、攻撃を致ち命めい的に遅おくらせた。

　不意に、男の両りよう腕うでが背せ中なかへ回った。戻しはその倍以上の迅はやさだった。鞭むちの如ごとく伸のばされた腕の先から、鈍にぶい回転音が放たれた。

　群衆の中を、銀色の突風が駆かけ抜けた。

　少年はその身長故ゆえ、危き難なんを免まぬがれた。しかし立っていた者のほとんどは、首から上を失い、血ち飛沫しぶきを噴ふき上げた。

『な……んだ？　ありゃあ？』

「わからない。形はヨーヨーのバケモノに見える」

　冷静に、少年が答えた。

『逆転負けか……内ない容ようはともかく、結果は俺の予知した通りになっちまったな』

「いや、まだだ」

　少年の言葉通り、執行側のエースは健けん在ざいだった。装そう塡てんを終えたカメラ・ガンを担ぎ、女は低い体たい勢せいで死体の間を走りだした。

　生き残りに気づいたヨーヨー男が、不気味な前ぜん衛えい舞ぶ踏とうのように両腕をくねらせ、ふたつの円えん盤ばんを女へと向ける。

「ノーマ、任まかせろ！」

　死体の中から男が立ち上がり、プラカードに偽装したライフルを連射した。

　瘦せこけた身体からだが車へ叩たたきつけられ、もんどりうって路面へ倒れた。

　主あるじを失くした円盤は空中で交差し、左右別々の方角へ飛んでいった。

「流石さすがだね」

　女が身を起こし、同業の男に言った。

　屈くつ強きような身体つき、右みぎ頰ほおに弓なりの疵きずを刻きざんだスカーフェイスの東洋人。黒くろ髪かみに、わずかな白が混まじっている。

「仕上げは、あたしにやらせとくれよ？」

　女の言葉に、男は黙だまって目を伏ふせた。

　女は、車の扉とびらに手を掛かけようとするクガサキへ、カメラ・ガンを傾かたむけた。

「──おい！」

　少年が思わずあげた警けい告こくの声は、急きゆう降こう下かしてきた回転音に搔かき消された。

　即そく死しだった。後頭部から背中にかけて鮮せん血けつを噴く女の足元に、鋭するどい刃はの並ならんだ金きん属ぞくの円盤がめりこんでいた。

　繰くり手のない殺人ヨーヨーが、なぜ女を直撃したのか、少年にもわからなかった。

「ノーマ！」

　男は、クガサキを乗せ急発進する車に目もくれず、女へ駆け寄よった。

『どういうこったよ？』

　清せい掃そう車しやの相あい棒ぼうが、少年に問い掛けてくる。

「珍めずらしく、お前の予知が当たった」

　少年は憮ぶ然ぜんと答え、女の死体へ十字を切る男に背を向けた。
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　柔やわらかな手のひらが、左の前腕を摑つかんだ。

　少年がそれに対し反はん応のうを示しめすまで数秒を要したのは、腕を摑んだ人物の気配があまりに希き薄はくだったのと、少年の左腕が右のそれとは異ことなる構こう造ぞうであったからだ。

「……ご、ごめんなさい」

　少年に手を振ふりほどかれ、消え入りそうな声で謝あやまったのは、車くるま椅い子すに乗った少女だった。

　細ほそ面おもての顔が透すき通るように白い。右側で束たばねた黒髪と茶ちや褐かつ色しよくの大きな瞳ひとみが、もし別の色だったら、北欧出身といっても誰も疑うたがわないだろう。

「匂においが……パパと同じだったから」

　手のひらを胸に抱だき、パジャマ姿すがたの少女が言った。

「匂い？」

　聞き返し、少年──ショウゴは、少女を見つめた。

「眼めが、あまり見えないんです、私……遺い伝でん子しの病気らしくて……放っておくと、身体のあちこちが衰すい弱じやくしていくって、ドクターが……だから、もうすぐ手しゆ術じゆつを受けなきゃならないの」

　話の内容とは裏うら腹はらに、少女ははにかんだような笑えみを浮うかべた。

「あなたも、ここに入院してるんですか？」

「……いや、見み舞まいの帰りだ」

　ショウゴは噓うそをついた。本当は人待ちだ。ここにいれば、待ち人来きたる──相棒エイジの予知に従したがい、この院内庭園のベンチに座すわっている。

「でも、本当にそっくり……」

　少女がショウゴの左ひだり腕うでにそっと触ふれ、すぐに手を引っ込める。

　端はたから見れば、歳とし頃ごろの同じ少年少女の仲なか睦むつまじい光景に見えるだろう。

「親父おやじさんを待っているのか」

　ショウゴが訊きいた。

「ええ。パパは仕事のない日は必ず来てくれるわ。ほんとは毎日来てほしいんだけど……けど仕方ないわ。パパは英えい雄ゆうなんですもの」

「英雄……？」

「そうよ。仇かたき討うちの仕事……でも、決して犯はん罪ざい者しやの味方にはならない。ママのように……悪いことしてないのに殺された人たちの仇だけを討ってあげているの」

　少女の顔から笑みが失せる。

「──捜さがしたぞ、ルイ」

　男だん性せい音おん域いきでいうバスに近い低音の声が、少女の背はい後ごから掛けられた。

　ポロシャツの上に、灰はい色いろの地味なジャンパーを引っ掛けた疵顔スカーフエイスの男。シャツを盛もり上げる胸むねの筋きん肉にくと広い肩かた幅はばは、スポーツ選手か訓練を受けた軍属にしかみられない体たい格かくだ。

「パパ！」

　表ひよう情じように明るさを取り戻もどし、少女が振り返った。

「……この人は？」

　少女に向けた柔にゆう和わな眼まな差ざしを一変させ、男がショウゴを睨にらんだ。但ただし、殺し屋ではなく、愛まな娘むすめに近づく害虫を疎うとむ父親の目。

　待ち人来たる。的中だ、エイジ──ショウゴは、心中で相棒の超ちよう能のう力りよくを讃たたえた。

「同業者だ」

　ショウゴは答え、少女と同じ茶褐色の瞳を冷たく見つめ返した。
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「悪い冗じよう談だんだな」

　コーヒーを運んできた給きゆう仕じロボットが車輪を逆ぎやく回転して退さがるのを見計らい、男はショウゴへ目を向けた。

　シティ・ホスピタルの七階に位置する職しよく員いん兼けん見舞い客用の喫きつ茶さラウンジ。見晴らしのいい窓まど際ぎわに比べ、二人の座る奥おくの一角はひどく不人気だった。

「君のような子こ供どもに使いをさせるとは……あの黄色い髪かみの男はどうした？」

「逆だよ」

　シュガーボトルを取り、ショウゴが言った。

「あいつが使いで、俺おれがメインさ」

　濃のう縮しゆくされた液えき状じようシュガーを、カップの縁ふちぎりぎりまで注そそぎ入れる。

「からかっているのか？」

　男の言葉に、ショウゴが小さく首を振る。

「この国じゃ、十五年生きれば、たいていのことは解かい禁きんになる。殺し屋稼か業ぎようも、ね……疑うたがうなら、司法局で調べるといい。正式な執しつ行こう代理許きよ可かが下りてるはずだ」

　ショウゴは無む造ぞう作さにカップを口へ運んだ。過か剰じような甘あま味みと熱さに表情ひとつ変えず、一気に飲み干ほす。

「……こういう感覚には鈍にぶくてね」

　眉まゆをひそめる男に気づき、ショウゴが言い訳わけする。

「君は、まさか──機械人形ドールなのか……？」

　男は、作りものめいた美び貌ぼうを持つ少年をまじまじと見つめた。

「自立思考型の機械人形ドールは、まだＳＦの世界さ。まあ、軍だとかじゃ、あんなのよりマシなのが使われているけど」

　ショウゴは、磁じ気きレールの上を移い動どうする円えん筒とう型の給仕ロボットへ視し線せんを流した。

「俺はれっきとした人間だよ。もっとも差別主しゆ義ぎ者しやに言わせれば、擬まがいものってことになるが……あんたの左腕と同じにね」

　男の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、小さくなった。

「実によくできている。民間レベルじゃそうはいくまい。キョウト方面の技ぎ術じゆつだろう？」

　男を見もせず、ショウゴが言った。

「キョウトの技術を受けられるのは、皇こう族ぞくか政せい府ふ関係者。そうでなけれは、世界暴ぼう動どうで戦功のあった名めい誉よ負ふ傷しよう者だ」

　瞬またたきしない切れ長の目で、ロボットを追い続ける。

　十五年前、地球との衝しよう突とつ寸すん前ぜんで破は壊かいされた小しよう惑わく星せい群ぐんが、流星雨となって地上へと降ふり注ぎ、閃せん光こうを浴びた人々の眠ねむれる《力》を覚かく醒せいさせた。それまでフィクションでしかなかった超能力の現げん実じつ化か。やがて、世界は未み曾ぞ有うの混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいり、各地で内乱と戦争が勃ぼつ発ぱつ、一いち応おうの終息を迎むかえるまでに国連加か盟めい国こくの半分近くが失われた。後にいう世界暴動である。

　日本でもクーデターにより旧きゆう首しゆ都と圏けんが壊かい滅めつしたが、辛かろうじて亡ぼう国こくの危き機きは回かい避ひされ、現げん在ざい、旧京都府を国家の中心として復ふつ興こうの道を歩んでいる。

「貴き様さま──何者だ？」

　男の低音に唸うなりが生じた。

「前回の執行で、クガサキへ《復ふく讐しゆう法ほう》を行使できる遺い族ぞくはいなくなったはずだが」

「確たしかに……俺の依い頼らい人にん以外はね」

「誰だれに雇やとわれた？」

「そいつを明かす義ぎ務むはない」

　鳶とび色いろの瞳が、殺し屋の眼がん光こうを帯びた男の双そう眸ぼうをまっすぐに見み据すえた。

　数分の沈ちん黙もく。

「……なぜ、わざわざ私の所へ来たんだ？」

　睨み合いに負け、男がカップへ視線を落とす。

「クガサキの件けんで唯ゆい一いつ残ってる執行代理人はあんただけだ。それに過か去この執行において、的てき確かくにクガサキの動向を摑つかんでいる」

「結果は、七連敗だ」

「それでも依頼はあんたに来る。司法局で実じつ績せきを見せてもらった。クガサキ以前は、負けなしだ。しかも、汚きたない仕事は一いつ切さいしていない」

　執行代理人の仕事は、主として二種類ある。《復讐法》の権けん利りを行使する側につく文字通りの仕事か、被ひ行使側につく護ご衛えいの仕事である。ショウゴの言った汚い仕事とは、後者の方だ。

「娘むすめさんは、あんたを街の英えい雄ゆうだと……そう思ってるのは彼女だけじゃないみたいだ」

「英雄、か」

　疵顔スカーフエイスが、苦笑いを浮うかべた。

「そんな奴やつは、この街にいやしない」

　低く呟つぶやき、目を閉とじる。

「是ぜ非ひ、あんたと組みたい。イニシアチブはこれまで通りそっちでいい。手て並なみは、前回見せてもらったからね。あれは鮮あざやかだった」

　ショウゴが感心の口調で言った。

「……あの作戦をたてたのは、ノーマだ」

　目を閉じたまま、男が返した。

「ノーマは、いい女だった。全すべてにおいて……俺に関かかわったのが運の尽つきだった」

　溜ため息が、言葉の終わりを震ふるわせた。

「それは、警けい告こくのつもりかい？」

　からかうように、ショウゴが訊たずねた。

「……かもしれん」

　男のまぶたが開いた。

「マカベ・ブイチだ」

　名乗り、男は生身の右手を差し出した。

「ショウゴと呼よんでくれ」

　少年が同じ方の手で応こたえた。




　　　　４




　足元で、砕くだけたガラスが微かすかに呻うめいた。

　キサーズシティ、北十三区Ａ─３、クガサキ医い療りようセンター。

　南棟とうと東棟を結ぶ長い廊ろう下かの窓まどガラスには、無む傷きずな箇か所しよはひとつもなかった。

　クガサキの猟りよう奇き殺人が明るみとなり、同医療センターが閉へい鎖さされてしばらくの間、投石や銃じゆう撃げき、火か炎えん瓶びんによる放火が相次いだせいだ。

　その後、市警察が広大な敷しき地ちを囲む塀へいに有ゆう刺し電線を張はり巡めぐらせたため、今では過か激げきな抗こう議ぎ活動は下火となっている。

『何だか、映うつりが悪いな』

　耳じ孔こうに仕し込こんだ通信器の向こうで、エイジが言った。映えい像ぞうが見えているのは、ショウゴが掛かけている眼鏡めがね型がたカメラのおかげだ。少ない光を増ぞう幅ふくし闇やみを払はらうスターライトスコープの性せい能のうを持ったキョウト製せいの特注品。

『……それに、音も聞き取り……』

　耳みみ障ざわりなノイズが、〈声〉に被かぶさる。

　現げん在ざい、この医療センターには、防ぼう犯はん用ようの電力しか供きよう給きゆうされていない。通信電波を乱みだす医療設せつ備びは動きを止めて久ひさしいはずだ。なのに歩を進めるごとに、ノイズが強くなっていく。

　ショウゴは、斜ななめ前を行くパートナーへ目を向けた。

　ダークグレーのコンバットスーツが薄うす闇やみに溶とけかかっている。得物はショウゴと同じ、亡ぼう国こくイギリスが遺のこしたコンバット・ライフルの名機ＳＡ８０。ブルパッブ型式のコンパクトなボディは片かた手て射うちが可か能のうなほど扱あつかい易やすい。黒のスキー帽ぼうで髪かみを覆おおい、目には筒つつ型の暗あん視し装そう置ちをかけている。

　マカベはリラックスした足取りだった。無む頓とん着ちやくにガラスを踏ふみしめ、かつては自動で動いていた廊下を突つき進んでいく。

『……わかったぞ。これは……軍用……妨ぼう害がい装そう……ザ、ザザ──』

　音声が嵐あらしに吞のまれた。

　前後して、マカベが立ち止まり、ショウゴを振ふり返った。

　長い廊下の終わり。半開きの自じ動どう扉ドアの向こうに広々としたホールが見える。

　東棟だ。研究・検けん査さ室しつを集めたこの棟で、クガサキは五十七人もの患かん者じやを違い法ほうな生体実験で殺し、うち十数人を標本や剝はく製せいにして悦えつに入っていたという。

　──奴やつは、この棟の地階に潜ひそんでるはずだ。

　マカベが唇くちびるを動かした。

　互たがいに夜目が利きくから、音は不要。読どく唇しん術じゆつで事足りる。

　ショウゴはうなずきを返した。

　マカベは低い体たい勢せいとなり、廊下の右みぎ端はしから扉へと移い動どうした。足音は、もうたてていない。

　──続け。

　マカベが云いい置き、扉の間を擦すり抜ぬける。

　ショウゴは左端から近づき、東棟への入り口をくぐった。

　瞬しゆん間かん、暗視装置の働く視界が光量オーバーで白くなり、のろのろと自動調整を始めた。

　ショウゴは躊ちゆう躇ちよなく眼鏡を外し、足元へ置いた。エイジとの連れん絡らくが途と絶だえた以上、邪じや魔まな代しろ物ものだ。肉にく眼がんを凝こらし、ホールを見み渡わたす。

　涸かれた噴ふん水すいを背せにした受付けカウンターを中心に、複数のテーブルとソファー、美び術じゆつ品ひんを飾かざった大理石の台が余よ裕ゆうをもって配置されている。高級ホテルのロビーといった趣おもむきだ。全体を染そめる青白い微び光こうが寒々しい。

　ショウゴは、降ふり注ぐ光を辿たどって視線を振り上げた。

　空間が、建物の中央を貫つらぬいていた。各階の廊下が、それを四角く囲んで積み重なっている。東棟は吹ふき抜け構こう造ぞうなのだ。

　ガラス張りの天てん井じようは、地上三十メートルほどの高さにあった。その向こうに、光の源みなもと──端の欠けた月が浮うかんでいる。

　不意に、何かが空くうを切る音が聞こえた。全部で、九つ。続け様に降こう下かし、カツン、コツンと床ゆかを叩たたく。

　爆ばく発はつは、約三秒後に起こった。火だるまのソファーが宙ちゆうを舞まい、美術品が爆風に砕かれ粉こな微み塵じんとなった。

　続いて、ホールを見下ろす北と南の廊下から赤色光の群むれが下った。間かん髪はつ入れずに放たれた銃じゆう弾だんが光線を追いかけ、立ち籠こめる煙けむりに突き刺ささる。

　待ち伏ぶせの乱らん射しやは、一分でぴたりと止んだ。ややあって、射手たちが、戦果を確かく認にんするかのように、三階廊ろう下かの手て摺すりから無む警けい戒かいに身を乗り出した。

（何だ、あの素人しろうとどもは？）

　大理石の台の陰かげで呆あきれながら、ショウゴは手にしたＳＡ８０を構かまえた。

　ショウゴはまず、北側の廊下に並ならぶレーザー照しよう準じゆん器きの光に狙ねらいを定め、引き金を絞しぼった。

　後ろを気にする必要はなかった。ショウゴが北側の敵てきを一いつ掃そうした時にはもう、南側の四人は床上に落ちていた。

「マカベ──無事だったか」

　ショウゴは上体を捻ひねり、斜ななめ後方に立ち上がったパートナーへ声を掛けた。

「ああ」

　マカベが低く答えた。

「危あやうく巻まき添ぞえを食うところだった」

「巻き添え？」

　ショウゴの問いに、マカベの持つＳＡ８０が咆ほう哮こうで答えた。

　至し近きん弾による不意打ち。

　ショウゴの身体からだが半回転し、焼け崩くずれたソファーの残ざん骸がいへ突っ込む。

　さらにダメ押おしの連射。

　計十三発を射ち込こんだところで、ＳＡ８０のマガジンは底を尽ついた。

「──よくやってくれた」

　野太い声がホールに響ひびいた。

「これで、私を狙う執しつ行こう代理人どもは全すべていなくなった」

　非ひ常じよう灯とうがぽつぽつと燈ともり、エレベーターから降おりてきたモアイ顔の大男を照らしだす。クガサキ・トモオ。女子こ供どもを含ふくむ五十七人で死の人体実験を行なった、狂きよう気きの医学博士。スーツの上に、なぜか白衣を羽は織おっている。

「どうにも、待ちきれなくてな」

　怪け訝げんそうな顔つきのマカベに、クガサキが不気味な照れ笑いを浮かべる。

「正式な赦しや免めんが決定するまでに、貴き重ちようなデータの解かい析せきだけでも済すませておこうと思ってね」

　データとは、五十七人を犠ぎ牲せいにした人体実験記録のことだ。クガサキは早くも研究再さい開かいの準じゆん備びを進めているらしい。その目的が何なのか、マカベは知らないし、知りたくもなかった。

「前の続きもいいが、約束の方を先にしてもらおうか。こちらには、もう時間がない」

　言って、マカベは、枯れ噴水の手前で立ち止まった雇やとい主を軽く睨にらんだ。

「もちろんだとも」

　眼鏡めがねの位置を直し、クガサキが応おうじた。

「私のペナルティを帳消しにしてくれた最大の功労者の頼たのみだ。まあ、この前の襲しゆう撃げきでは冷ひや汗あせをかいたが……君の機転で助かった。あの女の銃弾を君が逸そらさなかったら──」

「そんなことより」

　マカベがぴしゃりと遮さえぎった。

「例の治ち療りようはすぐに始められるんだろうな？」

「……心配いらんよ」

　クガサキがむっとして答えた。

「最後の問題さえ片かた付づけば、赦免決定もすぐだ。そうしたら、センターの器材も使える」

「最後の──？」

　鈍にぶい回転音がマカベの問いに重なった。

　とっさに構えたＳＡ８０が衝しよう撃げきを食らって砕くだけ散り、熱い痛いたみが脇わき腹ばらを走る。

「──キリング・ソーサー！」

　前方へ抜ぬけたそれを見て、マカベは唸うなった。

　女執行人ノーマを血祭りにあげた殺さつ戮りく円えん盤ばん。電でん磁じモーターで回る七十二のダイヤカッターが、逆ぎやく回転の響きをあげて返ってくる。

　マカベは何も持たぬ左手を前方へ突つき出した。迫せまり来る円盤に指先を重ね、奥おく歯ばに仕込んだスイッチを舌したで探さぐり当あてた。

　爆ばく音おんが、手のひらから放たれた。マカベの〈奥の手〉、フィンガーブレット。

　中指を模もした焼しよう夷い徹てつ甲こう弾だんは、しかし、目標から大きく外れ、三階の手て摺すりを砕いた。

　逆方向から飛来した別の円盤が、発はつ射しやの寸すん前ぜん、マカベの背せ骨ぼねを断たち割わったのだ。

　仰のけ反ぞるマカベに、射うち落とし損そこねた円盤が突っ込む。

　飛び散る、青と赤の液えき体たい。緑色のスパーク。左ひだり腕うでが、フィンガーブレットの残弾を放ちながら足元へ転がる。

「ひぇ、ひぇ、ざまあみろぉ」

　倒たおれゆくマカベの目に、クガサキと、その横に立つ手足の長い火傷やけど顔の男が映うつった。マダラメ・トウヤ。クガサキに赦免をもたらすため、共に猿さる芝しば居いを演えんじてきた執行代理人だ。

「この前の礼だぁ。芝居だってのに、思い切り射ちやがって。まだ傷きずが疼うずくぜぇ」

　とんだ逆さか恨うらみだ、この無む能のうめ──血を吐はきながら、マカベは心中で毒づいた。

「執行代理人の二ふた股また掛がけは重じゆう罪ざいだ」

　声が近づいてくる。クガサキだ。うつぶせとなったマカベに、もはやその姿すがたは見えない。

「バレたら、私の赦免もなくなってしまう。これが最さい善ぜんの終わらせ方だよ。君も英えい雄ゆうのまま死ねる」

　恩おん着きせがましい口調で、クガサキが言った。

「それと、娘むすめさんのことは任まかせたまえ。貴き重ちようなサンプルとして、私の新しいコレクションに加えてあげよう」

　──クガサキ、騙だましたな！

　烈はげしい怒いかりが、マカベの内で燃もえあがった。だが、そのエネルギーが五体を再ふたたび動かすことはなかった。

「……ル、イ……」

　血に濡ぬれた唇くちびるが、名を呟つぶやいた。

「──念を押おしておけ」

　クガサキが、止とどめを命じた。

「その必要はないだろう」

　アルト掛かったテノールの声が、ホールに響いた。

「彼は、もう十分に裁さばきを受けた」

　クガサキは息を吞のみ、声の方へ目を向けた。

　マカベが仕し留とめたはずの執行代理人。その姿を目まのあたりにして、瞳ひとみを縮ちぢめる。

「こ、子こ供ども……？」

「そう見えるかい？」

　インテリアの残ざん骸がいから抜け出し、少年は左手を突き出した。ゆっくりと手を開き、ひしゃげた５・５６ミリ弾を落としてみせる。

「だ、弾丸を素す手でで受けとめただとっ？」

　クガサキが狼狽うろたえた。

「撃うたれることが事前にわかっていれば、簡かん単たんさ……エイジの予知に感かん謝しやしないとな」

　少年──ショウゴは左手をゆっくりと頭上へ掲かかげた。指先に燈ともった青せい磁じ色の光が線となり、吹ふき抜けを昇のぼっていく。

「ひぇ、ひぇ、このガキ、マカベと同じ半機械サイバーだぜぇ。出で来き損そこないのポンコツだぁ」

　マダラメが喚わめき、涸かれ噴ふん水すいの上に立った。その頭上を鈍にぶい刃は音おとを発する複ふく数すうの円盤が、バラバラの軌き道どうを描えがいて回っている。以前のようにワイヤーで繫つながれたヨーヨーではない。

「物体賦活アニメーシヨンか」

　言って、ショウゴは掲げた左手を下ろした。青磁色の軌き跡せきが空中に淡あわく漂ただよう。

　物体賦活アニメーシヨンは、十五年前、流星雨の光を浴びて覚かく醒せいし、世界暴ぼう動どうの中心となった《能力者パワーズ》たちの《力》のひとつ。俗ぞくに、念動力と呼よばれるものと同じカテゴリーに属ぞくする。

「これじゃ彼女も避よけようがない」

　女執しつ行こう人にんノーマの死に様を思い出し、嘆たん息そくする。

「《能力者パワーズ》は、世界暴動後の国こく際さい法ほうで存そん在ざいが禁きんじられたはず。例外は〈上〉絡がらみのエージェントだが……そのクモ男は、かつての伝手つてで手に入れたのか？」

「殺やれっ」

　クガサキが答える代わりに、短く叫さけんだ。

　マダラメが高らかに笑い、前ぜん衛えい舞ぶ踏とうにも似にた動きで全身をくねらせた。

　頭上から下くだった円えん盤ばん群ぐんがショウゴを囲むように旋せん回かいし、逃にげ道を塞ふさぐ。

「ひぇ、ひぇ、一発で決めるぜぇ」

　唾つばを飛ばし、マダラメが両腕を振った。

「そうかい」

　殺さつ到とうする円盤に一いち瞥べつもくれず、ショウゴは足を踏ふみ出した。

「──で、何を決めるって？」

　間近の声に、マダラメは固まった。

　少年が目の前にいた。噴水のエンゼル像ぞうの脇わきに立ち、自分と高さを合わせている。

「お、お、俺おれさまの〈全方位円撃オールレンジソーサー〉を……？」

　マダラメは、少年の素す早ばやさよりも、自分の攻こう撃げきを避けたことに驚きよう愕がくした。

「全方位オールレンジ？」

　少年が怪け訝げんそうに聞き返した。
















「ああ、そう言えば、まだ一方向残ってたな」

　額ひたいに掛かかる前まえ髪がみを払はらうように、少年が頭を左へ傾かたむける。

　マダラメの視し界かいに飛び込む縦たて回まわりの刃。目に映うつる光景が、右と左へ分かれていく。

「一発で決まっちまったな？」

　右の視界に映る少年の瞳が、一いつ瞬しゆん、紅あかく煌きらめいた。

「お、まえ、は……」

　己おのれの得物に顔面を割わられながら、マダラメが呻うめいた。

「そ、宇宙そら、還がえ、り──？」

　質しつ問もんが、最さい期ごの言葉となった。

　引っ繰くり返ったマダラメの両手足が断だん末まつ魔まのクモの如ごとく天を指し、二度三度痙けい攣れんした。

　同時に、ショウゴを仕留め損そこない空中をさ迷まよっていた円盤の群むれが、一いつ斉せいに床ゆかへ落ちた。

「マッ、マダラメがこんなあっけなく……？」

「俺に、《能力者パワーズ》の《力》は通用しない」

　噴水を飛び降おり、ショウゴはクガサキへ向き直った。その傍かたわらに伏ふすマカベをちらりと見やり、微かすかに表ひよう情じようを曇くもらせる。

「小こ僧ぞう……誰だれに頼たのまれたっ？」

「キョウトの使い、さ」

「キョウトの？　そうか……〈上〉だな？　〈上〉の連中に雇やとわれて、私を！」

「失しつ脚きやくしたとはいえ、あんたは〈上〉の元メンバーだ。野やに下くだった今も、隠いん然ぜんたる勢せい力りよくを持っている。だが、少し趣しゆ味みに走り過すぎたようだな。今いま頃ごろ、あんた絡がらみの勢力は一いつ掃そうされているだろう。そこらに落ちてるオモチャをくれた兵器会社の連中も、な」

　ホールを見み渡わたし、ショウゴが言った。

　背はい後ごの涸れ噴水の向こうに五、前方のクガサキの後ろに四。ショウゴとマカベの銃じゆう撃げきで三階から落ちた殺し屋たちが、ギクシャクとした動きで立ち上がりかけている。

　彼らに顔はなかった。のっぺらぼうの鏡面仕上げ──機械人形ドールだ。

「ククク……こいつらを甘あまくみんことだ。攻撃時のスピードは人の二倍。白兵戦用に試作された軍用機械人形ドールだ。貴き様さまを片かた付づけたら、こいつらを土産みやげにキサーズの在ざい日にち米軍へ亡ぼう命めいする。〈上〉の連中も手を出せまい」

　モアイ顔を歪ゆがめて、クガサキが笑った。その後ろで、四体の機械人形ドールが姿し勢せいを整え、五体七か所から白く輝かがやくレーザーブレードを迫せり出させる。

「〈抱だき締しめろ〉」

　クガサキが、攻撃プログラムの実行を音声で命じた。

　のっぺらぼうたちがキチキチと囀さえずり、起動時のぎこちなさとは打って変わった滑なめらかな動きで疾しつ走そうを開始する。

　避よける間もなかった。

　熱く、そして冷たい痛いたみが背中を抉えぐり、平たい剣けん身しんが胸むな元もとを突つき破やぶって閃ひらめいた。

「こ、いつ、ら──」

　振ふり返ったすぐ先にある顔を見て、クガサキが呻いた。鏡面仕上げののっぺらぼうに、啞あ然ぜんとした表情の己れが映っている。

「──な、何で、私の命令を……？」

　食いしばった歯の間から、鮮せん血けつが滲にじみだす。

「電子の言葉を共有する全すべての兵器モノ。〈主天使ドミニオン〉の前に沈ちん黙もくし、〈彼女〉の歌声を拒こばむことはできない」

　青せい磁じ色を宿す左手をコンダクターの如き仕草で掲かかげ、ショウゴが言った。

「存ぞん分ぶんに踊おどるがいい。ガラクタどもと、死の舞まいを──」

　涸かれ噴ふん水すいを越こえ、自分の横を素す通どおりしていく残りの機械人形ドールたちから目線を上げ、左手の指す頭上の月とその回りで輝く星々に目を細める。

「ド、〈主天使ドミニオン〉だと？　まさか──あれを御ぎよして、機械人形ドールのプログラムを？」

　クガサキの瞳ひとみが縮ちぢんで揺ゆれた。

「ばっ、馬ば鹿かな……あれは……〈彼女〉たちは、十五年前に──」

　言葉の終わりが悲鳴と化した。

　白い刃やいばを咲さかせた人形の群れに抱だき締しめられながら、クガサキ・トモオはゆっくりと死の深しん淵えんへと落ちていった。




「……クガサキは、かつて遺い伝でん子し病びよう治ち療りようの一線にいたことがあった……ルイの身体からだを蝕むしばむ──スノーダイン病の研究に携たずさわっていたんだ……だから、私は──」

　マカベは弱々しく息を吸すい込こみ、傍らで膝ひざをつく少年を見やった。

　瞬まばたきしない鳶とび色いろの目が、冷たく視し線せんを返す。

「……言っただろう？　この街に英えい雄ゆうなんかいやしない、と……いるのは、ろくでなしと人殺し……私は、その両方だがな」

　自じ虐ぎやくの笑みが、血の気の失うせた唇くちびるを歪める。

「……帰ったら、司法局へ届とどけるといい。裏うら切ぎり者は、一いつ緒しよに始末したと……実じつ績せきも、報ほう酬しゆうも、お前のものになる……」

　マカベは溜ため息をついた。全身を覆おおう心地ここちよい無感覚が、ゆっくりと首くび筋すじを這はいあがってくる。

「俺には関係のないことだ」

　少年が口を開いた。

「俺は、ここにはいなかった──そういうことになっている。だから、あんたの遺ゆい言ごんも聞いちゃいない」

　その言葉に、固まりかけたマカベのまぶたが震ふるえた。

「クガサキは、英雄によって裁さばかれた……似にたような文もん句くが明日の新聞を飾かざるだろう」

　少年は立ち上がった。

「なぜ──私を見み逃のがす？」

　歩きだした小さな背せ中なかを、マカベが呼よび止めた。

「あんたに撃うたれた時──もしも全ぜん弾だん食らっていたら、俺でも禦ふせぎきれなかっただろう。けど、あんたは初めの一発以外、わざと外した。なぜ、あんなことを？」

　少年が、逆ぎやくに聞き返した。

「さあ……」

　マカベは呟つぶやき、天てん井じようの月を見上げた。淡あわい光の中に、一いつ瞬しゆん、ルイの顔が浮かんで消えた。

「……なぜ、かな」

　呟き、マカベは静かに目を閉とじた。

　二人の男が、互たがいの問いの答えを聞くことはなかった。
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　覚えのある感かん触しよくが頰ほおに触ふれた。

　冷たい指先。しかし、暖あたたかく、優やさしい匂におい。

「パパ？」

　ルイの問いに、指先が頰を撫なでた。

「親父おやじさんは、仕事でケガしてよ。しばらく口がきけねえんだ」

　初めて聞く声。

　ルイは反はん射しや的てきに、視し力りよくの失われた目を反対側へ向けた。

「俺？　俺は親父さんの仲間でよ。エイジってんだ」

　声が答えた。

「パパ、怪け我がしてるの？」

　ルイが目の向きを戻もどし、眉み間けんにしわを寄よせた。

「大したケガじゃない。君が手しゆ術じゆつ室しつから戻って目覚めた頃ころには治ってるって」

　声に同意するように、指先がヘアキャップからこぼれる黒くろ髪かみを梳すいた。

　頭の方で、自じ動どう扉ドアの開く音が響ひびいた。

　搬はん送そう用ようベッドが一時停止し、看かん護ご婦ふが付き添そい可か能のう区く域いきの終わりを宣せん告こくする。

「パパっ」

　ルイの声が擦かすれた。

「えっと」

　エイジと名乗った男が、一瞬、口くち籠ごもった。

「──愛してるってさ」

　メッセージに、ルイの瞳が潤うるんだ。

「私も──愛してる」

　搬送用ベッドが動き出した。

　自動扉が閉じるまで、少女は何度も同じ台詞せりふを繰くり返した。




「……あれでいいのかよ？」

　手術開始のランプが点つくのを見み届とどけ、男は黄色い髪を搔かきあげた。

　長身瘦そう軀くの身体からだをカラシ色の作業着に包んだ青年。おもむろに振ふり返り、人なつこい垂たれ気味の目を小こ柄がらな相あい棒ぼうへ向ける。

「ああ、上出来だ」

　噓うそを演えんじた己おのれの左手を見つめたまま、少年──ショウゴが答えた。

「でもよ。後味悪いよな。だって、彼女の親父さんは、もう──」

　言い掛かけ、青年は口を噤つぐんだ。

「気にするな、エイジ」

　ショウゴが顔をあげ、慰なぐさめの微び笑しようを作ってみせた。

「決して、バレることのない噓だ。それに……去り逝ゆく者に余よ計けいな哀かなしみを背せ負おわせる必要はない。そうだろ？」

　言って、ショウゴは踵きびすを返した。

「おい、待てよ！　未来さきが視みえないからって、まだ手術が無む駄だって決まったわけじゃねえぞ」

　エイジが慌あわてて呼び止めた。

「ああ、わかってる」

　背を向けたまま、ショウゴが答えた。

「自分で言うのもなんだけど、俺の予知は当てにならねえし──」

「わかってる」

　歩きだし、ショウゴは小さく手を振ふった──固く握にぎり締しめた偽いつわりの左手を。





〈英雄都市：了〉
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　夜半から降ふり始めた雨が、錆さびの浮ういたトタンの屋根をトツトツと叩たたいていた。

　同じような屋根を持つ建物が、十二棟むね。朽くちかけた釣つり舟ぶねと共に、暗い海へと伸のびる桟さん橋ばしの両りよう脇わきに並ならんでいる。

「おいおい、まだ釣ってたのかよ？」

　唯ゆい一いつ明かりの燈ともる建物から出てきたのっぽの男が、桟橋の先せん端たんで釣り糸を垂たれる小こ柄がらな人ひと影かげに声を掛かけた。

「すっかり日も暮くれたってのに……」

　淡あわい光を放つ石油燈カンテラを挟はさんで横に並び、軍放出の雨あま合がつ羽ぱをポンチョのように羽は織おった相あい棒ぼうを見下ろす。散ざん切ぎりの黒くろ髪かみが雨あま粒つぶを弾はじいている。長からず短からず、決して伸びることのない特別製せいの髪。

「しかし、あんたもよく飽あきないねえ。暇ひまさえありゃ、釣りだもんなあ」

　黄色く染そめた髪を搔かきあげ、のっぽが海面を漂ただよう浮きへ視し線せんを移うつす。

「何なら、この前みたく、お前の目の届とどかないところへ出掛けてもいいんだぞ？」

　頭へと伸びてきた手のひらを睨ねめあげ、小柄な方が言った。

「じょ、冗じよう談だんきついな」

　へらへらと笑い、のっぽが手のひらを引っ込こめる。

「仕事が入った時、あんたがいなきゃ、俺おれが〈上〉からどやされるんだぜ……とはいえ、この三か月、訪たずねてきたのは一人だけ。ちょうどあんたが雲くも隠がくれしてた時だ。旧ふるい友達なんだってな？　確たしか名前は──」

「ガウェイン」

　素そっ気けない答えが返る。

「一いつ緒しよに宇宙そらへ上がった仲なかなんだろ？　現げん在ざいは、米日のライセンスを持った執しつ行こう代理人。なかなかの盛せい況きよう……〈上〉からの情じよう報ほうさ。ついでに、接せつ触しよくさせるなって、お達しを受けたよ」

　のっぽは、枯かれ草くさ色の合羽にちらりと目を戻もどした──無む反はん応のう。ぴくりともしない竿さおを持ったまま、淀よどんだ海を見つめている。

「十五秒後に、当たりがくるぜ」

　踵きびすを返し、のっぽが言った。

　果たして竿がしなり、獲え物ものが水面を跳はねた。

「大物だ。キサーズ名物、放射能汚染魚ニユークリアフイツシユ」

　魚を見もせず、言葉を続ける。

「再さ来月にはもう一いつ基きが完成するそうだ。いつもの如ごとく、大家は黙もく認にん。店子たなこのやりたい放題さ。近いうちに、名物の種類がまた増えるだろうよ」

　闇やみに沈しずんだ再さい開かい発はつ地区の後方を見つめ、のっぽが軽く舌した打うちする。

　黄色くライトアップされた、巨きよ大だいなプリン型の建けん造ぞう物ぶつ。店子である米国政せい府ふが、大家である日本の領りよう土ど──旧きゆう千葉県木き更さら津づ市の外れに造つくった、使用済ずみ核かく燃ねん料りようのリサイクル施し設せつだ。

「……いいんだ。食べるつもりはない」

　小柄な方が釣り糸を手た繰ぐり、目玉の四つある奇き形けい魚を針はりから解かい放ほうする。

「そろそろ……現あらわれる頃ころなんだが」

　唐とう突とつにのっぽが呟き、核施設から桟橋へ目線を下ろした。

「政せい府ふ？　それとも軍か？」

「どちらでもない。けど依い頼らいしに来たことは間ま違ちがいない。年は十五、六──女。ひでえ格かつ好こうだ。どうしてここを知ったんだか……俺たちゃ、民間の仕事は受けないのによ」

　まだ目の前に現われていない光景を脳のう裏りに視みながら、のっぽが答えた。

「大方、情報屋にでも騙だまされたんだろう……門前払ばらいは任まかせたぞ、エイジ」

　雨あま合がつ羽ぱの男は、再ふたたび釣り糸を海へ放り入れた。

「悪いがその場面は視えてこねえぜ、ショウゴ」

　桟橋を見つめたまま、のっぽのエイジが言った。

「〈上〉きっての《能力者パワーズ》とは思えない発言だな」

「状じよう況きようの安定と継けい続ぞくが、予知の基き本ほん材料だ。ふたつ揃そろってりゃあ、一か月予報までできるんだが、いかんせん、すぐ未来さきがぼやけちまってる。俺の《力》が及およばないってことは、あんたが絡からんでくる証しよう拠こだ」

　にやけた笑えみを浮うかべ、前方に湧わいた気配に目を凝こらす。

「……ガウェインさんに、ここへ行けって」

　か細い声が、潮しお騒さいと雨音を縫ぬって二人に届とどいた。

　続いて、声の主が暗闇から分かれ、桟橋の終わりに灯ともる弱々しい光に照らしだされる。予知の通り、ひどい格好だった。血と汚お水すいと雨に塗まみれた身体からだ。片足を引きずるようにして、よろよろと近づいてくる。

「……マリーユ……私の、名前……マリーユ──ツク、ヨミ……」

　転てん倒とう。
















　橋板がどしんと震ふるえ、水飛沫しぶきが高く跳はね上がった。

「どうする？」

　倒たおれたきり動かなくなった少女を見て、エイジが訊きいた。

「やっかいそうだぜ。警けい察さつに任せるか？」

「いや」

　雨合羽が、のっぽの横を通り過すぎた。

「どうやら、縁えん故こ者らしい」

「エンコッ？」

　すっとんきょうな声をあげ、エイジは相あい棒ぼうの小さな背せ中なかを追いかけた。
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　──これは、あくまで本人が希望されたことなのですよ。

　言い訳わけがましく説明する担たん当とう医いの顔には、明らかな動どう揺ようの色が浮かんでいた。

　以前にも聞いた台詞せりふ、そして見た光景。

　これは夢ゆめだ──死んだはずの母親がいるベッドへと歩みながら、マリーユは思った。

　──母さん？

　呼よび掛かけに、閉とじていた目がうっすらと開く。血の気のない、しかし、穏おだやかな顔。投とう与よされた薬のせいだろうか。とても、右半身を失った者には見えない。

　──君のお母さんは、相当に強い《力》の持ち主だ。能力抑よく制せいチップを埋うめているにも拘かかわらず、《力》が発はつ現げんを……それが仇あだとなって、苦しみが長引いている……だから、お母さんの選せん択たくは決して間違いでは……そうしなければ、この先も腐ふ敗はいを続けながら生き──。

　──やめて！

　医師の言葉を遮さえぎり、きっと睨にらみつける。

　──マリーユ……。

　消え入りそうな声。

　退たい室しつしていく医師から、母ミレイユへ目を戻もどす。

　──あなたに……渡わたしておきたい、ものがあるの……。

　ミレイユの頭がわずかに右へ振ふれ、鳶とび色いろの瞳ひとみがチェストに置かれたポーチを見つめる。凄せい惨さんな墜つい落らく事じ故こから、唯ゆい一いつ持ち帰った手荷物。

　マリーユは夢の中で目を閉じた。ポーチの中身を受け取った直後に訪おとずれる、つらい別れを再び経けい験けんしたくはなかった。

　──今回の事故は、《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こうによって引き起こされた悲ひ劇げきだ。

　男の声に、マリーユはまぶたを開いた。

　場面の転てん換かん──そこは、木目調で統とう一いつされた部屋の中だった。

　──死し刑けい制せい度ど廃はい止しで合意した先進各国が、その代わりとして採さい用ようした仇あだ討うち制せい度ど……中学の初等法科で習っただろう？

　男は、ミレイユが巻まき込こまれた墜落事故を担当する検けん察さつ官かん。ロイド眼鏡めがねの向こうの目が細く鋭するどい。

　──犯はん罪ざい犠ぎ牲せい者しやの遺い族ぞくが、加害者を訴うつたえ、自ら手に掛ける……通つう常じようは、原告側である遺族、被ひ告こく側である重犯罪者、双そう方ほうが執行代理をたて合法的に殺し合う。執行期間は七日間。被告がその日数を乗り切れば、ほとんどの場合、刑期満まん了りようとして放ほう免めんされる。また、執行中の攻こう防ぼうで部外者を殺さつ傷しようしても、それが故意でなければ罪つみにはならない──狂くるった法ほう律りつだ。

　吐はき捨すてるように言って、検察官はデスクに飾かざられた写真立てに目を落とした。

　向かいに座すわるマリーユには、何の写真かわからない。

　──あの旅りよ客かく機きには、南米マフィアの幹かん部ぶが乗っていた。人間のクズだよ。そいつを殺すためだけに、旅客機は爆ばく破はされた。やったのは、執行代理の国こく際さい資し格かくを持つ〈賞金稼バウンテイぎ〉ども……軍ぐん属ぞくくずれや祖そ国こくを追われたアウトローを中心としたプロの暗殺集しゆう団だんだ。世界暴ぼう動どう後ごに制定された国際法を犯おかし、抑制チップの摘てき出しゆつ手しゆ術じゆつをした《能力者パワーズ》も大おお勢ぜいいると聞く。奴やつらは……これまでにも無関係の人間を数多く巻き込んでいる。それが奴らの手口なんだ。断だんじて、過か失しつなどではない。

　検察官の声がかすかに戦慄わななく。

　──《復讐法》の権利を有するのは、十五歳さい以上の遺族。被害者の親、兄弟、子こ供どもだ。ただし、戸こ籍せきが違ちがえば権利はない。たとえ、血を分けた息子むすこの父親でも。

　写真立てから目をあげ、マリーユを見み据すえる。

　──《復讐法》第九条じよう、乙おつ二項こう──過か剰じよう武ぶ力りよく執行による執行代理人の免めん責せき無む効こう……めったなことでは認みとめられない条項だが、私の権けん限げんで適てき用ようし、奴らを市内に足止めした。これで合法的に奴らを訴うつたえることができる。マリーユ……君は、乗客の遺族の中で唯一、その権利を有する人間だ。是ぜ非ひ、連中を訴えてほしい。奴らを一いつ掃そうできれば、今後、他の執行人たちの暴走に歯止めが掛けられる。《復讐法》の在あり方に一石を投じることも……君には、最高の執行代理人を付けよう。費用の心配はいらない──頼たのむ。

　検察官の頭が下がった。ロイド眼鏡がデスクの表面にコツンと触れた。

　復讐──マリーユは心中で呟つぶやいた。十五年間、女手ひとつで自分を慈いつくしみ育ててくれたたった一人の肉親。その、あまりに残ざん酷こくで惨みじめな死に様が頭の中をぐるぐると回りだす。

　──わかりました。

　記き憶おくを振り払はらい、承しよう諾だくの意い志しを伝える。

　──感かん謝しやする。

　頭を下げたまま、検察官が言った。

　──ここからは、一人でいくんだ。

　その言葉に振り返った途と端たん、再ふたたび、周囲の状じよう況きようが一変した。

　複ふく数すうのトンネルが合流する下水道の分ぶん岐き点てん。声の主が、作業灯の淡あわい光を浴びて浮うかびあがる。

　死の直前、母がくれた一いち枚まいの古びた写真。もう一人と共に、若わかき日の母を挟はさんで写っていた口くち髭ひげの西洋人。その面おも影かげを十分に残した男が目の前にいた。

　──私のミスだ。奴らを甘あまく見すぎていた。検察官と同席の場に襲しゆう撃げきをかけてくるとは……部下も全員やられた。私もこのザマだ。

　弾だん痕こんだらけの身体からだを見下ろし、力なく笑う。三十数年の年輪を刻きざんだ優やさしげな顔。栗くり色いろの髪かみにはわずかに白が混まじっている。

　──ごめんなさい。私……こんなことになるなんて……みんな、私の……。

　復讐が招まねいた事じ態たいを後こう悔かいし、マリーユは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　──謝あやまるのは、こっちさ。彼女が……ミレイユがこの街に来てたのも知らなかった。せめて……仇かたきをとってやろうと、執行代理に名乗りをあげたのに──。

　──私、もう……いいんです。訴えを取り下げます。だから──。

　──だめだ。奴らは、この訴えに絡からんだ全すべての人間を消そうとしている。我われ々われが司法局へ向かうのも見み逃のがしはしないだろう。悔くやしいが、私ではもう君を守りきれない。だが、あの男なら──君の持っている写真の、右側の男……親友であり、ライバルでもあった……場所は、さっき教えた通り。彼は必ずそこにいる。私の……ガウェインの頼たのみだと言うんだ……あいつには貸かしがある。

　傷きずだらけの背せ中なかを向け、男──ガウェインがホルスターから銃じゆうを抜ぬく。瀕ひん死しの執行代理人は、この下水道分岐点を、迫せまり来くる追っ手を食い止める最後の砦とりでと決めたのだ。

　──でも、あの写真は十年以上──。

　──大だい丈じよう夫ぶ……会えば、すぐにわかる。私と同じ瞳ひとみの男だ……。

　振ふり返ったガウェインの目がきらりと光った。彼の身体から流れ出る鮮せん血けつより、赤く。

　マリーユは写真に写る、もう一人の男を思い浮かべた。気さくそうな笑え顔がおをみせるガウェインとは対照的に、少し困ったような表ひよう情じようを浮かべる男。鼻び梁りようの高い長方形の容よう貌ぼうとオールバックで束ねられた黒髪が、東洋人とネイティブアメリカンの両方の特とく徴ちようを醸かもしている。

　──笑ってるのが、ガウェイン。背の高い方が、ホウジョウ……。

　母の言葉が蘇よみがえる。

　──名前を言うのを忘わすれるな。君の……名前を、フルネームで──。

　ガウェインの声が重なる。

　同時に意い識しきの混こん濁だくが始まった。周囲の光景が捻ねじれ、渦うずと化してぼやけていく──夢ゆめの終わり、覚かく醒せいの前兆……。




「お目覚めのようだぜ？」

　現げん実じつの声と共に、光の洪こう水ずいがマリーユのまぶたをこじあけた。

「ああ」

　別の声が、間近で聞こえた。徐じよ々じよに薄うすれゆく光の向こう。自分を見下ろす、赤い瞳。

「……ホウ、ジョウ、さん？」

　ようやく回かい復ふくした視し界かいに映うつったのは、薄うす汚よごれた板いた張ばりの天てん井じようだった。

　上体を起こすと、掛かけられていた毛もう布ふが床ゆかへ落ちた。低いソファーベッドの上。服が、クリーム色の作業着に替かえられている。

「あんだけ血ち塗まみれだったのに、ほとんど掠かすり傷きずとは……運がいいぜ、あんた」

　初めに聞いた声。

　振り向いた先に、自分とは色違ちがいの、青い作業着の男がいた。面おも長ながの顔に、やや垂たれ気味の人なつこい目。手足の長い、ひょろりとした体たい格かく。黄色い髪が両肩かたに掛かっている。

「ホウジョウさん？」

　マリーユの問いに、男がぷっと吹ふき出す。

「俺おれが？　俺ぁ、まだ二十代だぜ。なあ、ショウゴ？」

　横を向いた男の視線を、追い掛ける。

「ああ」

　隣りん室しつから湯気のたつマグカップを持って入ってきたもう一人が、無ぶ愛あい想そうに答えた。

「あ、あなたが──？」

　驚おどろきに言葉が途と切ぎれる。自分と大差ない年ごろの少年。声を出さなければ、少女といってもおかしくない繊せん細さいな美しい顔立ち──通った鼻はな筋すじ、頰ほおから顎あごにかけてのシャープなライン、薄く引き締しまった小さな唇くちびる。とても、あの写真の大男とは結びつかない。それに、切れ長の目に浮かぶのは、赤ではなく、鳶とび色いろの瞳だ。目覚めに見たのは、夢の残ざん像ぞうだったのだろうか。

「一目惚ぼれの前に言っておくけど、そいつは年上好みなんだぜ」

　黄色い髪ののっぽが言った。

「グリーンティだ。暖あたたまる」

　啞あ然ぜんとするマリーユに、少年がカップを差し出した。
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「動体反はん応のう、三。熱反応、同じく──おやぁ、一人擬まがいモンがいるぜ？」

　センサースコープを覗のぞいていた迷めい彩さい服ふくが、面おも白しろそうに言った。

「ドールか？」

「半機械サイバーだ」

　小さく頭を振り、スナイパーライフルを背負った仲間へ答えを返す。ドールはロボット。サイバーは擬ぎ似じ生体を移い植しよくした半機械化人間を指す隠いん語ごだ。

「たぶん、そいつだ。俺たちの《力》を攪かく乱らんしてる奴やつは」

　索さく敵てき担たん当とうの透とう視し能のう力りよく者しやと精せい神しん感かん応のう力りよく者しやがうなずきあう。

「驚おどろいたな。今日は、これで二人めだ。忌いま忌いましい《宇宙そら還がえり》野や郎ろうに出くわすのは」

　肥ひ満まん気味の蘇そ生せい能力者が言った。

「……日本人か？」

　呟つぶやきに近い声が、質しつ問もんを形成した。

　再さい開かい発はつの取り壊こわしを待つ、前世紀製せいの大たい衆しゆう食堂。そのカウンター席で一人背せを向けている男を、武ぶ装そう集しゆう団だんの全員が振ふり返る。

「コマンダー白髪鬼フー──」

　蘇生能力者が男の名を言い掛け、唾つばを吞のみ込こむ。つい、二分ほど前まで、カウンターは無人だったのだ。この場にいる戦せん闘とうのプロたちに誰だれ一人気づかれることなく現あらわれ、今は強きよう烈れつな殺気と存そん在ざい感を放つ指し揮き官かんに、蘇生能力者は改あらためて畏い怖ふの念を抱いだいた。

「日本人なのか？」

　男が、もう一度訊きいた。

「み、見た目は、そうです。でも、作ってる可か能のう性せいも……どうします？　相手が《宇宙還り》なら、非《能力者ノーマル》中心のシフトで──」

「そいつがガウェインのように、ただの《宇宙還り》ならそれでもいい」

　遮さえぎるように、男が言った。逆ぎやく三角の大きな背中で白い髪かみがさらさらと揺ゆれる。米陸軍特殊部隊グリーンベレー時代、暗殺を主とした不ふ正せい規き戦せんで多大なる戦果をあげ、白はく髪はつ鬼きと恐おそれられた伝説の戦士。現げん在ざいの呼こ称しようは、それぞれの単語の頭かしら文も字じ──ＷＨＯを繫つなげたものだ。

「《宇宙還り》に、別の種類がいると？」

　不安気に、透視能力者が訊たずねた。

「いや、《宇宙そら還がえり》に亜あ種しゆはいない。十五年前の……《災さい厄やく》からずっと、な」

　低く重い口調に、溜ため息が混まじる。

　十五年前、地球は、衝しよう突とつコースをとる小しよう惑わく星せい群ぐんの脅きよう威いにさらされた。この危き機きに対し、先進各国は一いつ致ち協力し、軍事攻こう撃げき衛えい星せいによって小惑星群を撃げき破は、天変地異アーマゲドンは回かい避ひされた。だがその時既すでに、《災厄》はもたらされていたのだ。閃せん光こうを発して砕くだけ散る星々の最さい期ごを見み届とどけた全すべての人々に。眠ねむれる《力》を秘ひめていたその脳のう内に。

「《宇宙還り》は、地上ではなく宇う宙ちゆうで、直ちよく接せつ、流星の光を浴びた連中だ。海軍から抜ばつ擢てきされ航空宇宙軍に転てん属ぞくしたガウェインもそうだった……で、我われ々われとは別の妙みような特とく技ぎが身についたというわけだ」

「要するに、奴もガウェインと変わらないってことですよね？　なら、躊ちゆう躇ちよすることはない。一気に片かた付づけましょう。元海軍特殊部隊シールズのガウェインだって、我々の敵じゃなかった。専せん守しゆ防衛軍のレンジャー級なら、ボーイスカウトと一いつ緒しよだ」

　重火器を抱かかえた若わかい念動力者が、待ちきれないといった風に進言してくる。

「あの頃ころ、まだハナを垂たらしたガキだった連中は知らんだろうが──」

　椅い子すを回し、男が振り返った。まるで百年生きた老人の顔。ただし、刻きざまれているのはしわではなく戦せん傷しようだ。

「──《災厄》後の《能力者パワーズ》の急きゆう増ぞうで、世界は混こん乱らんの極きわみに達した。クーデターが頻ひん発ぱつし、脆ぜい弱じやくな国は次々と崩ほう壊かいしていった。だが、この島国は首都圏けんの壊かい滅めつだけで済すんだのだ。皇こう族ぞくや政せい治じ屋どもが逃にげた先──キョウトが死守されたからだ。それも、たった一人の《宇宙還り》によって、だ」

　薄うす闇やみでぼんやりと光る白い眼めを、板打ちされた店の窓まどへ向ける。道路を挟はさんだ向こうに、かつて釣つり客をもてなしていたであろう船宿の集まりが見えた。

　目標は、船宿のひとつに潜ひそむ十五の少女。おそらくはもう、執しつ行こう権けんを行使する意い志しも失うせているだろう。だが、もしそうであっても少女を生かしておくわけにはいかない。なぜなら、彼女に告こく訴そを唆そそのかした検けん察さつ官かんを襲しゆう撃げきに乗じて殺しているからだ。

《復讐法》では、原告または被ひ告こくが、相手を抹まつ殺さつする際さいに部外者を巻まき込こんでも赦しや免めんされる。しかし今、少女が訴えを取り下げれば、自分たちは検察官殺害という重じゆう罪ざいに問われることになる。そんなことになれば、〈賞金稼ぎバウンテイ〉の権利は剝はく脱だつされ、世界中の同業者たちの的まとになる。この窮きゆう地ちを脱するには、早急に少女を殺すしかない。もはや退ひくことなどできないのだ。

「キョウトを攻せめた機き甲こう師し団だんを一夜で壊滅させたっていう工作員の話なら、私も聞いたことがあります。けど、あれはガセでしょう？　日本政府が故意に流してる」

「《宇宙還り》は、《能力者パワーズ》を相手としない限かぎり、普ふ通つうの人間だ。仮かりに戦闘用サイバーだったとしても、軍隊相手に一人じゃあ……」

《災厄》後の混乱──いわゆる世界暴ぼう動どうを軍人として戦ったベテランたちが、異口同音に反はん論ろんする。しかし、口調は弱々しかった。

「いかな相手でもなめてかかるな、ということだ。シフトＡ２で臨のぞむ」

「グ、〈空の悪魔グレムリン〉と〈カブトムシ〉をっ？　機動兵器はまずくないですか？　日本政府が何言ってくるか……」

「キサーズは向こう百年、合がつ衆しゆう国こくが復ふつ興こう支し援えんと引き換かえに借り上げた土地だ。半植民地のイザコザに首を突っ込んで、契けい約やく破は棄きなんて事じ態たいは望んではいまい」

　言って、男──白髪鬼フーはゆっくりと席を立った。

　薄暗やみの中、静電気を帯びた髪かみがゆらゆらと宙ちゆうを踊おどる。気の充じゆう実じつと高こう揚ようを示しめす、白髪の舞まい。

　先の見えぬ戦いを前に、軍属時代の感覚がにわかに蘇よみがえってくるのを、白髪鬼フーは恍こう惚こつの表ひよう情じようを浮うかべ楽しんでいた。
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「これが私の母、ミレイユです。左がガウェインさん、右側がホウジョウさん」

　古びた写真に写る三人の男女を順番に指差しながら、マリーユが言った。

「ツクヨミは、日本人の血をひく母の姓せいです。父とは籍せきを入れる前に、死に別れたそうで……世界暴動の始め頃、私が生まれる少し前……」

（やはり、彼女か）

　マリーユの言葉を遠くに聞きながら、少年──ショウゴは、記き憶おくの倉庫の片かた隅すみに淡あわい光が灯ともるのを感じた。封ふうじたはずの想おもい出を脳のう裏りに映うつし出す、モノクロームの光。

　宙を舞う記念硬こう貨か。落下したそれを手の甲で受けとめる若き日のガウェイン。

　──ついてない。お前の勝ちだ。

　ショウゴが表おもて裏うらを確たしかめる前に、あっさりと賭かけの負けを認みとめる。

　──宇宙そらに出たら、当分、帰れない。せいぜい名残なごりを惜おしむんだな。

　ミレイユの待つスカイラウンジに直通するエレベーターの前で、ガウェインが片目を瞑つぶってみせた。

　──彼は急用で来れなくなった。

　賭けに勝った者の台詞せりふを言って、ショウゴはミレイユとグラスを傾かたむけた。

　それが、ミレイユとの最後の夜となった。

「……もしもぉし！　起きてますかぁ！」

　小こ馬ば鹿かにしたエイジの呼よび掛かけが、映えい像ぞうを搔かき消した。

「よかったぁ、もう戻もどってこねえかと心配しちまったぜえ」

　垂たれた目め尻じりを一いつ層そう下げて、ショウゴの頭をぐりぐりと撫なで回す。

「エイジ──俺に左手を上げさせるつもりか？」

　真顔で、ショウゴが唸うなった。

「おいおい、その決まり文もん句く、言う相手が違ちがうって。なあ？」

　名残惜しそうに手を引っ込め、エイジはマリーユに笑えんでみせた。

　つられて、ショウゴも横を見る。

　少し怯おびえた表情でこちらを見上げる、ひとみがちな鳶とび色いろの眼め。東洋系けいの丸みと北方民族の彫ほり深さを併あわせ持つ愛らしい顔立ち。それらと、三つ編あみにして右肩から提さげた長い黒くろ髪かみが相あい俟まって、かつての恋人の若わかかりし頃ころの姿すがたを再さい現げんしている。

　郷きよう愁しゆうにも似にた懐おもいと後こう悔かいとが、早はや鐘がねを打つショウゴの胸むねを締しめつける。

　恋こい人びと──第三者には、確たしかにそう見えただろう。だが、自分は、彼女の一いち途ずで情熱的な想いを受けとめることはできなかった。あの最後の夜、彼女は終わらせぬために悲ひ劇げきのヒロインを演えんじ、自分は終わらせるために卑ひ怯きような相手役を務つとめた。そして、茶番の結果を知ることなく、彼女のもとを去った。

　ミレイユ・ツクヨミ──その分身が、今、目の前にいる。しかもこの少女は、自分が本当の自分であった頃の証あかしかもしれないのだ。

「おっと、これ以上、トリップしてる暇ひまなんてないぜ」

　おどけた表情を消し、エイジが言った。

「──すぐか？」

　予知映像を探さぐる相あい棒ぼうへ目を戻し、ショウゴが訊きいた。

「三分ちょい、ある──で、どうする？　原告側についた以上、奴やつらを片かた付づけるのが本ほん筋すじなんだが」

「民間の執しつ行こう代理は、依い頼らい人にんの安全確かく保ほが最さい優ゆう先せんだ。お前のツテで、彼女を安全な場所へ──奴らは、俺おれが引き受ける」

「ツ、ツテって？」

「公安……いや、軍警けい察さつの拘こう置ち施し設せつがいい」

「ンなことしたら、〈上〉が何て──」

「俺に威おどされたことにしろ」

　左手を突つき出し、ショウゴが睨にらんだ。

「実じつ際さい、威してるじゃん！」

「つべこべ言わず、早く敵てきの戦力とルートを視みろ」

「ちぇっ、わかりましたよ！　ええと……桟さん橋ばしから二人。屋根伝いに四人……たぶん、こっちは《能力者パワーズ》だ。あと、北側の海からも……その先は、あんたが絡からんでるから、不ふ確かく定ていだ──後ろの窓まど、そろそろ危あぶねえぞ」

「移い動どうだ」

　ショウゴはマリーユに逃とう避ひの準じゆん備びを促うながした。

「初しよ弾だんから、いきなり徹てつ甲こう弾だぜ？　よっぽど、早くケリをつけたいらしいな」

　エイジが言うなり、防ぼう弾だん仕様の窓ガラスがあっさりと砕け散った──宣せん戦せん布ふ告こく。

　合法的殺し合いの幕まくが上がった。
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　雨中を疾はしる陽炎かげろうの群むれが、ぴたりと止まった。

　──気をつけろ、トラップだ。

　光学迷めい彩さい服ふくをまとった先頭の男が、周囲の仲間へ思念を播まいた。

　暗あん視しスコープの視界にくっきりと浮かび上がった光線が、屋根の上数センチに幾き何か学がく的てきな模も様ようを描えがいている。

　──赤外線センサーだと。どこの国のお下がりだ？

　背はい後ごの一人が、嘲あざけりの〈声〉を返した。

『目標が、外へ出た』

　監かん視し班はんから、ノイズ混まじりの通信が入る。

　──よし、背後をとって挟きよう撃げきするぞ。

　四対の水飛沫しぶきが、光線の網あみの目を跳はねた。

　空中に張はられたテグスの存そん在ざいに気づいたのは、低くした頭がそれに触ふれた後だった。

「ぎゃんっ」

　短い悲鳴を発し、精せい神しん感かん応のう力りよく者しやがトタンの屋根を転がった。

　赤外線センサーの反応はなかった。それが注意を引くためのダミーと知って、すぐ後ろの念動力者が短機き関かん銃じゆうを乱らん射しやする。と、振り回した銃身が、ＴＶアンテナと煙えん突とつに渡わたしたテグスを切った。

　直後に飛来した塊かたまりを《力》で払はらい除のけ、その正体を見み極きわめる──拳こぶし大だいの鉄の玉。

「そいつは、囮おとりだ」

　声に振り返った念動力者が、時間差で射出された鉄球を顔面に受けてくずおれる。

「──あそこだ！」

　発火能のう力りよく者しやが叫さけんだ。

　海側の屋根の縁ふちで、枯かれ草くさ色いろの人ひと影かげがゆらりと立ち上がった。

「い、いつの間に！」

　しんがりの透とう視し能力者が、声を震ふるわせる。

「さっきから、居いたさ……《力》に頼たよりすぎるから、視みえなくなる」

　軍用合がつ羽ぱを羽は織おった細ほそ面おもての少年。右手に釣つり竿ざおを提さげている。得物らしきものは持っていない。

「こ、子こ供どもだと？」

「わざと殺さつ傷しよう力りよくに欠かけるトラップを使った。その意を汲くんで、退ひいちゃくれないか？」

　少年は陽炎たちを見回した。瞳ひとみに宿る赤しやつ光こうが、薄うす闇やみにか細い軌き跡せきを描いた。

「ガキがっ、ふざけるなぁあ！」

　炎ほのおをまとい、発火能力者がトタンを蹴けった。

「なら、仕方ない」

　少年の右手が釣り竿を大きく振り上げた。

　海面の割われる音。

　少年を摑つかみかけた烈れつ火かの爪つめが、その直前で消え失うせる。

（《力》が打ち消されたっ？　じゃあ、こいつが《宇宙そら還がえり》っ？）

　透視能力者は、徹甲弾を装そう塡てんしたライフルを少年へ向けた。直後、潜せん水すい服ふくの仲間を抱だいた発火能力者が、視界を黒く塗ぬり潰つぶした。

「また、食えない魚だ」

　ショウゴは暗殺者を釣り上げた竿を放ほうると、横転して屋根を降おりた。

　着地するや、銃弾が桟さん橋ばしを飛び跳ねた。銃撃にも砕くだけない橋板は、鋼こう鉄てつで裏うら打うちされていた。

　エイジたちは、無事この下を通つう過かしただろうか──前後からの弾丸を浴びつつ、ショウゴは思った。

　銃声が止やんだ。マガジン交こう換かんのインターミッション。

　軍用合羽が、前方の敵へ向かって突とつ進しんした。

　十メートル弱を詰つめるのに、一秒とかからなかった。

　装塡が間に合わず、殺し屋はレーザーナイフで切りつけた。

　手て応ごたえなくふたつに裂さけた衣ころもの向こうに、雨あま粒つぶを落とす暗い空と光を漏もらす手しゆ榴りゆう弾だんが見えた。

『──上だ！』

　監視班からの通信を受け、爆ばく風ふうに身を屈かがめた後方の殺し屋が空を仰あおいだ。

　スコープ越ごしの緑色の視界に、振りかぶる少年の姿すがたが入った。

　殺し屋は、装塡を完かん了りようした短機関銃を空へ向けた。

　サイドスローで伸のびた少年の手のひらから、何かが放たれた。

　引き金を絞しぼるのとほぼ同時に、殺し屋はさっき少年へ撃うち込こんだはずの９ミリパラベラム弾を額ひたいに受けて海へ落ちた。

「……非《能力者ノーマル》の方が始末が悪い」

　桟橋へ降り立ち、ショウゴは独ひとりごちた。

　着弾は上体を中心に、十三。うち五発は徹てつ甲こう弾であったが、筋きん肉にくと内ない臓ぞうとの間に埋うめられた特とく殊しゆ合金製せいの肋あばらによって食い止められていた。頭を護まもった左腕うでは、それ以上に強きよう靭じんな擬まがいものだから、何ともない。

「──弾丸を受けとめただけでなく、亜あ音おん速そくで投げつけるとは……日本製にしては、よくできた半機械サイバーだ」

　爆ばく発はつの火がくすぶる背はい後ごからの声。

「貴き様さまも、な」

　爆死したはずの敵てきに、言葉を返す。

　ダークグリーンの戦せん闘とう服ふくに包まれた巨おおきな身体からだ。炎に照らされた顔が、醜みにくく歪ゆがんで見える。両手には、短機き関かん銃じゆうに代わって旧きゆうベルギー製のＰ９０が提さげられていた。ライフル弾並なみの威い力りよくをもたらす５・７ミリ弾を装塡した、四角いフォルムが特とく徴ちようのハイパワーサブマシンガンだ。

（Ｐ９０のペアか……正面からやり合うのは利口じゃないな）

　ショウゴは素す早ばやく周囲を見回した。

「カタナでも探さがしてるのか、サムライボーイ？」

　嘲あざけりが、炎を越えて近づいてくる。

「──まあ、そんなとこだ」

　頭上と足元に形勢逆ぎやく転てんの糸口を見いだし、ショウゴが答えた。

「〈銃は剣けんよりも強し〉」

　錆さびの浮ういた諺ことわざをもじり、〈賞金稼ぎバウンテイ〉がＰ９０を突つき出した。

　と、ショウゴの右膝ひざががくりと落ちた。

　Ｐ９０はまだ吠ほえていない。ショウゴがわざと体たい勢せいを崩くずしたのだ。

　突飛な行動に、一いつ瞬しゆん、〈賞金稼ぎバウンテイ〉の動きが止まった。

　ふたつの銃口が下がりながら弾丸を吐はき出した時、ショウゴはもう次の動作──五メートルの垂すい直ちよくジャンプに移うつっていた。

　閃ひらめきが、空中で振ふり上げたショウゴの左手から放たれた。

　足元から拾いあげた敵の落とし物──レーザーナイフの切っ先が、廃はい屋おくの屋根伝いに張はられた電線に命中する。

　薄うす闇やみに咲さき乱みだれる火花。

　切せつ断だんされたケーブルの一方が桟橋を叩たたき、下五ご桁けたの高こう圧あつ電流を撒まき散らす。

　雨水と橋板に裏打ちされた鋼鉄のせいで、伝でん導どう率りつは抜ばつ群ぐんだった。

　コバルト色の電流が幾いく筋すじにも分かれて桟橋を疾はしり、仁に王おう立だちする〈賞金稼ぎバウンテイ〉を急きゆう襲しゆうした。

　這はいあがる高圧電流が巨きよ体たいを白く閃かせ、両手に持ったＰ９０を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいする。

　やがて、低い咆ほう哮こうが、白はく髪はつを逆さか立だたさせる〈賞金稼ぎバウンテイ〉からあがった。

　だが、それは断だん末まつ魔まの叫さけびではなかった。

　桟橋を覆おおう電流が〈賞金稼ぎバウンテイ〉を中心に渦うずを巻まき、みるみるうちに足元へ吸すい込まれていく。

「……満まん腹ぷくだ」

　咆哮を止め、〈賞金稼ぎバウンテイ〉が呟つぶやいた。

　ケーブルの放電は既すでに収おさまっていた。緊急遮しや断だん装そう置ちが働き、電力供きよう給きゆうがストップしたのだ。それまでに放出された高圧電流のほとんどは、〈賞金稼ぎバウンテイ〉によって吸きゆう収しゆうされていた。

（なるほど……ベースは、帯電能のう力りよく者しやか）

　心中で呟き、ショウゴはコバルトをまとう眼がん下かの敵に目を細めた。

「──返すぞ？」

　不意に、〈賞金稼ぎバウンテイ〉が雨あま樋どいに摑つかまるショウゴを仰いだ。

　逆立つ髪がコバルトを束ね、ジグザグの雷らい電でんを打ち上げる。

　直撃。トタン屋根が閃せん光こうをあげて捲めくれあがり、白はく煙えんに抱だかれた身体が桟橋へと落下する。

「ちっ……やはり《力》はダメか」

　燻くすぶりを払はらって立ち上がる小さな背せ中なかを睨みつけ、〈賞金稼ぎバウンテイ〉は舌したを打った。

「結局、格かく闘とう戦せんしかあるまい」

　ショウゴは独りごち、左手を握にぎり締しめた。

　振り返りの動作はなかった。仰あお向むけに倒たおれながら渾こん身しんの蹴けりを橋板に叩きつけ、同様に接せつ近きんしてくる敵めがけて低空を跳とんだ。

　激げき突とつはショウゴの左肘ひじと、敵の右脚あし。俗ぞくに蹴しゆう撃げきは拳けん撃げきの四倍力という。しかも、擬ぎ似じ生体とはいえ、大人と子こ供どもの体たい格かく差だ。人工筋きん肉にくがビシビシと千切れていく感覚が、左腕うでからショウゴの右う脳のうへ伝わった。

　しかし、蹴りに片肘で応おうじたのは計算だった。動きの止まった敵の足首を、ショウゴの右手が摑んでいた。

　全身を捻ひねるようにして、ショウゴは敵の巨体を投げ上げた。

　直後、突とつ風ぷうが桟さん橋ばしを駆かけ抜ぬけた。

　空を薙なぐ低い唸うなりが旋せん回かいし、突風の源みなもとが、レーザー照しよう準じゆん器きの赤色光をショウゴへ浴びせる。

　ＲＡＨ─６６Ｂ。米陸軍の次期軽ヘリコプター開発計画で不ふ採さい用ようとなったマクダネルダグラス＆ベル社製せいの武装偵てい察さつヘリだ。

　流線を帯びた機体はテイルローターがなく、ミサイルを提さげるデルタ型の短翼スタブウイングと併あわせ、ジェット戦闘機を思わせる外観をしている。世界暴ぼう動どう時、デッドストックとなっていた試作機が第三世界へ流出し、〈空の悪魔グレムリン〉のニックネームそのままに暴あばれ回ったのは記き憶おくに新しい。

「執しつ行こう代理人には、分ぶん不ふ相そう応おうな代しろ物ものだ」

　ショウゴは呟つぶやいた。

　丸く開いた機体の腹はらから、敵てきサイバーが収しゆう容ようされていく。

『──どうしても、俺に左手を上げさせたいらしいな？』

　集音マイクの拾った声が、〈空の悪魔グレムリン〉のコクピットで再さい生せいされた。

「左手を上げる？　何だい、そりゃ？」

　銃座の第二世代が訊きいた。

「さあ、日本式の〈降こう参さん〉じゃねえのか」

　操そう縦じゆう担たん当とうの透とう視し能力者が笑い、ショウゴの行こう為いを見守る。

　左手の指先がまっすぐに天を差した。

　暗い夜の空、瞬またたく星々──はなかった。

「しまった」

　ショウゴは小さく舌した打うちした。

「雨なのを忘わすれてた」

〈空の悪魔グレムリン〉が嘲あざけるように震ふるえ、左手を上げたまま立ち尽つくす少年へ火の玉を放った。




〈ターゲット、ロスト〉

　機き銃じゆう士しのバイザー・ディスプレイに文字が並ならび、攻こう撃げき可か能のう域いきを円で示しめすターゲットレンジのラインカラーがレッドからグリーンへと変わった。

『殺やったのか？』

　後部コクピットに座すわる操縦士から、〈声〉が届とどいた。

「待ってくれ」

　機銃士はバイザーと連動する機首カメラを上下左右に動かした。

　見えるのは、銃じゆう弾だんに砕くだかれた桟さん橋ばしと両側に建ち並ぶ廃はい屋おく、そして彼方かなたでうねる暗い海。ついさっきまで、左腕を掲かかげ立ち尽くしていた少年の姿すがたはどこにもない。

「……弾丸タマを食くらって吹ふっ飛んだみたいだ。たぶん、生きちゃいな──」

『──憶おく測そくで判はん断だんするな』

　音声が、機銃士の言葉を遮さえぎった。操縦士ではなく、先に収容したボス──コマンダー白髪鬼フー。

『襲しゆう撃げきに参加した六人を仆たおし、俺おれに手て傷きずを負わせた奴やつだぞ。ガキの姿をしてるが、只ただ者ものじゃない……ミサイルでダメを押おせ』

　軍ぐん属ぞく時代、数々の不ふ正せい規き戦で戦功をあげた猛者もさの声が、心なしか低く重い。

「──ラ、了解ラジヤー」

　機銃士は擦かすれ気味に応こたえ、コントロールスティックを握にぎり直した。




　鈍にぶい爆ばく音おんと衝しよう撃げき波はが、海底を這はうように進むショウゴへゆっくりと覆おおい被かぶさってきた。

　どうやら敵は、ミサイルを使ったらしい。

　念の入ったことだ──ショウゴは身を翻ひるがえし海面を仰あおいだ。

　漆しつ黒こくの視し界かいの片かた隅すみに、黄色い光がちらちらと瞬またたいている。

　さらなる爆音、そして衝撃の第二波。しかし、対地ミサイルのためか、それらが海中へ及およぼす影えい響きようは微び々びたるものだった。

　ショウゴは左手で海底を突つき、浮ふ上じようの体たい勢せいをとった。

　視界の端はしに踊おどる光目指して、一気に上じよう昇しようする。

　浮上した先は、桟橋から百メートルほど離はなれた海岸沖おきだった。

　武装偵察ヘリ〈空の悪魔グレムリン〉は、まだ桟橋の上空を低く旋回していた。時折、思い出したように咆ほう哮こうしては、炎えん上じようする廃屋へ無む駄だ弾丸だまを撃うち込こんでいる。

　郊こう外がいとはいえ、これほどの騒さわぎに警けい察さつや消しよう防ぼうが出動してこないのは、この襲撃が《復ふく讐しゆう法ほう》の執行であるからに他ならない。

　死し刑けいに代わり定められた、合法的仇あだ討うち制せい度ど《復讐法》。その執行には、当事者及び、関係者──執行代理人以外の介かい入にゆうは許ゆるされない。

〈空の悪魔グレムリン〉を駆かっているのは、執行代理の国こく際さい資し格かくを有する〈賞金稼ぎバウンテイ〉たちだ。彼らが標的としているのは、たった一人。執行の巻まき添ぞえで殺された母の仇かたきを討つため、彼らを告こく訴そした十五の少女マリーユ。検けん察さつ官かん、原告側執行代理人──彼女に味方した者は、悉ことごとく殺し屋たちの餌え食じきとなった。そして今、マリーユの依頼を引き受けたショウゴに、彼らの牙きばが剝むかれているのだ。

（エイジの奴やつ、大だい丈じよう夫ぶだろうな）

　少女を連れて先に脱だつ出しゆつした相あい棒ぼうを案じながら、ショウゴは雨を吞のむ夜の海を岸へ向けて泳ぎだした。

　落ち合う場所は予あらかじめ決めてあった。ゴーストタウン化した海辺の街の後方──ライトアップされ闇やみに浮かぶプリン型の建けん造ぞう物ぶつ。

　うまく敵の包囲を躱かわせれば二人とも、最悪でも少女だけは、そこへ向かわせることになっている。後は、いかに早く合流できるかだ。ショウゴは、創そう痍いの腕うででもどかしげに波を搔かいた。

〈空の悪魔グレムリン〉が突き立てた三つ目の火柱の閃せん光こうが、海うな原ばらをゆく小さな背せ中なかを淡あわいオレンジ色に染そめた。
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　再さい開かい発はつ地区からキサーズシティへと続く旧きゆう県道の入り口まで来て、エイジは不意に立ち止まった。

　軍ぐん用よう合がつ羽ぱでくるんだ〈荷物〉を優やさしく背負いなおし、周囲に視し線せんを走らせる。

　明かりは、傾かたむいた電柱の先で明めい滅めつを繰くり返す街灯だけ。道を挟はさんだ向こう側には、朽くちかけたコンビニエンスストアとパーツの欠けた数台の電気自動車が雨ざらしとなっている。

「……ここまでだ」

　背中に言って、エイジは道路の真ん中へと歩んだ。

　ややあって、六つの陽炎かげろうがエイジを取り囲んだ。

　周囲の景色を映うつして同化する光学迷めい彩さい服ふく。もし雨粒を弾はじいていなければ、肉にく眼がんで捉とらえることは困こん難なんであっただろう。

「未来さきを視みて、うまく躱かわしてきたつもりだったんだが……死なずに済すむルートは、もうこれしかないようだ。どうやら、そっちにも予知能のう力りよく者しやがいるみたいだな？」

　エイジは愛あい想そよく話し掛かけた。

　陽炎が蠢うごめき、銃じゆう口こうが次々と宙ちゆうに浮うかんだ。軍属くずれのアウトローと《能力者パワーズ》で構こう成せいされた執しつ行こう代理組そ織しきの殺し屋たち。

「へへ、わかってるよ。降こう参さんだ」

　両手をあげ、背中の〈荷物〉を無む造ぞう作さに落とす。

「ああっ？」

　陽炎のひとつが声をあげ、〈荷物〉へ駆かけ寄よった。

「彼女マリーユだと思ったのかい？」

　背を向けたまま、エイジが言った。

「そりゃ、枕まくらと寝ね袋ぶくろさ。そいつが変わると眠ねむれねえんだ」

「──野や郎ろうっ」

　声が、すぐ後ろに迫せまった。直後、後頭部への一撃。

　選び抜ぬいた一番ましな未来を受け入れ、エイジはその場に昏こん倒とうした。
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　その年、世界は、いよいよ地球との衝しよう突とつが確かく実じつとなった小惑わく星せい群ぐんの話題でもちきりだった。

　ものの本によれば、例の大予言や聖せい書しよでいわれている〈天変地異アーマゲドン〉の年は、前世紀末より数十年ずれていると解かい釈しやくするのが正しいらしい。

　火星軌き道どうを回る宇う宙ちゆう望遠鏡が、迫せまり来る小惑星群を初めて確かく認にんしてから三年余よ。世紀末に失望した終しゆう末まつ論ろん者じやどもが、連日、ケーブルＴＶのオカルトチャンネルで熱ねつ弁べんをふるい、人生の表舞ぶ台たいに立とうと目もく論ろむカルト集しゆう団だんの信者たちが、傍はた迷めい惑わくなテロ活動に精せいを出していた。

　今も、目の前で手作りのニセ爆ばく弾だんを手にした若わか者ものが何ごとか喚わめいている。

　騒そう然ぜんとなる、空港ロビー。この後、駆けつけた武ぶ装そう警けい官かんによって、若者は問答無用に射しや殺さつされるのだ。

（見方によっちゃ、幸せなやつだ。じきにやってくる、この世の地じ獄ごく──世界暴ぼう動どうを経けい験けんせずに済むんだからな）

　粒りゆう子しの粗あらい過か去この光景を眺ながめながら、ショウゴは思った。

　──十三時発カゴシマ行きの臨りん時じ便びんは、機体整せい備びが終わり次し第だい、出発準じゆん備びに入ります。もうしばらくのご辛しん抱ぼうを……。

　合成音声が、三度目の言い訳わけを放送する。

　ここ一年、カゴシマへ飛ぶ旅客機は、セキュリティーチェックのため、必ずといっていいほど遅おくれている。小惑星撃げき破はプロジェクトを目の敵かたきにするカルト・テロの格かつ好こうの標的だからだ。これは、カゴシマ空港が、日本航空宇宙局の本ほん拠きよ地ちタネガシマへの中ちゆう継けい点てんであるからに他ほかならない。

（馬ば鹿か馬鹿しい。何で待たなきゃならないんだ？）

　融ゆう通ずうの利きかない夢ゆめに苛いら立だち、ショウゴは目を閉とじた。

　間もなく訪おとずれようとしている苦い思い出の一場面をやり過すごすべく、早送り、或あるいは、巻まき戻もどしを念じてみる。

　──何とか、間に合ったようだ。

　十五年前と同じ声、同じ台詞せりふが再生された。

（くそっ）

　ショウゴは夢を罵ののしり、まぶたを上げた。

　男が、真正面に立っている。

　彫ほり深い甘あまいマスクに、口くち髭ひげで威い厳げんを持たせた西洋人。肩かたを怒いからせ、ショウゴを睨にらみ上げている。

　──どうした、ガウェイン。航空宇宙軍の顧こ問もん組は、明日の便だろう？

　十五年ぶりの台詞を言って、ショウゴは引きつった笑いを浮かべた。

　自分より背せの低いはずの親友が、やけに大きく見える。

　──ミレイユに……黙だまって出たそうだな？

　ガウェインの声が戦慄わなないている。

　無言。ショウゴは目を逸そらし、爆弾男を取り囲む警官たちへ焦しよう点てんを合わせた。

　──どうして？

　親友が答えを迫った。

　──別れは……あの夜、済ませた。

　──泣いていたぞ……なぜだ？　彼女とはあんなに……だから、俺は──。

　ガウェインが続く台詞を吞のみ込こむ。

　──……あの女のせいなのか？

　親友の問いに、ショウゴは視界に映る爆弾男を理由もなく睨みつけた。

　──あの女性ひとは関係ないっ。

　──最低だな。

　ガウェインは既すでに聞く耳を持たない。

　──おかげで、俺は道化ピエロ以下だ。

　吐はき捨すてるように言って、舌したを打ち鳴らす。

　──なら、お前が彼女のところへ行ってやればいいだろう！

　ショウゴは、思い出の中の最後の台詞を怒ど鳴なった。

　拳こぶしが、顔の左へ入った。

　身体からだより、心に堪こたえる一発。

　傾かたむく視界の中で、銃じゆう弾だんを受けた爆弾男が砂すな細工のように崩くずれ去る。

　暗転──再さい生せい終しゆう了りよう。

　ショウゴは立ち上がった。そして、暗くら闇やみに差し込んできた眩まばゆい現げん実じつの光へ向かって、ゆっくりと歩き始めた──。




　痛いたみが、夢から還かえったショウゴの身体に蘇よみがえった。

　思わず、手のひらを顔に当てる。

　夢とは──十五年前とは、全く異ことなる輪りん郭かく。無む論ろん、殴なぐられた痛みなどない。傷きずに疼うずくのは首から下の部分だ。

　時のない仮かり初そめの顔が、手のひらの下で苦笑いを作る。

（どっちが夢でもおかしくない……）

　梁りよう材ざいの剝むき出した高い天てん井じようを見上げ、ショウゴはぼんやりと思った。

　と、コンクリートを打つ音に、半覚かく醒せいだった意い識しきが瞬しゆん時じにクリアーとなった。

　接せつ近きん者しや、一。軽く、無む警けい戒かいな足音。

「……なぜ、戻った？」

　ショウゴの声に、接近者が立ち止まる。

「ご、ごめんなさい。私……」

　おどおどとした口調で、マリーユが返した。

「エイジさんが心配で……私を逃にがすためにわざとあいつらに……」

「役目を果たしただけだ。それに、取り引きが済すむまでは殺されることもない」

「でも、取り引きって、私との交こう換かんでしょうっ？　私がここにいなかったら！」

　がらんとした空間に、少女の声が響ひびき渡わたる。再生原子力発電所、二に号ごう炉ろ建けん設せつ資し材ざい搬はん入にゆう作業場。半開きの扉とびらから、造つくりかけのプリンが見える。

「……それだけかい？」

　マリーユははっと息を吞み、作業機械を背に座すわり込む少年を、その冷たく美しい横顔を見つめた。

「なぜ……あなたたちは、私のためにここまで……？」

「同業のよしみさ……あんたの捜さがしてたホウジョウっていう男と同じく、俺おれ──俺たちもガウェインに借りがあってね」

　ショウゴが答えた。左手が無意識に頰ほおを探さぐった。

「ガウェインさんのことは、母に写真をもらった時、初めて知りました。けど、ホウジョウさんは──名前だけは、前から……」

　マリーユは口調を強め、ショウゴを窺うかがった。

　無表情の横顔が、頰から離れた左の手のひらを見下ろしている。

「私が十二の頃ころ、母が話してくれたんです。初めて愛した男性ひとだったと……母が、親ではなく女性の顔を見せたのは、それ一度きり……恥はずかしそうに、でもとても幸せそうに笑ってた……」

　マリーユはまぶたを閉とじ、在ありし日の母の面おも影かげを思い浮うかべた。

「ねえ、ショウゴさん」

　口調を和やわらげ、問い掛かける。

「ホウジョウさんて、どんな人だったのかしら？」

「最低」

　呟つぶやきに近い答えが返った。

「え？」

　まぶたを上げ、ひとみがちの眼めを縮ちぢめる。

「ガウェインにそう聞いている」

　左手を握にぎり、ショウゴが言った。凜りんとした眉まゆがかすかに歪ゆがんだように見えた。

　ホウジョウは……彼は必ずそこにいる──ガウェインはそう言って、桟さん橋ばしに並ならぶ廃はい宿やどの場所をマリーユに教えた。

　しかし、そこにいたのは写真のホウジョウとは似ても似つかぬ、のっぽの青年と、マリーユと歳としの変わらぬ少年だった。

　いや──違ちがう。ショウゴを見つめるうち、マリーユは気がついた。

　黒い髪かみと鳶とび色いろの瞳ひとみ──これらは母と自分、そして、写真の中のあの男性と同じ──。

　ガウェインの言ったホウジョウはいなかった。けれど、代わりに現あらわれたショウゴは、見も知らぬ自分を必死に護まもってくれている。

　疑ぎ惑わくが、胸むねの裡うちにふっと湧わいた。

　馬ば鹿か馬鹿しいと呆あきれる自分と、期待に熱くなる自分が葛かつ藤とうし、あっけなく後者が勝利する。

「私……本当は、父が生きてるって思うんです」

　唐とう突とつにマリーユが切り出した。

「死んだっていうのは、前とは違う姿すがただっていうことで……だから母さんは、あの写真を──」

「考え過すぎだよ」

　ショウゴはにべもなく否ひ定ていした。

「でも、あなたの髪は──目の色だって」

「写真の中のミレイユも、鳶色の瞳に黒い髪……君は母親の遺い伝でん的てき特とく徴ちようを全すべて受け継ついでいる。単なる偶ぐう然ぜんだ」

「だったら、なぜ──？　私のために……そんなひどい怪け我がまでして……」

「言ったろう？　ガウェインに借りがあると。こんな機会でもないと、返せないくらいでかいんだ」

　ショウゴは、泣きそうな顔で唇くちびるを嚙かむマリーユを愛いとしげに見上げた。

「怪我は見た目ほど大したことはない。君も手当てしてくれたしな」

　包帯の巻まかれた左腕うでを上げてみせる。

「私……もう、いい……これ以上、私のために……母さんの大切な人──」

　天てん井じようを撃うち砕くだく破は壊かい音おんが、言葉の続きを引き千切った。

「ここにいろ！」

　搬はん出しゆつ用ようクレーン群ぐんの脇わきにマリーユを残し、ショウゴは作業場の中央へと走った。
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「──いました。執しつ行こう人にんの方です」

　背はい後ごを振ふり返り、操そう縦じゆう士しが報しらせた。

　武ぶ装そう偵てい察さつヘリ〈空の悪魔グレムリン〉は、前・後部のパイロットが共に失われた場合に備そなえ、後部操縦座ざが兵員室と直ちよく接せつアプローチできる造つくりとなっている。

「目標は？」

　白髪鬼フーが訊きいた。その横で、肥ひ満まんした蘇そ生せい能のう力りよく者しやが白髪鬼フーの生なま傷きずの部分を治している。

『……発見。作業機械群の陰かげ。機き銃じゆうによる破壊成せい功こう率りつ八パーセント。ミサイルを？』

　前部銃座から、マイク音声が入る。

「ここは原発だぞっ、誘ゆう爆ばくしたらどうする！」

　白髪鬼フーは機銃士を怒ど鳴なりつけた。

「高度を下げて、こいつをぶらさげろ。奴やつに目標を引っ張ぱりださせる。歓かん迎げいは死なない程てい度どにな」

　言いつつ、ワイヤーで拘こう束そくされた足元の人ひと質じちを蹴けりつける。

（正攻法だなんて、ショウゴの馬鹿……これじゃあ、二人とも……）

　エイジは心中で毒づき、絶ぜつ望ぼう的てきな未来を探さぐった──何も視みえない。

（……これがあるから、奴とは離はなれられねえんだ）

　揺ゆれ動く未来にわずかな希望を見いだし、エイジはくつくつと笑った。




『お前の仲間は、この通り無事だ』

　音声が、破壊された天井から落ちてきた。桟橋で一戦を交えたサイバーの声。続いて降こう下かしてきたヘリが、腹はらを開いてエイジを吊つり下ろす。

　親指を立ててみせるエイジに、ショウゴは片かた目めを瞑つぶって答えた。

　不意に、強きよう烈れつな光がショウゴを照らした。半開きの扉とびらを打ち破やぶり、作業場へ進入してくる黒くろ鉄がね色いろの車両。前部に据すえられた障しよう害がい物ぶつ破壊用の鉄角とずんぐりしたフォルムから、〈カブトムシ〉と渾名あだなされる六輪式重装そう甲こう車しや。

　とっさに、ショウゴは左半身を後ろへ退ひき、〈カブトムシ〉と横向きに対たい峙じした。こうすれば敵てきの的を小さくし、切り札である左腕も死角にできる。

「世界暴ぼう動どう時代の名機をふたつもコレクションしてるとは、贅ぜい沢たくな身分だな？」

　吹ふきつけるヘリ風とライトの光に目を細め、ショウゴが言った。

　右手で構かまえたアサルトライフルはそのままに、左手をベルトへと近づける。予あらかじめ場内に仕し掛かけておいた煙幕スモーク弾だん発はつ射しや装置。そのリモコンスイッチがバックルの中にあるのだ。

　ショウゴは初めから、この場所を決戦場にする気はなかった。目的はあくまでエイジの救出。敵の始末は、その後一人でやればいい。自分の左腕に比くらべれば、〈空の悪魔グレムリン〉や〈カブトムシ〉など取るに足らない戦力だ。

『……女をここへ』

「さあ、何の──」

　言葉の終わらぬうちに、〈カブトムシ〉の重機関砲ほうが火を吹いた。

　威い嚇かくの銃弾が、ショウゴの足元を粉ふん砕さいし、熱い破は片へんを撒まき散らす。

　ショウゴはその機を逃のがさず、バックルを開いた。

「──ショウゴさん……！」

　銃じゆう撃げきの残ざん響きよう音おんに混まじって、かすかに声が聞こえた。

　左ひだり眼めが反はん応のうし、今にも飛び出してきそうなマリーユを捉とらえる。

　来るな！

　左手がバックルを離れ、マリーユのいる方角へ突つき出された。同時に、右手がアサルトライフルの引き金を絞しぼり、牽けん制せいの弾丸を前方へ見み舞まった。

　五発目の徹てつ甲こう弾がライトのひとつを破壊するや、〈カブトムシ〉の応射が始まった。

　たちまちライフルが撃ち砕かれ、激げき痛つうがショウゴの左肩かたを覆おおった。

　吹き上がる血ち飛沫しぶきと火花。その向こうに、手指を開いたままの左腕が、裂さけた包帯を引いて飛んでいくのが見えた。

『もう、いい』

　その一言で電子制せい御ぎよの射撃が止んだ。

『近づくな。トラップがあるやもしれん』

〈カブトムシ〉の両脇わきから降おりたフル装そう備びの殺し屋たちに待機を命じる。

『平気ですよ、コマンダー。大事な左腕がなくちゃ〈降こう参さん〉もできやしねえ』

　別の声が言った。

『──取り引きには応じる。女を呼べ』

「……エイジが先だ」

『よかろう』

　あっさりと答えが返り、エイジが地上へ降ろされた。

「いいんですか、白髪鬼フー？」

　マイクをオフにして、操そう縦じゆう士しが訊きいた。

「奴は取り引きなどする気はない。我われ々われと同じにな。だが、彼女なら別だ──入れろ」

　白髪鬼フーは、マイク・オンを促うながした。




「──で、どうするつもりだよ、これから？　俺を助けたはいいが、切り札を失くしちまってるじゃねえか」

　左腕のない相あい棒ぼうを見て、エイジがぼやいた。レーザーナイフを持つ右手もズタズタで、今にも崩くずれ落ちそうだ。

「煙幕スモーク弾を仕掛けてある」

　どうにかワイヤーを切り、ショウゴが言った。

「ヘリの風で役に立つかよ？」

「六十発だ。十分煙けむに巻まける。スイッチはバックルの中だ。代わりに頼たのむ」

　言って、ショウゴは己おのれのベルトを顎あごで指した。

『五秒与あたえる』

〈空の悪魔グレムリン〉が一方的に通告し、顎あご下したに据すえたガトリングガンの銃身をショウゴたちへ傾かたむけた。

『女！　出て来なければ、こいつらをミンチにする。お前の身代わりだ』

「アホか、ここへ連れてきてるわけ──」

「早く、スイッチを押おせ！」

　エイジの言葉を遮さえぎり、ショウゴが怒ど鳴なった。

　作業場に響ひびき渡わたる発射音。縦じゆう横おうに飛びかう六十の円えん筒とう。それらを追い掛けるように流れる白煙の中を、見え隠かくれしながら走ってくるクリーム色の人ひと影かげ──全すべてが、ショウゴにとってひどくゆっくりと感じられた。

〈空の悪魔グレムリン〉が唸うなり、〈カブトムシ〉が吠ほえた。

　大口径の機銃弾が煙幕の中を乱らん舞ぶし、強化コンクリートの路面に破砕の悲鳴をあげさせる。

　狂きよう宴えんは、一分きっかりで終わった。

〈空の悪魔グレムリン〉が降こう下かし、粘ねばり強く立ち籠こめる煙幕を払はらっていく。

「……何で、出てきた？」

　薄うすれゆく煙の下から現あらわれた少女に、ショウゴが問うた。

　鳶とび色いろの瞳ひとみの中で弱々しく踊おどる光。蒼そう白はくの肌はだと対照的な深しん紅くが、乾かわいた唇くちびるの端はしから一ひと筋すじ流れている。

「これ、を……」

　マリーユはまっすぐにショウゴを見上げ、抱だいていたものを差し出した。

「大事な……切り札……なんでしょ？」

「こんなもの──！」

　己おのれの左腕うでを睨にらみつけ、ショウゴは戦慄わなないた。

「もう……大切な人たちが死ぬのを見るのはイヤ……独ひとりぼっちは、こわいもの……けど、これで……母さんに、また会える……父さんは……無理かな」

　苦く痛つうに喘あえぎながら、マリーユは自分と同じ鳶色の瞳を持つ少年を愛いとしげに見つめた。

「お願い……ショウゴ、さんと……エイジさんだけ、でも……生き延のびて」

　力を振ふり絞しぼり、両手をさらに掲かがげる。

「もういいっ、わかった」

　ショウゴは、奪うばうように左腕を受け取った。

　微び笑しようが、死相の顕あらわれた顔に一いつ瞬しゆん生気を蘇よみがえらせた。

「ありがとう……」

　言い終え、ふうっと息を吐はく。

　まぶたは、閉とじる途と中ちゆうで力尽つきた。
















　エイジが、無言で立ち上がったショウゴに代わり、光の失せた少女の眼めを瞑つむらせた。

「後を頼たのむ」

　千切れた腕を左肩かたの傷きず口ぐちへねじ込こみ、ショウゴが言った。

「持ってけよ。形見だ」

　エイジが、少女の提さげていた純じゆん銀ぎん製せいのロケットを投げて寄よ越こした。

〈我わが娘むすめ、マリーユ・Ｅ・ツクヨミへ、愛をこめて、母より〉

　刻きざみ文字と母娘おやこの記念写真が、開いたロケットの内側にあった。

「……俺おれが持つべきじゃない」

　投げ返し、ショウゴは二人に背せを向けた。




「まだ確かく認にんできんのか！」

　索さく敵てきに手間取る操そう縦じゆう士しに業ごうを煮にやし、白髪鬼フーが喚わめいた。

「煙えん弾だんに含ふくまれた反射金属片チヤフのせいでレーダーが……今しばらく──」

「──いたぞ！」

　機き銃じゆう士しが目もく視しで敵を見つけた。ヘリの左下方。煙えん幕まくの払われた空間へ歩み出る創そう痍いの少年。千切れたはずの左腕が付いている。

「……奴やつめ」

　白髪鬼フーが低く唸うなった。

　次の瞬間、ショウゴは路面を割わって高く跳ちよう躍やくしていた。

「やっ、屋根へ飛び出やがった！　何てえ、ジャンプ力だ！」

　機銃士が叫さけんだ。

「操縦士。私と代われ」

　席を立ち、白髪鬼フーが命じた。

　濡ぬれた足元に、雨あま粒つぶの波は紋もんはなかった。屋根を構こう成せいする合金タイルが、雲の切れ間から覗のぞく春の星座をかすかに映うつしている。

　ショウゴは、かろうじて通電している左腕をぎくしゃくと天に伸のばした。

　押し寄せてくる、苦く暖あたたかな風。正面に浮ふ上じようしてきた〈空の悪魔グレムリン〉のコクピットにゆっくりと焦しよう点てんを合わせる。

　前に機銃士、後ろに操縦士──あの白髪のサイバーが見えた。

『我われ、慟どう哭こくにより目覚めたり……』

　集音マイクが、ショウゴの呟つぶやきを拾った。

「ジャップのガキが！　地じ獄ごくで寝ね呆ぼけな！」

　機銃士がガトリングガンのトリガーを握にぎった。

　弾丸は、しかし、ただの一発も発射されなかった。

『……故ゆえに我請こう、安き眠ねむりのため、汝なんじの声を』

　目標の呟きが続いている。

「ど、どうなってんだ？」

　惚ほうけたように機銃士が言った。

〈火器管かん制せいシステム、オール・ロック〉

　ヘルメットのバイザー・ディスプレイに文字が打ち出された。同時に、〈空の悪魔グレムリン〉の内部に据すえられた大小のモニター群ぐんが情じよう報ほうを閉とじて赤く染そまり、パイロットたちへ反旗を翻ひるがえす。

「クソッ！　何も反はん応のうしねえ！」

「狼狽うろたえるなっ、すぐマニュアルに──」

『──無む駄だだ』

　ヘリ内の混こん乱らんを見み透すかしたようにショウゴの声が入った。

『電子の言葉を共有する全すべての兵器モノ、〈主天使ドミニオン〉の前に沈ちん黙もくし、彼女の歌声を拒こばむことはできない』

「ドミニオン──？」

　操縦座ざの白髪鬼フーが目を剝むいた。

〈主天使ドミニオン〉とは、神による〈統とう治ち〉と〈支し配はい〉を宇う宙ちゆうに知らしめる役目を負った天使たちの総そう称しよう。だが、神学的なものとは異ことなる、もうひとつの意味があった。

「まさか対小しよう惑わく星せい群ぐん用ように打ち上げた……あれは《災さい厄やく》後に、国連軍が大たい気き圏けんへ墜おとしたはず……ありえん！」

　白髪鬼フーが喚わめいた。

「ちっぽけな島国が、アメリカを──世界を欺あざむき、〈主天使ドミニオン〉を手に入れていたなど！」

『違ちがうな』

　ノイズがショウゴの音声を揺ゆらした。

『〈彼女〉は、俺のためにしか歌わない』

　血ち塗まみれの右手に持った得物をもたげ、ショウゴが言った。

　ＭＧ─７。形けい状じようは競きよう技ぎ用ピストルだが、弾丸は銃身とほぼ同じ長さの小型ロケット弾。装そう弾だん数一発、威い力りよくはランチャータイプの半分にも満たない。しかし、麻ま痺ひ状じよう態たいにある至し近きんの機動兵器を葬ほうむるには十分だ。

「卑ひ怯きよう者ものめっ！」

　言うことを聞かない操そう縦じゆう桿かんを叩たたき、白髪鬼フーが怒ど鳴なった。

「丸まる腰ごしの相手を嬲なぶり殺すのが、サムライスピリットなのか！」

　機動兵器と大人数を繰くり出しておきながら実に勝手な言い分だ。

『──よかろう』

　意外な答えが、コクピットに返ってきた。

『同じ時代を生きぬいた戦士に敬けい意いを表し、挑ちよう戦せんを受けてやる』

　ショウゴが、ＭＧ─７を足元へ落とす。

『早はや撃うちだ。但ただし、マニュアルにさせてもらう』

　音声と同時に、コクピット内のディスプレイに文字が打ち出された。

〈後部操縦座、火器管制システム、限げん定てい解かい除じよ。項こう目もく／機銃。設せつ定てい／マニュアル。補ほ助じよ表ひよう示じ／なし〉

『忘わすれるな。西部劇だ』

　ショウゴの左腕うでが下がった。

（馬ば鹿かめっ）

　顔面に刻きざまれた戦せん傷しようを歪ゆがめ、白髪鬼フーがほくそ笑んだ。

（情なさけか、誇ほこりか知らぬが、その気き紛まぐれが命取りだ）

　操縦桿を握にぎり、機き銃じゆうの姿し勢せいを調整する。慣なれた感かん触しよく。軍ぐん属ぞく時代、ヘリで敵てきを屠ほふる際さいは、敢あえてマニュアルを選んできた。その方が獲え物ものを狩かったという実感が得られるからだ。

（楽には死なせんぞ。足元から順に刻んでやる！）

　白髪鬼フーの指が、トリガーを押おし込こんだ。

　フラッシュが重なり、ガトリングガンの銃口を搔かき消した。

　灼しやく熱ねつをまとう金属が屋根を裂さき、悪魔の爪つめがショウゴへと迫せまった。

〈──ＥＭＰＴＹ〉

　弾薬切れを告げる赤い文字が、ディスプレイ上に並ならんだ。

　フラッシュが止み、空から射うちの振しん動どうがかすかに伝わる。

『西部劇だと言ったはずだ』

　音声に、白髪鬼フーはびくりと肩かたを震ふるわせた。

　粉ふん塵じんの向こうに、少年の姿すがたを認みとめる。着弾の爪つめ痕あとは、足元で途と切ぎれていた。

「まさか──数えていたのかっ？　残りが六発しかないと？」

　白髪鬼フーがかすれ声をあげた。

『こちらの番だ、カウボーイ』

　ショウゴはおもむろに左腕をあげ、空を仰あおいだ。左手の指す、雲の切れ間を。

　白髪鬼フーもつられて、白く濁にごった眼めをあげた。

　──流星。

　墜おちてくる瞬またたきを見て、白髪鬼フーはそう思った。そして、閃せん光こうと灼しやく熱ねつに溶とけながら、たった一人で五個こ師し団だんものクーデター軍を壊かい滅めつさせた《宇宙そら還がえり》の話を思い出した。

　墜ちた光こう芒ぼうは、ふたつだった。

〈主天使ドミニオン〉の歌声に魅みせられた衛えい星せい兵器のピンポイント攻こう撃げき。

〈カブトムシ〉の爆ばく発はつに屋根が波打ち、〈空の悪魔グレムリン〉の墜つい落らくで火柱があがった。

　響ひびき渡わたる、数種のサイレン。あと十分もしないうちに、ここは今より安全でやっかいな場所になるだろう。

　ショウゴは後ろを振ふり返った。

〈主天使ドミニオン〉に導みちびかれた無人の市し警けいヘリが、一号原げん子し炉ろの横へ降おりようとしていた。
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「──相変わらず、しぶとい男だな？」

　ショウゴの呼よび掛かけに、ベッドに横たわる男が口くち髭ひげをぴくりと震わせた。

　キサーズシティ緊きん急きゆう医い療りようセンター。その二十五階にある重じゆう傷しよう患かん者じや専せん用ようの特別個室。

　複数の医療用機械から伸のびたコードやチューブが、男の身体からだのあちこちに繫つながっている。

「だ、誰だれだ……？」

　男が不安気に聞き返した。口元以外は包帯が巻まかれているため、顔は見えない。

　ショウゴは喉のどに手を当て、ドアセンサーを離はなれた。扉とびらが閉とじるのを確かく認にんし、改あらためて声を出す。

「昔から悪運だけは強かったっけ」

　初めより一オクターブ低い声こわ音ね。

「……お互たがいさま、だろ、ホウジョウ……」

　溜ため息をつくように、男──ガウェインが言った。

　返された憎にくまれ口に笑みを浮うかべ、ショウゴはベッドの脇わきへ歩んだ。

　気配を察し、包帯だらけの頭が横を向く。

「……彼女、は？」

「心配するな」

　短い答えに、ガウェインの口元が緩ゆるんだ。

　マリーユは死んではいなかった。心しん臓ぞう停止の二分後、致ち命めい的てきな損そん傷しよう箇か所しよを中心に生体組そ織しきが急速な再さい生せいを始めたからだ。彼女は、《災さい厄やく》の閃せん光こうを見た母ミレーユが覚かく醒せいさせた《力》──蘇そ生せい能のう力りよくの一部を受け継つぐ第二世代だったのだ。

「……ホウジョウ。彼女の……マリーユのこと、なんだが……」

「今後のことは、公平に決めようじゃないか」

　ガウェインの言葉をわざと遮さえぎり、ショウゴが言った。

「負けた方が、彼女の面めん倒どうをみる──それでいいな？」

　ズタズタの左手でポケットを探さぐり、古びたコインを取り出す。

「しかし──」

　ガウェインが言い掛け、口くち籠ごもる。

「身に覚えがないと？」

「──いや……それでいい」

　親友の返事にうなずき、ショウゴはコインを指先へのせた。

「俺おれが表、お前が裏うら」

　勝手に決めて、コインを弾はじく。

　カチン。金きん属ぞくの剝むき出した手のひらに、コインが戻もどった。

「ついてない。俺の勝ちだ」

　言って、ショウゴは踵きびすを返した。

「ホウジョウ」

　去りゆく背せ中なかを、ガウェインが呼び止めた。

「……ありがとう」

　その言葉に、ショウゴは振り返らず、ただ小さく左手をあげた。
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「そんなナリで、どこうろついてたんだ？」

　ヘリに乗り込こんできたショウゴに、エイジが呆あきれ口調で言った。

「ヤボ用だ」

「原発での一いつ件けんで大おお騒さわぎなんだぞ？　少しは格かつ好こうに気をつけろよ！」

「そっちはどうだった？　医者は何と？」

　恐おそらく無む断だん拝はい借しやくであろう白衣を着込んだ相あい棒ぼうに、ショウゴが訊たずねた。

「医者だあ？　何のために俺がわざわざ行ってきたんだよ？」

　不ふ機き嫌げんそうに答え、エイジはフンと鼻を鳴らした。

「未来さきは見えたのか？」

「ああ、りんごを剝むいてやってたよ。三週間くらい未来さきだ。相手は──」

「ガウェイン」

　ショウゴがエイジの台詞せりふを継ついだ。

「残念だったな、〈我わが娘むすめ〉じゃなくて。何で、彼だとわかった？」

「ロケットの中身さ……マリーユ・Ｅ・ツクヨミ。Ｅは、エマニュエル──ガウェインのミドルネームだ」

「再会の時の証しよう拠こに付けたってことか。まんまと利用されたわけだ？」

　エイジが言ったが、口調に毒はなかった。

「いいさ。これで借りが返せた。十五年分の利子付きで」

　ふと、ショウゴの脳のう裏りを古い映えい像ぞうがよぎった。しかし、もう手のひらが頰ほおを探さぐることはなかった。

「元気だせって」

　エイジがショウゴの頭を優やさしく撫なでた。

「その癖くせ──」

　言い掛かけて、ショウゴは言葉を切った。

「……行くぜ」

　しんみりとエイジが告げた。

　ローターの回転数があがり、機体を支ささえる双ふたつのソリがコンクリートを静かに蹴けった。「〈上〉が後始末してくれるまで、しばらくほとぼりを冷まさねえと──リクエストに応おうじるぜ。どこがいい？」

　遠くを見つめる相棒に、エイジが訊たずねた。

「……軍警けい察さつ以外なら、どこでも」

「おいおい、俺がそんなことするって、本気で思ってるのか？　確たしかに昔は、そういう命令も受けてたけどよ。命の恩おん人じんが弱ってるのにつけこむようなクズじゃねえって」

「じゃ、中ちゆう華か連れん邦ぽうにしよう。ＶＩＰ待たい遇ぐうで歓かん迎げいされる」

　唇くちびるにかすかな笑えみを浮うかべ、ショウゴが言った。

「馬ば鹿か言え」

　エイジが返し、ヘリの機首をゆっくりと朝日の方角へ向けた。





〈幻影都市：了〉
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　終点前の最後の停てい留りゆう所じよを過すぎると、一両編へん成せいのＣＲＴＳ（都市道路交通システム）の車内はようやく混こん雑ざつと呼よぶにふさわしい状じよう態たいとなった。

　左右の窓まど際ぎわに並ならぶ二十四の座ざ席せきは埋うまり、吊つり革かわや手て摺すりもほとんど空きがなくなった。座すわれも摑つかまれもしなかった者たちは、互たがいの身体からだを支ささえあうようにして揺ゆれをやり過ごしている。

（弾丸たま避よけには、ちょうどいい）

　混こん雑ざつぶりに、男は目を細めた。もっとも、ゴーグルタイプの丸まる縁ぶちグラスを掛けているため、男が笑ったことに気づく者などいない。

　車内中央に立つその男は、頭ひとつぶん、他の乗客より大きかった。頰ほお瘦こけているが、線の太い輪りん郭かく。不ぶ精しようヒゲが顔の下半分を飾かざっている。頭部を包むスキー帽ぼう、巨きよ体たいを覆おおうトレンチコートは、グラスと同じダークグレー。車体の揺れにびくともせず仁に王おう立だちするその姿すがたは、一種異い様ような雰ふん囲い気きを醸かもしていた。だが、そんな男に怪け訝げんや怖おそれの目を向ける乗客はいなかった。座っている者も立っている者も、皆みな、無言でうつむき、終着駅へ到とう着ちやくするのを待ち続けていた。

　旧きゆう千葉県木き更さら津づ市、現げんキサーズシティ北二十二区。十五年前の《災さい厄やく》に端たんを発した内戦の後、米国資し本ほんによって整せい備び拡かく張ちようされたこの大都市の中でも、昔の街並が数多く残る区く域いきだ。但ただし、古き良き、という言葉は当てはまらない。爆ばく撃げきに抉えぐられたアスファルトや、銃じゆう痕こんがイタズラ書きのような点線を描えがくコンクリ壁かべなど、そこかしこに刻きざまれた〈戦せん傷しよう〉が、ほんの十年前まで続いていた戦いの暗い記き憶おくを呼よび起おこさせる。かつての住民たちはそれを嫌きらい、次々と、きれいに造つくり変えられた他の地区へと移い住じゆうしていった。

　今、この地区に住む者のほとんどは、移住もままならない低所得者や、内戦で荒こう廃はいした関東以北の地域から流れてきた食い詰つめ者、それに米国経けい由ゆで不法入国してきた異い邦ほう人じんといった、社会の底辺に生きる人々だ。生きるのに精せい一いつ杯ぱいで、希望を抱いだく余よ裕ゆうもなく、ただ心身をすり減へらしていく──そんな毎日を送る人間に、たまたま乗り合わせた他人を観察する気力などありはしない。

（この俺以外は、な）

　男は唇くちびるを歪ゆがめた。他人を観察することは、彼の仕事に欠かせぬ重要な事項だ。間合いにある全すべての人間を観みて、素す早ばやく判はん断だんを下す──敵てきか、そうでないか。索さく敵てきを誤あやまれば、自分はもちろん、仕事の依い頼らい人にんを死の危き険けんにさらすことになる。今回のように、依頼人と行動を共にしている場合はなおさらだ。背せ中なかと脇わきに寄り添そう大小ふたつの温ぬくもりを感じつつ、新たに乗り込こんできた乗客たちに白黒をつけていく。

　問題なし。視し線せんを一回りさせたところで、男はそう結けつ論ろんした。とりあえず、車内での殺し合いは避さけられそうだ。

（──むっ？）

　観察を終えようとした男の瞳ひとみが、かすかな煌きらめきに縮ちぢんだ──見落としの発見。光こう沢たくのあるダークグリーンが、人壁の間に見え隠かくれしている。エナメル生き地じのジャケットとパンツ。ティーンの間で定番となりつつあるファッションだ。

（あんな派は手でなのを見み逃のがすとはな）

　男は人壁の動きに合わせて視線を振り、新たな観察対象に焦しよう点てんを絞しぼった。

　途と端たん、男は目を奪うばわれた。美しかった。うつむきもせず、窓そう外がいを見つめる凜りんとした横顔に、釘くぎづけとなった。冷えた印象を与あたえる切れ長の眼め、線の鋭するどい鼻はな筋すじ、小さく締しまった口元──それらが絶ぜつ妙みようの配置で並んでいる。午後の日差しに映はえるザン切りの黒くろ髪かみもまた美しい。

　喉のど元もとを見て少女ではないことがわかっても、男の気持ちは変わらなかった。もとより、男色の趣しゆ味みはなかった。ただ、男女の性差を超こえた美を少年の横顔に感じ、見み惚とれ続けていた。

　と、切れ長の目が男の方へ流れた。凝ぎよう視し、そして、微び笑しよう。

　男は我われに返り、身を固くした。気づかれた、と思った。

　少年の視線は、しかし、男からわずかに外れていた。

　男は息を止め、少年の視線をたどった。行き着いたのは、自分を支えにして懸けん命めいに立つ、小さな存そん在ざい。くすんだ色の冬着をまとう子こ供どもの、邪じや気きのない眼まな差ざしが、少年を振り向かせたのだ。

　クリタ・マホ。三歳さいにして父親と兄を喪うしなった、幼おさなき少女。男の後ろに立つ二十五歳の未み亡ぼう人じんクリタ・ノゾミの娘むすめだ。

　ノゾミの夫と息子むすこは、〈宇う宙ちゆう意い志しに命じられ〉通り魔まと化した男によって、理り不ふ尽じんな死を遂とげていた。

　その日、サバイバルナイフとハンドガンで武ぶ装そうした通り魔は、アーケード街へふらりと現あらわれ、目の合った人間を〈侵しん略りやく者しや〉とみなし、〈防ぼう衛えいのため〉先せん制せい攻こう撃げきを行なった。

　死者二、重軽傷者十三。通り魔は、違い法ほうドラッグの常じよう習しゆう者しやだった。

　この国には、未いまだいかなる重犯はん罪ざいを犯おかしても免めん罪ざいされる法ほう律りつが存在する。心神喪そう失しつ者しやが罪を犯してもこれを罰ばつせず、の３９法だ。通り魔にもこれが適てき用ようされ、殺人、及および殺人未み遂すい等の罪には問われなかった。
















　人じん権けん重視の法治国家は、往おう々おうにして被ひ害がい者しやの人権よりも、かわいそうな殺人犯のそれを尊そん重ちようする。運の悪い被害者やその遺い族ぞくは、長い間、泣き寝ね入いりするしかなかった。だが、内戦後の近年、難なん攻こう不落の３９法の一角を崩くずす法律が制せい定てい、施し行こうされた──《復ふく讐しゆう法ほう》である。

　犯罪犠ぎ牲せい者の遺族──親・兄弟・子供には、加害者に対して相そう応おうの復讐を行なう権利がある、とする画期的なこの法律は、世界的な潮ちよう流りゆうによって一度は死し刑けい制度を撤てつ廃ぱいした国連加か盟めい国が、これに反発する〈一部の〉とはいえない数の有権者たちを納なつ得とくさせるために採さい用ようしていった、いわば国家公こう認にんの仇あだ討うち制度だ。

　３９法は罪を犯した心神喪失者を刑罰から保ほ護ごするための歪いびつな法律であったが、《復讐法》の登場によって、わずかに矯きよう正せいされることになった。自ら心神喪失に至いたる原げん因いんを作った場合は、《復讐法》の適てき用よう対象となりうる、という解かい釈しやくを司法局が採用したのだ。

　アーケードで十五人を殺さつ傷しようした麻ま薬やく中毒者も、例外ではなかった。中毒治ち療りようを終えた後、通り魔は事じ件けんの唯ゆい一いつの遺族であるクリタ・ノゾミに告こく訴そされ、《復讐法》の適用が確かく定ていした。

《復讐法》の執しつ行こう期間は、原げん則そく七日間である。この間ならば、原告は、被告を殺そうが再さい起き不ふ能のうにしようが、罪には問われない。逆ぎやくに被告は、司法局が指定した地ち域いきに留とどまり、七日間を乗り切れば、無罪放免となる。

　無論、〈仇討ち〉である以上、原告の一方的な攻撃は認みとめられない。執行開始から四日間は、原告に攻撃優ゆう先せん権けんがあるものの、被告にも防衛権が与あたえられている。その上、後半の三日間は、被告の反撃が許ゆるされる。要するに、原告と被告が、法の定めた七日間、生死を懸かけた殺し合いをすることになるのだ。だから、多くの場合、両者はその肩かた代がわりを第三者に依頼する。それが、執行代理人だ。

　執行代理人──《復讐法》の象しよう徴ちよう、国家公認の殺し屋──男もその一人だった。依頼者は、原告のクリタ・ノゾミ。だが、当初、彼女が代理人に選んだのは、別の同業者だった。

　司法局の執行実じつ績せきランキングで、上位をうかがう位置にあった三人の執行代理人。彼らへの報ほう酬しゆうは、一いつ般ぱん人じんが支し払はらうには決して安くない金きん額がくだった。クリタ・ノゾミは、夫の死し亡ぼう保ほ険けん金きんでそれを賄まかなった。よほど、復讐に燃もえていたのだろう。が、その憎にくしみの炎ほのおも今は消えかけている。期待に反し、三人の実力派は代理人は、執行開始から四日めまでに、全すべて仆たおされてしまったのだ。

　執行期間は、残り三日。原告側の攻撃優先期間は過すぎていた。今度は、クリタ・ノゾミが一方的に狙ねらわれることになった。そうなって初めて、自分のすがった《復讐法》の恐おそろしさを思い知った。法律といっても、所しよ詮せんは、殺し合い。自分ばかりでなく、愛まな娘むすめのマホにまで死の危き険けんが迫せまっているのを悟さとり、彼女は復讐を止めることを決意した。

《復讐法》の執行を中止するには、原告が直ちよく接せつ司法局へ出向き、その旨むねを伝えて手続きする必要がある。そうした場合、もちろん、訴うつたえられていた被告は無罪放免となる。しかし、通り魔に雇やとわれた殺し屋どもは、それをよしとしない連中だった。

　かくして、男の出番となった。男は、原告・被告に拘かかわらず、依い頼らい者しやの安全を最優先する迎げい撃げき専せん門もんの執行代理人であった。仕事は、クリタ母子おやこが司法局へ入るまでの護衛だ。

　やがて、車内を流れる消え入りそうなＢＧＭが、電子音のドレミに変わった。到とう着ちやく五分前。乗客に降おりるための準じゆん備びを促うながす、おせっかいな合図。

　窓そう外がいの景色がにわかに活気を帯びたものになってくる。二十二区を斜ななめに貫つらぬく旧きゆう県道が、区役所通りと合流したのだ。路面に埋うめ込こまれたレールをたどるＣＲＴＳは、この後ロータリーを回る道路へ入り、司法局分室を収おさめたビルの前で客を入れ替かえ、元来た道を逆ぎやく戻もどりする。

　自分に寄より添そう母と娘が、死神の追つい跡せきから解かい放ほうされるのはもうすぐだ。男は、フードを被かぶった少女の頭を優やさしく撫なでた。

　マホが、男を仰あおぎ、同時に少年の視し線せんが、今度こそ男に注がれた。男はそれを感じて顔を上げた。

　瞬まばたきしない鳶とび色いろの瞳ひとみが、男をまっすぐに見つめていた。冷えた感じはしたが、殺気めいたものはなかった。なのに、男は漠ばく然ぜんと思った。自分と同じ眸めをしている、と。

　制動の金切り声がキリキリと沸わき、立ち客たちが右へ傾かたむいた。ＣＲＴＳがロータリーへ近づいたようだ。

（──おかしいぞ）

　すぐに、男は異い常じように気づいた。ＣＲＴＳの車輪は低騒そう音おんのゴムホイール。こんな耳みみ障ざわりな音はたてない。頭を振ふり、金きん属ぞく音おんのする反対側へ視線を振ふった。乗客たちの肩越しに、右の車窓とそこへ迫せまりくる大型トラックのフロントが見えた。

　激げき突とつの一瞬しゆん間かん、奇き妙みような静せい寂じやくがあった。乗客の何人かが、スローモーションで宙ちゆうに浮うかんだ。

　直後、嵐あらしが車内を席せつ巻けんした。合金と強化ガラスの破は砕さい音、人々の悲鳴と怒ど号ごうが混まざり合って左へ倒たおれた。

　トラックの直撃で軌き道どうを外れたＣＲＴＳは、耳をつんざく摩ま擦さつ音とオレンジ色の火花をあげ、アスファルトを斜めに滑すべった。巨きよ大だいな車体に、タクシーが尻しりを抉えぐられクルクルと回り、歩行者が石ころのようにはね飛ばされた。

　ロータリーに造つくられた小公園にいた人々は、猛もう進しんしてくるＣＲＴＳを見て一いつ斉せいに逃にげ出した。間もなく、天てん井じようを前にした車両が防ぼう護ご柵さくを弾はじき、公園へ突つっ込んだ。花か壇だんが散り、ベンチが潰つぶれ、女め神がみ像ぞうの捧ささげ持つ時と計けい塔とうが地に伏ふした。そこでようやく、暴ぼう走そうが止んだ。

　幾いく重えにも折り重なった人々が、横倒しのＣＲＴＳ内で蠢うごめいていた。呻うめきや泣き声が多く聞こえてくることから、かなりの人数が命拾いをしたのがわかる。執行代理人の男も、彼が庇かばった依頼人の母子おやこもその内に入っていた。

「──おい？」

　男は、すぐ傍そばで伏せるクリタ・ノゾミを窺うかがった。車両の中ほどにいながら、他の乗客の下した敷じきとならなかったのは、男がその人ひと並なみ外れた腕わん力りよくで払はらい除のけたからだ。

「立てるか？」

　ノゾミの口が、はい、と動き、娘は、と訊たずねてきた。

　男は腕に抱だく少女を覗き込んだ。マホは泣きもせず、震ふるえる大きな目で男を見つめ返した。強いというより、あまりの恐きよう怖ふに神しん経けいが麻ま痺ひしているのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだ……ここから出て、司法局へ駆かけ込む。走れそうか？」

　男が問いを重ねる。これは偶ぐう然ぜんの事じ故こなどではない。十中八九、ノゾミたちを狙う執行代理人の仕し業わざだ。だとすれば、敵てきは必ず止とどめを刺さしにやってくる。一いつ刻こくも早く、司法局へ入らねばならない。

「……平気、みたいです」

　かすれた声で、ノゾミが答えた。

　男はうなずき、上体を起こしにかかった。

　動作の中ちゆう途とで、頭上に並ならぶ車窓に気配を感じた。

　男の利きき手が反はん応のうし、懐ふところから抜ぬいた得え物もの──ステァＧＢを振り上げた。

「無事のようだな、グッドマン」

　銃を突き付けられた気配の主が、男の通り名を口にした。

　コバ・シゲル。今回のクリタ母子おやこ護送にあたり、男がヘルプとして雇やとった下した請うけの執行代理人。組むのは、今回で二度目。実じつ績せきランクは、中の下だ。

「コバ……この付近の警けい戒かいを任まかせたはずだが？」

　不ふ機き嫌げんそうに、男──グッドマンが返した。

「イヤミを言うなって」

　車両の横よこ腹はらに膝ひざを落としたコバが、割われた窓まどから手を差し伸のべてくる。

「外の状じよう況きようは？」

　立ち上がり、グッドマンはマホを抱かかえ上げた。

「トラックは無人。敵さんの姿すがたもない。スグリと峰みねが辺りを見み張はってる」

　スグリと峰は、コバの仲間だ。

「ゴールは目の前だ。早いとこ、終わらせちまおうぜ」

　コバが吞のん気きに言って、マホを受け取った。

　パ、パン！

　乾かわいた音が、窓外で響ひびいた。

　窓まど枠わくへ突つっ伏ぷしたコバが、血ち飛沫しぶきを降ふらせて白目を剝むいた──銃じゆう撃げき。

「上へ出るな！　前へ行くんだ！」

　死体の手がぶら下げるマホを引き寄よせ、グッドマンがノゾミに怒ど鳴なった。

「──ダメッ、出られない！」

　最前部へ着いたノゾミが、強化繊せん維いでコーティングされたフロントガラスを叩たたいた。

「どいてろ！」

　グッドマンはノゾミを押おし退のけ、銃を構かまえた。六連れん射しやしてガラスを砕くだき、車両の外へと母子を連れ出した。

　ロータリーを抉る暴走の軌き跡せきに沿そって進むと、目指す建物が望めた。司法局分室の入った区役所ビル。そこに至いたるまでの道路上には、ＣＲＴＳから投げ出された乗客と不運な歩行者が、けたたましいクラクションをあげ続けるタクシーや事故の原げん因いんともなった大型トラックと共に転がっていた。動くものは、ない。

　背はい後ごにノゾミたちを残し、まずグッドマンが路上へ出た。途と端たん、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきを右半身に感じた。銃撃の源みなもとへ得物を振ふり向けるまでに、さらに三発。しかし、グッドマンは倒たおれなかった。弾丸を受けたトレンチコートはスペクトラ繊せん維いを編あみこんだ防ぼう弾だん仕様。タクシー運転手の格かつ好こうをした殺し屋を黄色い車体の上に見つけ、グッドマンはステァＧＢの照しよう準じゆんを合わせた。

　タタタタタ、と火器が囀さえずり、運転手が路面へ落ちた。

　グッドマンの発はつ砲ぽうではなかった。

　区役所ビルの手前で、軽機関銃を振る男。スグリだ。早く来い、と合図している。

「──急げ」

　グッドマンは振り返って、クリタ母子おやこを手て招まねきした。

　ガサリ……！　走る母子の後方で、ロータリーの植え込みが騒ざわめいた。現あらわれた背せ広びろ姿の男が手にした自動拳けん銃じゆうを突き出し、狙ねらいを定める。が、いきなり、上体から血ち煙けむりを噴ふきあげ、くずおれた。

「クソ野や郎ろうがっ、コバさんの仇かたきだ！」

　ＣＲＴＳの方から駆かけ寄ってきた峰が、仆たおした殺し屋へさらに銃弾を撃うち込こむ。

「よし、一気に行くぞ」

　クリタ母子に寄り添い、グッドマンは道路を横断し始めた。峰が後に続き、彼らの向かう先からスグリが迎むかえに出てくる。

　反撃が起こったのは、その時だった。

　スグリから見て、前方と右方。仆されたはずの男たちが立ち上がり、手にした凶きよう器きのトリガーを絞しぼった。

　銃弾が峰の肩かたを削けずり、母子を庇かばうグッドマンのトレンチコートを波打たせる。

「──死に損ぞこないめ！」

　振り返りざま、峰がフルオートで応おう射しやした。

　背広が血肉を付けて飛び散り、殺し屋が大きくよろめく。しかし、今度はダウンしなかった。致ち命めいと呼よぶに十分すぎるほどの傷きずを負いながら、平然と前進してくる。

「なっ、何で倒れねえっ？」

　峰が声を戦慄わななかせて、後あと退ずさった。

（こいつら──〈屍鬼グール〉か！）

　殺し屋の不死身ぶりに、グッドマンはそう確かく信しんした。

「峰っ、頭だ！　頭を狙え！」

　アドバイスを実行したのは、殺し屋が先だった。

　額ひたいを撃ち抜かれた峰が、仰のけ反ぞるように倒れていく。

　グッドマンは峰めがけ、躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。弾丸が、倒れる途と中ちゆうの峰をかすめ、その向こうに立つ殺し屋の頭を吹ふっ飛ばした。

　ドン！　ドン！　ドン！

　衝撃がグッドマンの背せ中なかを叩いた。

　もう一人の殺し屋、ニセタクシードライバーの攻こう撃げき。

　グッドマンは、ちらとビルの方を見やった。既すでに死体と化したスグリが目に入った。

「──俺おれが食い止めるから、ビルまで走れ。できるな？」

　マホを抱だくクリタ・ノゾミの肩を摑つかみ、強ごう引いんに立たせる。

「行けっ！」

　グッドマンはノゾミたちを押し出すと、後ろ向きのまま、殺し屋の方へ進んだ。

　身を覆おおうコートがいくら防弾仕様とはいえ、弾丸のパワーまで殺すことはできない。殺し屋の銃撃を受ける度たびに、突つき刺さすような痛いたみに筋きん肉にくが震ふるえ、骨ほねが軋きしんだ。それでも、彼は怯ひるまなかった。やや前まえ屈かがみで頭部を護まもりつつ、殺し屋へ近づいた。

　カシャン。

　間近の背後で、殺し屋の空から撃うちする音が聞こえた──残弾ゼロ。グッドマンはその隙すきを見み逃のがさず身を翻ひるがえした。右手の得物が、動作の途中から連続で咆ほう哮こうを放った。

「……やはり、な」

　額に三発食らってくずおれた殺し屋を見下ろし、グッドマンは独ひとりごちた。剝むいたままの目が充じゆう血けつし、一色に染そまっている。紛まぎれもない、〈屍鬼グール〉の証あかし。

（だが、こいつは〈親〉の血を飲んで生まれた〈子〉に過すぎない……今回はハズレのようだな）

　グッドマンは視し線せんを上げ、後方を振り返った。事じ故こ犠ぎ牲せい者しやの散さん在ざいする道路を、クリタ母子おやこがおぼつかない足取りで渡わたり切ろうとしている。

　執しつ行こう終しゆう了りよう──そう思った刹せつ那な、別の方角より、金きん属ぞくの叫きよう声せいが轟とどろいた。

　ＣＲＴＳとの衝しよう突とつ後ご、路ろ傍ぼうの街がい灯とうへ突っ込んだ大型トラック。その荷台が真っ二つに割われたのだ。

　荷台の〈中身〉は、既すでに宙そら高たかくへ飛び出していた。漆しつ黒こくの衣ころもをまとう、細身の人ひと影かげ。向かうは、影を見上げて立ちすくむクリタ母子。

　殺し屋たちの伏ふく兵へい、或あるいは──考えるより先に、グッドマンはトリガーを引いていた。
















　宙ちゆうを流れる黒に火花が咲さき、裂さけた衣から煌きらめきがこぼれる。

（ボディアーマー！）

　見み抜ぬき、グッドマンはコートの内側に吊つった別の得物を摑つかんだ。ＦＮハイパワー・リザレクション。抗こう弾だん素そ材ざいをも貫つらぬく特とく殊しゆカートリッジ５・７ミリ弾を使用できるアサルト・ピストルだ。

　素す早ばやく抜かれた得物が、降こう下かする黒い死神を捉とらえる──発射。しかし、弾丸は大きく逸それて空へ消えた。

　銃を持つグッドマンの手が、背はい後ごから飛び掛かかった男によって捻ひねりあげられていた。額に銃じゆう痕こんを刻きざんだニセタクシードライバー。

（しまった──視し床しようを外れていたか！）

〈屍鬼グール〉と化した人間の急所は頭。だが、脳のう内ないの各所を統とう制せいする視床を破は壊かいせねば、完全に息の根を止めることはできない。ダメ押おししなかった自分のミスだ──クリタ母子おやこの元へと降り立つ殺し屋を見み据すえ、グッドマンは低く呻うめいた。

　殺し屋の顔はフルフェイスのヘルメットに覆われていて見えなかった。巨きよ軀くといっていい体たい格かく。細身に感じたのは、背が高いせいだ。左右とも、手ぶら。得物らしきものは……。

　突とつ然ぜん、スプリングの弾はじける音が、黒き死神の右みぎ腕うでから飛び出した。手首の部分より伸のびた平たく鋭するどい銀色の刃やいば。煌めきを散らして、小こ刻きざみに震えだす。高周波ブレードだ。火器を使わず、好みのままに獲え物ものを切り刻む──それは、グッドマンの知る、いや彼の追う男の流りゆう儀ぎと同じだった。

「──ハザキ！」

　思わず名を叫さけんだグッドマンへ、死神がちらりと一いち瞥べつをくれた。

　同時に、黒衣の腕が天へ昇のぼり、母子めがけて震える刃を振り下ろした。

　悲鳴。

　刃が斜ななめに獲物を裂き、中ちゆう途とで止まった。

　予想もしなかった光景が、グッドマンの、そしてクリタ母子の目の前に在あった。

　高周波ブレードを受けとめる、エナメルグリーンの左腕。

　あの少年だ──グッドマンは目を見み張はった。ＣＲＴＳの中で、マホに微笑ほほえみ、自分が見み惚とれた、美しき乗客。

「う、う、う」

　死神のメットから、細こま切ぎれの唸うなりが漏もれた。何とか少年を断たち割わろうと、身体からだを前ぜん傾けいし、刃を生やした右腕に体重を乗せていく。

「無む駄だだ」

　中ちゆう性せい的な響ひびきで、少年が言葉を発した。

「受ける直前に、俺がブレードの振しん動どうを止めさせた。お前の得物は、もうナマクラだ」

　言って、少年はクリタ母子おやこへ視線を流した。

　──行け。

　目配せを受け、クリタ・ノゾミが動いた。腕に抱かれたマホが小さく手を振った。

「バイ、バイ」

　少年は呟つぶやきを返すや、造ぞう作さもなく、死神の刃を払った。

　黒衣の巨体がよろめき、数歩退ひいた。逆ぎやく襲しゆうの蹴けりは、その途中で放たれた。振り上がった左の爪つま先さきが仕し込こみナイフを迫せり出させ、少年の胸むな板いたを抉えぐった。

　今度は、少年がよろめいた。が、すぐに踏ふん張り、グローブを付けた左手を、迫せまりくる次の蹴りへかざした。

　応おう酬しゆうは、そこで終わった。

　無数の鉄棘スパイクで覆われた脛すねが、少年の手の前でぴたりと止まり、殺し屋の被かぶるメットがわずかに横を向いた。ミラー仕様のフェイスガードに区役所ビルへ駆かけ込むクリタ母子の姿すがたが映うつる──執行終了。

　殺し屋の脚あしが、ゆっくりと下りた。

　途と端たん、銃声が轟とどろき、黒いメットが火花を散らした。

　しがみつく〈屍鬼グール〉に止とどめを刺さしたグッドマンの、遅おそすぎる援えん護ご射しや撃げき。

　命中は、しかし、はじめの一発だけだった。メットに孔あなを穿うがたれたにも拘かかわらず、黒衣の殺し屋は撃うたれた直後にアスファルトを蹴り、後方へ跳ちよう躍やくしていた。

「──野や郎ろうっ！」

　グッドマンはトリガーを絞しぼり続けた。

　殺し屋を追いかける弾丸が、ビル窓まどを割り、街灯をへし折り、遠とお巻まきにするヤジ馬の足元を砕くだいた。

（メチャクチャなヤツだな）

　もはや乱らん射しやに近い銃撃ぶりに、少年──ショウゴは眉まゆをひそめた。

　状じよう況きようからみて、たぶん《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こうだろう。だが、当事者と思われる母子は既すでに司法局へ入っている。逃にげた殺し屋はそれをみて引き下がったのだ。なのに、母子を護まもるのが任にん務むであろうはずのあの男は、それを果たしてもなお、不毛な攻こう撃げきを続けている。

　やがて、時機を見計らっていた警けい察さつ車両のサイレンが聞こえ始めた。原げん則そく、《復讐法》の執行に、警察は介かい入にゆうしない。執行中の巻き添ぞえ死は、不幸な事じ故ことして処しよ理りされるからだ。但ただし、執行終しゆう了りよう後ごの戦せん闘とう行こう為いについては別である。

（とばっちりは、ゴメンだぜ）

　ショウゴはそっと踵きびすを返すと、足早に歩道へ入った。

（──エイジは、どこにいるんだ？）

　待ち合わせしている相あい棒ぼうのカローラを探さがしたが、ロータリー周辺にそれらしき車は見当たらなかった。

　その間にも、サイレンの数と音量が増ましていく。もたもたしていると、関係者として警官に捕つかまりそうだ。ショウゴは、区役所通りを離はなれることにした。

「──待てよ」

　曲がり角の手前で、ドスの利きいた声と重たい手のひらが肩かたに掛かかった。

「まだ、礼をしちゃいないぜ、少年？」

　手のひらが肩を摑つかみ、ショウゴをむりやり振り向かせる。

　いつの間にか追いついてきた乱射男。ヒビ割れたグラス越ごしにショウゴを見下ろし、にやりと歯を剝むく。

「俺は、別に──」

「遠えん慮りよするなって」

　男が遮さえぎり、手のひらにぎゅっと力をこめた。離すつもりはないようだ。

（なんてこった）

　ショウゴは嘆たん息そくした。そして、どこかでクシャミをしているだろう相棒を逆さか恨うらみしつつ、男と共に歩き始めた。




　　　　２




　車は、北二十二区を南へ移い動どうしていた。ハマーＭシリーズ。ジープを平たくしたような外観が特とく徴ちようの軍用四輪駆く動どう車しや。在ざい日にち米軍が払はらい下げた型落ちものだ。戦地の走そう破はを第一に造つくられているため、乗り心地ごこちがいいとはいえない。車輪が小さな障しよう害がい物ぶつを踏ふみつける度たびに、振しん動どうがシートを突つき抜ぬけ尻しりに伝わってくる。

　ここらには相応ふさわしい乗り物だな──薄うす汚よごれた窓の外を眺ながめながら、ショウゴは思った。

　北二十二区の公共設せつ備びは、南下するほどに状じよう態たいがひどくなっていく。あちこちを砕かれ瓦が礫れきやゴミをぶちまけられた道路は言うに及およばす、傾かたむいた街灯、電話機のないボックス、産業廃はい棄き物ぶつの山が築きずかれた児童公園など、まともなものはほとんどない。また、修しゆう復ふくしても十日ももたぬとわかっているので、行政側も無む駄だ金がねは年に一、二度しか使わない。治安の悪さとモラルの低さは、シティ随ずい一いち。誰だれもがスラムと呼よんで憚はばかることない危き険けん地帯を、車は法定速度以下の安全運転で進んでいる。

「──おっと」

　隣となりでハンドルを握にぎる男が、ブレーキを踏ふんだ。

　執行代理人、グッドマン。男はショウゴに、そう名乗った。無む論ろん、通り名だろう。男の顔はアジア系けいだし、喋しやべる日本語もよどみがない。

　ショウゴは、半なかば強ごう引いんに男の車に乗せられた。殺し屋の蹴けりで負ふ傷しようしたショウゴを知り合いの医者に診みせるのだという。

　確たしかに不覚の一撃をもらったが、傷きずは浅いし、出血は止まっている。だいたい、この程てい度どの負傷なら、放っておいても身体からだが勝手に治してくれる。だが、男は辞じ退たいすることを許ゆるさなかった。恩おん人じんを黙だまって返すわけにはいかない、と。

　ならば、この手て錠じようは何なんだ、と脇わきを見下ろす。右手とドアレバーが繫つながれている。これでは拉ら致ち、監かん禁きんだ。そう思いつつも、おとなしく助手席に座すわっているのは、運転席の男──グッドマンに、ある種の懐なつかしさにも似にた〈同じ匂におい〉を感じたからだ。

「おら、グズグズするなって」

　のろのろと正面を横切っていく数人へ、グッドマンが文もん句くを呟つぶやく。

　チョコレート色の肌はだをした男たちに、ガラクタを載のせた乳母うば車ぐるまを押おすスパニッシュ系の老ろう婆ば、グラマラスな肉体を安物の毛皮で包む碧あおい目の娼しよう婦ふ。危険地帯にも拘かかわらず、この地区で暮くらす人々は少なくない。その六割わり以上が外国人だ。故ゆえに、二十二区の南は異い民みん街がいとも呼ばれている。

「ひどいトコだろ？」

　娼婦を横目で見送りつつ、グッドマンが言った。

「けど、昔は違ちがった。内戦がおっぱじまる前は」

　ペダルをアクセルに踏みかえ、車を出す。

「みんな内戦で変わっちまった。街も、人も……」

　うやむやに言葉を切り、グッドマンはちらと少年を窺うかがった。

　まるで無関心。こちらにそっぽを向いたまま、窓の外を眺ながめ続けている。

「そんなにムクれるなって。きれいな顔が台無しだぜ？」

　その言葉に、少年がようやく振り返った。但ただし、身体はドア側へ後こう退たい。怪け訝げんそうな表ひよう情じようと疑ぎ惑わくの眼まな差ざし。

「かっ、勘かん違ちがいするな！　俺おれにそっちの趣しゆ味みはない！」

　グッドマンはブルブルと首を振ふった。その拍ひよう子しに、ひび割れていたグラスの片かた方ほうが落ち、隠かくされていた目が覗のぞいた。

　厳いかつい顔に似に合あわぬ、くっきりとした二ふた重えまぶた。存ぞん外がいかわいらしい素す顔がおに、ショウゴの口元が緩ゆるむ。

「それを聞いて安心したよ」

　言って、ショウゴは身体からだの位置を元へ戻もどした。

「……血は、止まったみたいだな？」

　斜ななめに裂さけたエナメル生き地じのジャケットを見やり、グッドマンがハンドルを右へ切った。

「だから言っただろう、大したケガじゃないって」

　胸むな元もとを指先で探さぐり、ショウゴが答える。傷きず口ぐちはもうほとんど塞ふさがっていた。身体に命じれば、さらに修しゆう復ふくを早めることもできたが、人目があるので今は自然治ち癒ゆに任まかせてある。

「大したケガじゃない、か……確たしかにな」

　うなずき、グッドマンは声なく笑えんだ。死神の、あの男の連続攻撃を凌しのいだのだ。少年が見た目のままの柔やわな人間でないことは、承しよう知ちしていた。若わかいながらも、幾いくつかの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたに違ちがいない。それに──。

「その左腕──」

　グッドマンは言い掛かけ、シフトをセカンドへ切り替かえた。車は人通りの少ない一車線道路へ入っている。

「──半機械サイバーだな」

　質しつ問もんではなく、確かく認にん。

　ショウゴの切れ長の目が、グッドマンを鋭するどく見み据すえる。

　半機械サイバーとは、脳のうを除のぞく身体の五十パーセント以上を擬ぎ似じ生体や機械で補おぎなった人間を意味する医学業界の隠いん語ご。単に、パーツのみを指して言うこともあるが、どちらにせよ差別用語であり、放送や出しゆつ版ぱんでの使用は禁きんじられている。

「気を悪くしたなら謝あやまる」

　失言に気づき、グッドマンが付け加える。

「聞いておきたかったんだ。俺の知り合いは名医だが、生身専せん門もんなんでね」

「……心配は無用だ。きちんと動いてる」

「そりゃ、よかった。かなりのワザものみたいだからな。壊こわれでもしたら、幾らかかるかと──」

「国こく防ぼう予算の八パーセントくらいで済すむ」

　ショウゴの答えに、グッドマンがひゅうと口笛を鳴らす。

「俺の仕事じゃ、一生かかっても払はらえない額がくだぜ」

　グッドマンがおどけて言った。冗じよう談だんと受け取ったようだ。しかし、ショウゴの言葉は真実だった。現げん在ざいの日本が有する最高の技ぎ術じゆつが、彼の左腕には凝ぎよう縮しゆくされている。それを知る人間はごくわずかだ。

「もう、長いのかい？」

　今度は、ショウゴが訊たずねた。

「ああ、代理人のことか？　内戦が終わってから、ずっとさ」

　内戦の終結と《復ふく讐しゆう法ほう》の成立は、ほぼ同時期。グッドマンは少なくとも十年以上、執しつ行こう代理人をしてきたことになる。

「ま、俺たちみたいな人間が就つける仕事は限かぎられてるしな」

　自じ嘲ちよう気味に言って、再ふたたびシフトダウンする。

　狭せまい道の真ん中を、蓬ほう髪はつを揺ゆらし、男が歩いていた。薄うす汚よごれたカーキ色の上下。肩かたの部分に、とれかけの徽き章しようがみてとれる。旧きゆう自じ衛えい隊たいの制せい服ふくだ。道路脇わきへ目をやると、同じような格かつ好こうをした人々が、焚たき火を囲んで座すわり込こんだり、寝ねそべったりしている。

「西を護まもるために必死で戦って、それを成し遂とげた連中の成れの果てさ」

　クラクションを鳴らすこともなく、グッドマンが言った。

　西とは、現在、この国の中ちゆう枢すうが置かれている西日本のことだ。内戦時、優ゆう勢せいを誇ほこるクーデター軍を前に政府軍は首都を放ほう棄き、政府要人や皇こう族ぞくを護って列島を南下した。この時の政府軍戦力の半分は、一いつ般ぱん人じんから成る義ぎ勇ゆう兵へいだったといわれている。

「本来なら厚こう遇ぐうされてしかるべき英えい雄ゆうのはずなのに……護ってもらった連中は、平和が戻もどった途と端たん、軍ぐん属ぞくを忌いみ嫌きらって社会から疎そ外がいする。人殺しはもう要いりません、ってな」

　グッドマンの声が、重い。

「戦後、退たい役えき軍人でまともな職しよくに就けたのはほんのわずかだ。残りは、ほぼ二者択たく一いつ。俺のように殺し続けるか、良心に従したがって底辺に埋うもれるか……」

　殺し続けるとは、執行代理人として生きることだ。内戦後、一年足らずで《復讐法》が成立したのは、社会のあぶれ者になりつつあった元軍属の存そん在ざいと無関係ではない。つまり政府は、職のない殺しのプロたちに、執行代理人という新たな殺しの仕事を用意したのである。

「みんな……護るために、同族を殺す理由をなくすために……殺して、殺して、殺しまくった……俺が最後に戦った中部戦線は特にひどかった。人が肉の詰つまったズタ袋ぶくろみたいになって、戦場を覆おおっていた……戦せん闘とう車両がそれを轢ひき砕くだき、歩兵たちが泥どろ水みずを弾はじく音をさせて行進していく……ああいう光景を見たら、おかしくなって当然だ。連中のように──」

　道路脇にたむろする男たちを一いち瞥べつし、ルームミラーへ視し線せんを上げる。

「──俺のように」

　ミラーに映うつる己おのれの顔から目を逸そらし、グッドマンは低く呟つぶやいた。

（……なるほど）

　グッドマンの一人語りを聞き、ショウゴは納なつ得とくした。

　旧愛知県を主戦場とした中部防衛戦は、後のキョウト決戦の前ぜん哨しようとなった最大最悪の戦いである。

　南下する政府要人と皇族を目標に猛もう追ついしてくるクーデター軍を食い止めるため、急きゆう遽きよ、政府軍は各都市に陣じんをたてたが、民間人を避ひ難なんさせる時間的余よ裕ゆうはなかった。結果、武ぶ器きを持たない多くの人々が巻まき込まれ、命を落とした。数にして十万。最大最悪といわれる所以ゆえんだ。

（共に地じ獄ごくを見てきたということか）

　心中で呟き、グッドマンに対して感じていた〈同じ匂におい〉の正体を理り解かいする。

　十数年前──同じ時、同じ場所に、ショウゴもまた在あったのだ。名も、身体も異ことなる一人の戦士として。そして、グッドマンが見たであろう光景を見、経けい験けんしたであろう修しゆ羅らを心に刻きざんだ。だからこそ、〈同じ匂い〉を感じたのだ。

「へへ、どうも、何だかな……」

　グッドマンが独ひとりごち、小さく頭を振ふった。

「お前さんみたいな子こ供ども相手に、ついヘンな愚ぐ痴ちこぼしちまった。つまらない昔話だ。忘わすれてくれ」

「いや……」

　呟くように返し、ショウゴはフロントガラスを見つめた。

　前方を歩いていた男がようやく車の存在に気づき、手をあげて脇へ退どく。

「つまらなくはないよ。面おも白しろくもないけど、ね」

「フッ……子供のクセに、言ってくれる」

　グッドマンがにやりと笑み、車の速度をあげた。

「あんたが思ってるほど、子供じゃないさ」

　ショウゴが言った。左ひだり腕うでと同じく、これも真実。

「……そうだな」

　グッドマンが笑えみを消し、真顔になった。

「お前さんと話してると、妙みような気分になってくる。何と言ったらいいか……まるで、古い戦友と──」

　不意に、車が止まり、言葉が切れた。

　戦火を逃のがれた中低層そうの建物がひしめく、緩ゆるやかな坂道の手前。

「──あそこだ」

　グッドマンが到とう着ちやくを告げ、フロントガラスの向こうを指差した。

「坂の途中にタイル張ばりの白い壁かべが見えるだろ？　あれがそうだ」

「一人で行かせるのか？」

　無む責せき任にんな言いように、ショウゴが聞き返した。

「子供じゃないんだろ？」

　グッドマンがポケットを探さぐり、手て錠じようのカギを取り出す。

「コバの紹しよう介かいだと言えば、ツケで診みてくれる」

「コバ？　あんたの知り合いじゃなかったのか？」

「俺は病院が苦手でね」

　グッドマンが言った。答えになっていない。

「おら、早くしないと、診しん療りよう時間が終わっちまうぞ」

　手錠を外して、ドアを開け、追い出すようにショウゴを降おろす。

「おい、ちょっと──」

　ショウゴの質しつ問もんを拒きよ否ひするように、車が後ろ向きに急発進する。

「心配するな！　変わり者だが、腕は確かだ！」

　車しや窓そうから顔を出し、グッドマンが声を投げた。

「……帰りはどうするんだよ？」

　遠ざかる車を啞あ然ぜんと見送り、ショウゴはぽつんと呟いた。
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〈救急指定〉、〈完全予よ約やく制せい〉──相反する意味のふたつの文字がペイントされた磨すりガラスの扉とびらを開くと、病院特有の消しよう毒どく液えきの匂いが鼻を突ついた。

　入ってすぐに、十畳じようほどのこぢんまりとした待合室があった。

　赤みを帯びはじめた西日が照らすだけの、薄うす暗ぐらい室内。停てい滞たいした空気が無人であることを告げている。

　ショウゴは扉を閉しめ、静まり返った待合室を見回した。

　小窓の付いた受け付け、定期検けん診しんや医療保ほ険けん加入を勧すすめる色いろ褪あせたポスター、大小のスリッパ、ラックに差し込こまれた雑ざつ誌しなどが、世界暴ぼう動どう前の古き良き時代の医院の風ふ情ぜいを醸かもしている。

（まだ、こんなところが残ってたんだ）

　久ひさしく感じることのなかった郷きよう愁しゆうを催もよおし、心が和なごんだ。

　整せい頓とんされたスリッパ立てから大きい方を取って履はき替かえると、ショウゴはまっすぐに受け付けへと歩んだ。

　小さなカウンターに肘ひじを付き、コツコツと小こ窓まどを叩たたく。

　看かん護ご婦ふの返答はなかった。

（診療時間が終わっちまったのか？）

　それなら、入り口が閉まっているはずだ。

　ショウゴは小窓に顔を近づけ、中の様子を窺うかがった。

　処しよ方ほう箋せん用の薬やく剤ざいを小分けして収おさめた棚たなの横に、半開きのドアが見えた。その向こうが恐おそらく診察室だろう。照明は点ついていないらしく、ひどく暗い。

（昼ひる寝ねでもしてるのかな）

　ショウゴはもう一度ノックしてみようと、拳こぶしを作った。

　きしり。

　背はい後ごでかすかな音がした。フローリングの床ゆかを踏ふむ足音。

　小窓からはっと顔をあげ、ショウゴは近づく気配を振り返った。

　禦ふせぐ間もなかった。ショウゴが身み構がまえた時には、既すでに懐ふところへ飛び込まれていた。

　不覚──そう思った瞬しゆん間かん、しわがれた女の声が胸むな元もとから沸わき起こった。

「ヨシオッ！」

　そう叫さけび、女はぎゅっとショウゴを抱だき締しめた。

「やっと……やっと、帰ってきてくれたんだねえっっ」

　しわだらけの泣き顔がショウゴに迫せまった。

　シルバーグレイのおかっぱ頭に、ピンクのルージュをひいた老女。白はく衣いをまとっているところをみると、この医院の関係者らしいが……。

「もぉいいんだよ、ヨシオ、気にしなくて。あたしゃ、怒おこっちゃいないんだから！」

　ショウゴに訊きく間も与あたえず、まくしたてる。

「ヨシオ、お前が無事帰ってきてくれただけで、十分さ」

　抱ほう擁ようを解といた両手をショウゴの頰ほおに添そえ、愛いとしげに撫なで回す。

「ああ、夢ゆめじゃなくて、本物なんだねえ。それに全然変わっちゃいないよ？　あたし似のハンサムな顔、綺き麗れいな黒くろ髪かみ……」

　しわくちゃの手がショウゴの髪をくしゃくしゃにしていく。

「……へ？　髪が、ある？」

　突とつ然ぜん、老女が呟つぶやきを落とし、髪をまさぐる手をぴたりと止めた。

　涙なみだに濡ぬれる目をこすり、じっとショウゴを見み据すえる。

「ヨシオ……お前、何で、子こ供どものままなんだい？」

　わけのわからぬ質しつ問もんに、ショウゴが顔をしかめてみせる。

「お前、ヨシオじゃないねっ？」

　ようやく気づいた老女がさっと飛び退のき、両腕を突き出した。手の内にはリボルバー拳けん銃じゆう。さっきショウゴの懐へ飛び込んだ時と同様、老人らしからぬ機き敏びんな動きと早はや業わざ。

「一体、何者だえ？」

　まだ、しゃくりの治まり切らぬ声で、老女が言った。

（こっちが訊きたいよ）

　ホールドアップしながら、ショウゴは小さく溜ため息をついた。




「──ほれ、終わったよ！」

　包帯を巻まき終えた老女が、術じゆつ後ご間もない患かん者じやの胸板を平手で叩いた。

「痛つっ」

　傷きずの痛みというより、平手のそれに我が慢まんできず、ショウゴは思わず声を洩もらした。

　医院内の診しん察さつ兼けん治ち療りよう室しつ。リクライニング式の手術台で行なわれた治療は、一時間とかからなかった。
















「何、呻うめいてんだい？　情なさけない……と言いたいとこだけど、かなりのモンだよ、お前さんは。一番効きかない安物の局所麻ま酔すいで、傷口の縫ほう合ごうに耐たえたんだからねえ。普ふ通つうなら、ぎゃあぎゃあ喚わめいて、治療になんないとこさ」

　手術用のキャップとマスクを外し、老女が言った。ドクター・シード。この医院に存そん在ざいする、ただ一人の医療技ぎ術じゆつ者しや。横文字を名乗っているが、どうみても日本人だ。

「やれやれ……いつもなら、喚く患者に高い麻酔を売りつけてるとこなんだけど……商売あがったりだよ」

　本気とも冗じよう談だんともつかぬセリフを吐はき、老女医が嘆たん息そくする。

「ずいぶん、あくどいんだな」

　ショウゴは素す直なおに呆あきれた。

「バカ、お言いでないよ！」

　平手が、再ふたたびショウゴの胸むねを張はる。

「異い民みん街がい、いやこの街最高の医者の治療を受けられるんだ。金に糸目をつけたら、バチが当たるってもんだよ！」

　ドクター・シードが大声で息巻く。

　彼女の言葉通り、医者としての腕は確たしかにハイレベルだった。最新型の医療機械に頼たよることもなく、旧きゆう式しきの施せ術じゆつで筋きん肉にくの断だん裂れつを修しゆう復ふくし、傷口をぴったりと縫合したのだ。恐おそらく、ショウゴが特別製せいの肉体でなかったとしても、手術の痕あとはきれいになくなることだろう。

「それにしても、お前さんみたいなのに、殺しの片かた棒ぼうかつがせるなんて、コバもとんだ鬼き畜ちく野や郎ろうだね」

　ドクター・シードが回転イスを引き寄よせ、腰こしを下ろす。

　コバは、執しつ行こう代理人グッドマンの仲間の一人だ。グッドマン以外は、ロータリーの戦せん闘とうで全員死し亡ぼうしているので、コバも既すでにこの世にはいない。だから、ショウゴは死人の紹しよう介かいで、ドクター・シードの治療を受けたことになる。

「だけど、お前さんにも感心しないねえ。十五になったら何でも許ゆるされるったって、執行代理人はないだろ？　ちったあ、親おや御ごさんの身になってごらん。いつ死んでもおかしくない仕事を子供がしてるなんて知ったら……」

　まるで不出来な息子むすこに説教する、母親の口調。

「どうせ、稼かせぎがいいって言葉につられて手伝ってんだろうけど、世の中、金じゃあないんだよ？　まったく、こんなカワイイ顔して、親おや不ふ孝こうもんめがっ」

　黙だまったままのショウゴにぐっと顔を近づけ、まじまじと見つめる。

「親不孝もんめが」

　繰くり返しの言葉と共に老女医の瞳ひとみが潤うるみ、手術着代わりの割かつ烹ぽう着ぎに身を包んだ小こ柄がらな身体からだが、イスごと後ろへ退しりぞいた。バツが悪そうに横顔を向け、ポケットより取り出したハッカパイプを口にくわえる。

　今度は、ショウゴがドクター・シードを見つめた。無む意い識しきに彼女がやった視し線せんの先に、不ふ可か解かいな言動の謎なぞを解とくカギを発見する。

　窓まど際ぎわのデスクの横に置かれたスチール棚だな。ガラス戸のついた上じよう段だんに、不ふ揃ぞろいの写真立てが並ならんでいる。左から順番に、少しずつ成長していく少年の写真。紅こう顔がんの美少年といった古い言い回しがぴったりの整った顔立ちだ。

　一番右みぎ端はしの写真には、老女医とわかる女じよ性せいの姿すがたもあった。しかし、その横で堅かたい表ひよう情じようを作っているのは、少年ではなく、青年だった。面おも影かげは十分に残っている。変わったのは、頭とう髪はつの量。若わかくして、額ひたいの面積が広い。

「……息子さんかい？」

　ショウゴの問いに、ドクター・シードがぴくりとパイプを揺ゆらした。

「なるほど、ね」

　ショウゴは独ひとりごちた。待合室でドクター・シードが叫さけんだヨシオというのは、写真立ての少年の名前に違ちがいない。ショウゴの髪かみをまさぐって我われに返った理由も、右端の写真を見ればわかる。

「なるほどって……何だい、そのしたり顔は？　ハゲのどこがいけないって言うんだいっ？」

　突とつ然ぜん、ドクター・シードが怒おこりだした。

「ハゲは、我わが桜さくら井い家の伝でん統とうさ。文もん句くなんて言わせないよ！」

「そ、そんなこと言ってないけど」

　剣けん幕まくに圧おされ、ショウゴが言い訳わけする。

「いいや！　お前さんの目が、そう言いたげだよ！　そりゃ、お前さんもキレイな顔してるけど、あたしのヨシオはそれ以上さ。容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき。代々続いた桜井医院を継つがせるのに申し分なかったよ！」

　老女医がイスを立ち、スチール棚へ歩み寄る。

「親おや馬ば鹿かなセリフと思うだろ？　けど、ホントに自じ慢まんできる息子だったのさ。それに、四十を過すぎてようやく授さずかった一ひと粒つぶ種だねだったしねえ。そりゃもう、全身全ぜん霊れいを捧ささげて、育てたよ。ま、そのかいあってか、根こん性じようも曲がらず、まっすぐで思いやりのある人間に育ってくれた……そう思ってた」

　言葉の終わりが、急に沈しずんだ。

「まさか……この家を捨すてて、あたしを残して、行っちまうなんて……」

　しわだらけの手が、ガラス戸越ごしに写真を撫なでる。

「学生の頃ころ……世の中を見て回りたいっていう、あの子のわがままを聞いてやったのがいけなかったのかねえ。おかげで、大たい層そうなこと考えるようになっちまった。自分の力で国中の人間を救うんだって……内戦が始まった途と端たん、軍医に志願しちまった……」

「……どちら側に？」

　静かに、ショウゴが訊たずねた。

「政せい府ふの方さ」

「それなら……」

　生せい存ぞんの可か能のう性せいがある、とショウゴは言うつもりだった。

「気休めはやめとくれ！」

　ショウゴのセリフを老女医が遮さえぎった。

「お前さんも、中学で習っただろ？　中部防ぼう衛えい戦せんの悲ひ惨さんさを……息子が最後に寄よ越こした手紙はナゴヤからだったんだ」

　ナゴヤは、中部防衛戦における最大の激げき戦せん地ちだ。ここで戦った部隊は、民間人を道連れに、政府軍、クーデター軍とも全ぜん滅めつしている。

「せめてもの慰なぐさめは、戦死者通知をもらってないことだけ……けど、身元不明の死人は大おお勢ぜいいるからね……」

　溜ため息が、ガラス戸を曇くもらせる。

「それでも、期待しちまうんだよ。だから、あんたみたいな子を見ちまうと記き憶おくがごっちゃになってね。つい息子と間違えちまう。たとえ生きてても、いい歳としだろうに」

　弱々しく笑い、ドクター・シードはガラス戸に映うつる背はい後ごに目をやった。半透とう明めいの少年が、手しゆ術じゆつ台だいの上でしょんぼりうな垂だれている──ように見えた。

「何だか、しみったれた話をして大事なお客をへこませちまったようだねえ」

　声を張はり、老女医が振り返った。

「お詫びに、今回の治ち療りよう費ひは少しまけとくよ」

「え？　コバ……さんのツケでいいって、確たしか──」

　予想外の言葉に、ショウゴは面食らった。

「なーに言ってるんだい、この子は！　寝ね呆ぼけるほど高い麻ま酔すいは使ってないよ？　ウチは明めい朗ろう会計が大原げん則そく。だからこそ、危あぶない連中を引き受けてやってるんじゃないか」

　いつの間にか手にした電でん卓たくを打ち、老女医が数字をショウゴに見せる。

　下五ご桁けたの高こう額がく請せい求きゆう。

（世の中金じゃないんじゃなかったっけ？）

　説教の内ない容ようと矛む盾じゆんする商売ぶりに戸と惑まどいつつも、ショウゴはパンツのポケットを探った。

「……持ち合わせが、これしかない」

　折り畳たたんだ数枚まいの紙し幣へいを差し出す。

「いいよ、とりあえず」

　ドクター・シードが紙幣を摑つかみ、あっさりと了りよう承しようする。

「ウチは、カード払ばらいもＯＫだからね」

　言って、割かつ烹ぽう着ぎの胸むな元もとから見覚えのあるカードを取り出してみせる。

　もしもの時に備そなえて、ショウゴが持たされている、相あい棒ぼう名めい義ぎのデビットカード。

「お前さんのジャケットに入ってたんだ」

　老女医がにやりと笑った。

「おや、もう外は暗いね？　よかったら、大事をとって入院してくかい？　特別室が空いてるよ？」

　商しよう魂こんたくましく、畳たたみ掛かける。

　コツ、コツ。

　待合室へ通じるドアが、音をたてた。

「──誰だれだいっ？」

　ドクター・シードが例の早はや業わざで銃じゆうを構かまえた時には、もうドアが開かれ、訪ほう問もん者しやがたたずんでいた。

　黄色く染そめた長ちよう髪はつ、ひょろりとした体たい格かくをした、ノッポの青年。

「ちわ～、お迎むかえにあがりましたぁ。撃うたないでくださぁい」

　垂たれ気味の目を片かた方ほうつむり、青年が両手を上げた。

「エイジ」

　ショウゴは名を呼よび、ようやく現あらわれた相棒を軽く睨にらんだ。
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「そうムクれるなっての。キレイなお顔が台無しだぜ？」

　どこかで聞いたようなセリフを言いつつ、エイジはヒーターのスイッチをひねった。

　地球温おん暖だん化か現げん象しようで四季のバランスが崩くずれたとはいえ、もう十一月も半ばである。日が落ちれば、気温はたちまち十度を下る。

「場所は視みえてたんだけどさ。来るのにてこずっちまった。ここらは再さい開かい発はつが遅おくれてるだろ？　ナビシステムが役に立たねえんだ」

　シフトレバーの横に据すえられた装そう置ちを小こ突づき、フロントガラスに投とう影えいされたナビマップを消す。色鮮あざやかな画面が失うせると、外の闇やみが際きわ立だった。異い民みん街がいの夜は暗い。灯あかりは、車のライト以外、ほとんどなかった。

「全すべて予知の範はん囲い内ないだった、ということか？」

　助手席のショウゴが憮ぶ然ぜんとした口調で訊きいた。

　エイジは、《能力者パワーズ》と呼ばれる《力》の持ち主。

　十五年前、地球へ接せつ近きんし、衛えい星せい兵器によって撃げき破はされた小惑わく星せい群ぐんが流星となり、地上へと降ふり注いだ。ほとんどは空中で燃もえ尽つきたが、その時の閃せん光こうを見た人々が、いわゆる超ちよう能のう力りよくを発現させた。

　予知、透とう視し、精せい神しん感かん応のう、念動力──フィクションでしかなかった《力》が現実となり、やがて、欲よく望ぼうのままにそれらを行使した《能力者パワーズ》たちによって、世界は未み曾ぞ有うの混こん乱らん期き──世界暴ぼう動どうへと突とつ入にゆうしていったのである。

　現在、《能力者パワーズ》はその存そん在ざいを世界新法によって禁きんじられている。脳のう外げ科か手しゆ術じゆつによる抑よく制せいチップの埋うめ込こみが徹てつ底ていされ、社会に異い端たん者しやはいないことになっている。だが、それは建て前に過ぎない。少なからぬ数の《能力者パワーズ》たちが、今も国家や裏うら社会の手先として、暗あん躍やくしている。予知能力を有するエイジは、前者だ。

「ＣＲＴＳに乗る時間を一本早めれば、騒さわぎに巻まき込まれねえってことはわかってたんだが、敢あえて、ね」

「当然、意味はあるんだろうな？」

「もちろん。次の仕事に関係する。あんただって、始末する相手の実力を事前に知っておきたいだろ？」

「あいつ、か……」

　対向車のライトに目を細め、ショウゴが呟つぶやく。

　ロータリーで遭そう遇ぐうした黒ずくめの殺し屋。数手交かわしただけだったが、尋じん常じようならざる気き迫はくに、底知れぬものを感じた。それに、グッドマンが仆たおした殺し屋の仲間──彼らは、全身蜂はちの巣にされながらも、平然と攻撃を続けていた。不死身などというものは、この世に存在しないが、それに近い人間を目まのあたりにしたのは確たしかだ。

「〈屍鬼グール〉っていうんだそうだ」

　ショウゴの心中を見み透すかしたように、エイジが言った。

「普ふ通つうなら死んでておかしくないのに、鬼おにみたく暴あばれ回れる……そんな兵士がいたらいいな、ってのが、出発点らしい。内戦時だからこそ許ゆるされた、マッドな研究──」

　エイジははっと口を噤つぐんだ。すまなさそうに眉まゆじりを下げ、隣となりで目を伏ふせるショウゴを窺うかがう。

「別にあんたのことを言ったわけじゃ……悪ぃ」

　素す直なおに謝あやまり、溜ため息をつく。

　フロントガラスに映うつるショウゴがエイジを見やり、わかってるさ、と笑えみを浮うかべる。

「……それで、その〈屍鬼グール〉は、全部で何人いるんだ？」

「わからねえ」

　エイジが首を振った。

「わからない？」

「ああ。〈屍鬼グール〉ってのは、正せい確かくには個こ体たいの名めい称しようじゃなく、薬のことをいうんだと。だから、やってる連中、みんなが〈屍鬼グール〉ってことになる」

「ウォードラッグか」

　ショウゴが表ひよう情じようを暗くする。

　ウォードラッグとして有名なのは、前世紀のベトナム戦争で米兵の間に広まったマリファナだ。兵士が抱いだく恐きよう怖ふ心や良心を麻ま痺ひさせることで、敵てきに立ち向かわせるという発想は、戦時下においてはごく普通に顕あらわれ、実現される。世界暴動時にも、様々なウォードラッグが開発され、殺し合いを煽あおった。言うまでもなく、今は違い法ほうドラッグとして厳きびしく禁じられている。

「だとすると、きりがないな」

「俺おれも言ってやったんだが、どうやらそうでもないらしい。元を断たてば、解かい決けつするそうだ」

「元？」

「ドラッグの〈屍鬼グール〉は二種類あるんだ。オリジナルと、それをやったヤツが体内で生成したコピー。両方とも常習性せいがあり、切れるとお約束の禁きん断だん症しよう状じようが出る。コピーで中毒になったヤツは発はつ狂きよう死するそうだ」

「じゃあ、オリジナルの供きよう給きゆうを断てばいいんじゃないのか？」

「ドラッグとしてのオリジナルは、もうこの世に存在しねえ。オリジナルで〈屍鬼グール〉になったヤツも、後はてめえの中で作ったコピーがあればこと足りるらしい。で、コピーを生成するために、人を殺し続けるんだそうだ」

「生成するために人を殺す……どういうことだ？」

「君たちが知る必要はない、とさ」

　エイジが肩かたをすくめる。

「〈上〉らしい物言いだな」

　乾かわいた笑いを絡からめ、ショウゴが言った。

〈上〉は、現げん日本政せい府ふの上位にありながら、その存在を秘ひ匿とくされている国の最高意い志し決定機関。ショウゴとエイジは、故ゆえあって、そこからの〈仕事〉を請うけ負っている。無む論ろん、公おおやけにできる種類のものではなく、多くの場合、執しつ行こう代理人のそれとして行なわれる。すなわち、国が依い頼らいする暗殺だ。

「今回の目標は、とりあえず、一人だ。そいつは執行代理人をしながら、合法的人殺しを楽しんでる。ま、そんなヤツは珍めずらしくないけどな。問題は、そいつが〈屍鬼グール〉のコピーで仲間を増ふやしてるってことだ。〈上〉はそこを特に気にしてる。隠かくしておきたい戦中の暗部が曝さらされかねないからな」

　エイジがヘッドライトの角度を下げる。車は、異い民みん街がいを抜ぬけ旧きゆう県道に入っていた。街灯や建物の放つ光が次々と車内へ飛び込こんでくる。

「とりあえず、とは？」

　気になる言葉を、ショウゴが問いただした。

「目標のまわりには、必然、ヤツの生成するコピーの虜とりことなった仲間がいる。相手をしないわけにはいくまい？　それと、もう一人。あんたを病院へ連れてった、あの男……」

「──グッドマン」

　ショウゴが男の名を口にする。

「彼も、そうなのか？」

「いや、あの男は〈屍鬼グール〉じゃない。ただ、深くそれに関かかわってる。オリジナルで〈屍鬼グール〉化した兵士の生き残りは、全部で三人いたそうだが、うち二人を仕し留とめたのが、彼だ。〈上〉が〈屍鬼グール〉の現げん存ぞんを確かく認にんする以前から、行動していたらしい。西から東へと移い動どうする目標を追って、このキサーズシティへやってきたのが、三月前。〈上〉は素す性じようも摑つかんでるみたいだが、例によって、俺らにはノーコメント。ともかく、機会があったら、ついでに頼たのむとさ」

　面おも白しろくなさそうに、エイジが言った。

「〈屍鬼グール〉がいなくなれば、秘ひ密みつを知るハンターは用なし、といったところか」

　ショウゴの呟つぶやきが、重い。同じ時代、同じ地じ獄ごくを生き抜いた戦士を、国家機密の保ほ持じなどというくだらない理由で手にかける気は微み塵じんもない。だが、自分がやらなくても、〈上〉は別の方法でグッドマンを抹まつ殺さつしにかかるだろう。

「ったく、〈上〉の連中め、俺らを便利屋と勘かん違ちがいしてやがって……ついでの依頼なんざ、無む視しすればいいさ！」

　相あい棒ぼうの胸きよう中ちゆうを知ってか知らずか、エイジが大声でキャンセルを宣せん言げんする。

「ああ」

　答え、ショウゴは外へ目を向けた。二十二区が終わり、北の歓かん楽らく街がいとして有名な二十一区が始まっている。

「──で、明日からの行動なんだけど……」

　エイジが努めて明るく、仕事の実行計画を話し始めた。

　だが、無言で相づちをうつショウゴの耳じ目もくに、相あい棒ぼうの声も煌きらびやかな夜景も届とどいてはいなかった。
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　キサーズシティ北四区。

　雑ざつ居きよビルの半地下部分にある代理人仲ちゆう介かい所じよは、閑かん散さんとしていた。

　正しい名称は、司法局臨りん時じ職しよく員いん斡あつ旋せんセンター。執行代理人は、原げん則そく、十五歳さい以上で在日登録していれば、誰でもなることができる。故ゆえに、正式な公こう務む員いんとはみなされず、臨時職員、すなわちアルバイトと同列の扱あつかいとなる。司法局から与あたえられるのは、合法的な殺人を許きよ可かするライセンスのみで、その他の保ほ障しようは何もない。自らの腕うでと才覚で〈仕事〉を獲とり、生きる糧かてを得ていかねばならないのだ。

　腕うで利ききは口こみや評ひよう判ばんで、商才に長たけた者は巧たくみな宣伝戦せん術じゆつで依頼者を獲かく得とくしていく。組そ織しきを作って会社の形けい態たいをとり、成功している者たちもいる。彼らは、まず、代理人仲介所を利用することはない。ここで代理人を募つのる依頼者のほとんどが、高こう額がくな報ほう酬しゆうの支し払はらえない〈安い客〉だからだ。ひっきょう、仲介所に集まる代理人も、背せに腹はらは替かえられない三流が中心となる。本来、《復ふく讐しゆう法ほう》の当事者である原告・被ひ告こくが、それぞれの代理人を選せん択たくする場であった仲介所は、食い詰つめものの代理人たちが、少しでも好条じよう件けんの仕事を選んで〈落札〉するオークション会場となっているのが現げん状じようだ。

　百インチのスクリーンを中心に雛ひな壇だん式の席が扇おうぎ形がたを成して並ならぶセンターは、一度に二百人を収しゆう容ようできる。但ただし、席が埋うまるほどに混こん雑ざつするのは週後半に一日あるかどうか。火曜日の今日は、両手の指で足りてしまうほど、人ひと影かげはまばらだった。

　グッドマンは、南側通路の階かい段だんを五、六段下ると、ハネ上げイスを下ろし、巨おおきな身体からだを押おし込むようにして座すわった。

　目の前の机つくえには、検けん索さく用のモニターとキーボードが設せつ置ちされている。ここで仲介所に出されている仕事を閲えつ覧らんし、内容を吟ぎん味みするのだ。後は、二時間おきに行なわれる〈オークション〉を待ち、依い頼らいを〈落札〉する。お目当てがかち合った場合は、代理人どうしが報ほう酬しゆうの値引き合戦を行い、最終的に依頼者が契約の相手を選ぶことになる。言うなれば、逆オークションだ。

〈オークション〉にかけられるのは一日だけで、その日に、契約が成立しなかった依頼は、以い降こう、早い者勝ちとなる。

　グッドマンは、昨日もここへ寄よったので、検索するのは、新しい依頼のみだ。

　該がい当とう、八件けん。週前半は、いつも少ない。ひとつひとつ画面に映うつして、目を通す。重視するのは、依頼者の性せい別べつ、年ねん齢れい、人種。原告か被告かは、問わない。

　女性、二十代、日本人であること。その他に、幼おさない子こ供どもがいることがわかれば、内容や報酬に拘かかわらず、依頼を受ける。この条件に見合った者を、あの男が標的とするからだ。

　前回は、クリタ・ノゾミ、マホ母子おやこ。グッドマンが彼女らの代理人となったのは、しかし、偶ぐう然ぜんに過ぎない。ノゾミははじめ、腕利きの代理人を高額で雇やとっていたからだ。その代理人が仆たおされ、仲介所を頼ったからこそ、グッドマンはクリタ母子を見いだすことができたのだ。そして、あの男との遭そう遇ぐうに成功した。結果は苦く杯はい。振ふり出しに戻もどる、だ。

　八件めを失望の溜ため息と共に眺ながめる頃ころ、センター内に〈オークション〉開始を報しらせる放送が流れた。

　グッドマンは煙草たばこをくわえた。喫きつ煙えん禁きん止しの規き則そくに構かまわず、火を点つけ、深く煙けむりを吸すい込こんだ。こうしている間にも、あの男は、グッドマンの知らない母子おやこを切り刻きざんでいるかもしれない。そうだとしても、グッドマンにはどうにもできない。彼ができることは、この仲介所で、あの男が狙ねらうであろう標的を捜さがし、その依頼を受けることだけなのだ。

　吐はき出した紫し煙えんが、空調の風にあおられ、前方の大型スクリーンへと下っていく。

　新規依頼番号１１１４３０１。スクリーンに文字と数字が並び、〈オークション〉が始まった。

　種別、原告。依頼者氏名、クリタ・ノゾミ──。

　映し出された画面に目を剝むき、両りよう膝ひざを机にぶつけて立ち上がる。

　間ま違ちがいない。自分が護まもりきった、あのクリタ・ノゾミだ。けれど、さっき確かく認にんした八件の中に、その名はなかった。しかも、彼女は司法局へ駆かけ込み、《復讐法》の行使を途と中ちゆう放ほう棄きしたはずだ。クリタ・ノゾミには、もう《復讐法》に訴うつたえる資し格かくはない。なのに、なぜ──グッドマンは混こん乱らんした。

　登録完かん了りよう。

　スクリーン上のデータに、赤い文字が重なった。

「──しまった！」

　煙草を吐き、グッドマンは机のモニターへ目を落とした。

　登録完了は、〈落札〉を意味する。

　慌あわててキーボードを叩たたいたが、遅おそかった。

「くそっ」

　グッドマンは短く呻うめき、センター内を見回した。落札者は、今ここにいる誰だれか。捜し出して交こう渉しようし、権けん利りを譲ゆずり受ける。力ずくでも、だ。

　スクリーン上では、次の〈入札〉が始まっている。落札者ならば、きっと──。

（──あれだっ）

　席を立つ一人を、北側の最上段に見つけた。

「おい！」

　大声を張はり上げ、通路を駆けた。

「待ってくれ！」

　呼よび掛かけに、人ひと影かげがちらと振り返る。

　追いついたグッドマンの唇くちびるが、驚おどろきで丸くなった。

「お、お前……どうして？」

　知った顔の少年へ、わかりきったことを訊たずねる。

「仕事探さがし」

　ぶっきらぼうに答え、少年──ショウゴが出口の扉とびらを押おし開いた。




「──まだ、名前を訊きいてなかったな？」

　缶かんコーヒーが宙ちゆうを飛んだ。

「そんなことを訊くために？」

　受け取ったショウゴが、グッドマンに聞き返した。

　司法局臨りん時じ職しよく員いん斡あつ旋せんセンター。自じ販はん機きの群むれに囲まれた喫煙所。二人の他に、人はいない。

「気になりだすと、眠ねむれなくてね」

　噓うそをつき、グッドマンが煙草を取り出す。

「……ショウゴ」

　名乗り、ショウゴは温かな缶を見つめた。ノンシュガー、ブラックの表ひよう示じに、プルトップを起こしかけた指が止まる。

「まさか、同業者とは……正直、驚いたよ、ショウゴ」

　教えられた名前を、グッドマンがそのまま口にする。呼び捨すては、見下しているからではなく、一人前と認みとめているからだ。

「ほんの、駆け出しさ」

　缶コーヒーから目を上げ、ショウゴが言った。

「それで、ここか」

　グッドマンの手の先で、ライターの火が揺ゆらめく。

「仕事にはありついたようだな？」

　炎ほのおが、煙草の端はしを焼いた。

　ショウゴは、肯こう定ていすることも否ひ定ていすることもなく、無言。

「是ぜ非ひ、譲ってほしい」

　単刀直入に、グッドマンが切り出した。

「依い頼らい者しやの出す報ほう酬しゆうの倍ばい額がく払はらおう」

　条じよう件けんも提てい示じする。

「──悪いけど」

　ショウゴは首を振ふり、缶コーヒーを台灰はい皿ざらの上に置いた。

「そいつは、吞のめない」

　きっぱりと拒きよ否ひする。

「クリタ・ノゾミは、元々、俺の依頼者だった。ほら、お前さんが救った、あの母子おやこ……覚えてるだろ？」

　グッドマンに、引き下がる気などなかった。

「訴うつたえを取り下げるために司法局へ逃げ込んだってのに、どうして気が変わったんだか……ともかく放っておくわけにはいかない。俺は、一度受けた仕事はやり遂とげるのが主しゆ義ぎなんだ」

「同じく」

　ショウゴが言った。

「俺も、一度受けたからには、おいそれと譲れない」

　再さい度どの拒否を告げ、踵きびすをかえす。

「待て！」

　巨おおきな手のひらが、ショウゴの右腕うでを摑つかんだ。

「ともかく、話を聞いてくれ」

　腕を捕とらえたまま、グッドマンが正面へまわりこむ。

「譲れないなら、協力させてくれるだけでいい。もちろん、無む償しようだ。俺は、あの母子を襲おそった連中をよく知っている。必ず、役に立つ」

　逃にがすまいと、もう一方の手でショウゴの肩かた口ぐちを押さえる。

「相あい棒ぼうは間に合ってる」

　三度めの拒きよ絶ぜつ。

「頼む」

　スキー帽ぼうに覆おおわれた頭が下がった。

　これ以上何を言っても無む駄だ、とショウゴは思った。グッドマンの目的は、自分と同じく〈屍鬼グール〉を見つけだして狩かること。クリタ・ノゾミはそのための格かつ好こうのオトリだ。諦あきらめるわけがない。

「……一体、何者なんだ、あの連中？」

　ショウゴの問いに、グッドマンが頭を上げた。武ぶ骨こつな顔に、満面の笑えみ。

「よかった。協力させてくれるんだな？　悪いようにはしないぜ。約束する──っと、もう一本、飲むか？」

　ショウゴを解かい放ほうし、グッドマンがコインを出した。

「カフェオレ、シュガー×２で」

　ショウゴは、一番奥おくの自販機の商品を指定した。

「何だ、甘あま党とうだったのか」

「味のないのは苦手でね」

　自じ販はん機きへ歩む背せ中なかへ、ショウゴが言った。

「おいおい、コーヒーってのは、本来苦みを味わうもんだぞ」

　コインを入れ、グッドマンが笑った。

「──ほら」

　取り出したカフェオレを、振り向きざまに投げる。

　床ゆかを叩たたく缶かんの音が、一人きりの空間に響ひびき渡わたった。

「あ、あのヤロウ！」

　額ひたいに青あお筋すじを浮うかべ、グッドマンは階かい段だんへ走った。一気に駆かけ上り、ビル前の通りへ飛び出す。

　目に映うつる光景の中に、しかし、ショウゴの姿すがたはなかった。

「チクショウめえぇ！」

　空へ向かって吠ほえる大男を、通行人が一いつ斉せいに振り返った。
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　午前二時五十九分。

　時じ刻こくが変わる数十秒前に、建物全部の灯あかりが消えた。

　キサーズシティ北二十区。打ちっぱなしのコンクリ壁かべに、補ほ修しゆうした亀き裂れつが模も様ようを描えがく、築ちく四十年の中ちゆう層そうアパートメント。元は市職しよく員いんの専せん用よう住じゆう宅たくだったが、今は一いつ般ぱんにリースされている。

　地上十階、総そう戸数四十。うち、住人がいるのは半分足らず。収しゆう入にゆう欲ほしさに市が設せつ定ていした相場無む視しの家や賃ちんがたたり、なかなか借り手がつかない。それゆえ、設せつ備び整備にかける費用も抑おさえられているので、急な停電は珍めずらしいことではなかった。

　午前三時。

　最上階のエレベーターホールに、到とう着ちやくを告げるベル音が響いた。

　ホールの照明は消えたまま。蓄ちく電でん池ち式の非ひ常じよう灯とうだけが、遠えん慮りよがちに闇やみを払はらっている。にも拘かかわらず、エレベーターは動いていた。合金製せいの扉とびらを静かに開き、ふたつの気配を吐はき出した。




　最上階、一〇〇一号室。

　家主は、物音に目覚めた。時計を見ようと、ベッド脇わきのスタンドのスイッチを探さぐったが点つかない。また停電。さっきの音はブレーカーの落ちる音だったのかもしれない。ぼんやりとそう考え、再ふたたびふとんを被かぶった。

　寝しん室しつを満たす闇が、かすかに蠢うごめいた。それは人の形をしていた。夜目の利きく電子の眼めを持つ侵しん入にゆう者しや。すり足でベッドに歩むと、家主のくるまるふとんへ、携たずさえたアサルトライフルの銃じゆう口こうを押おしつけた。

　途と端たん、ライフルがぐいと引かれ、侵入者は前のめりに倒たおれかかった。

「──あがっ？」

　硬かたいモノを口の中へ突つっこまれ、呻うめきをあげる。

　家主が上体を起こしていた。左手でライフルを摑つかみ、伸のばした右手に拳けん銃じゆうを握にぎっている。

「悪いが、この部屋はハズレだよ」

　家主に扮ふんしたエイジが、殺し屋の口に入れた拳銃の引き金を引いた。




『──一人片かた付づけたぜ』

　耳じ孔こうに挿さした通信機より、エイジの〈声〉が届とどいた。

　九階、九〇五号室。表札のないその部屋にショウゴは潜ひそんでいた。エイジのいる一〇〇一号室と同様、クリタ・ノゾミを狙ねらう〈屍鬼グール〉を誘おびき寄よせるために〈上〉が用意したトラップハウス。

　エサとなる情じよう報ほうは、事前に流されていた──二日前、人気のない公こう営えい住宅の部屋が二部屋同時に、前金で借り上げられた。借り主はどちらも同じ男の名。だが、実じつ際さい、入にゆう居きよしたのは母子おやこ。二部屋のうち、どちらに住んでいるかは不明。

　このエサに〈屍鬼グール〉は必ず食いついてくる。エイジがそう断だん言げんするのは、彼が予知能のう力りよくによって、それを視み通とおしているからだ。

『いつ頃ごろ、どうくるかわかってると、あっけないもんだ』

　エイジの〈声〉にノイズが混まじる。仆たおした敵てきを検けん分ぶんしているようだ。

『……残念。こいつは目標じゃねえ』

「あと何人来る？」

　闇の中で、ショウゴが訊きいた。

『視えたのは、三人。ちっと待ってくれ。もっかい視てみる……』

　予知能力は、非常にデリケートな《力》だ。状じよう況きようの安定と継けい続ぞくがなければ、視える未来はくるくると変化し、また不ふ鮮せん明めいにもなる。

『……だいぶぼやけてきちまってるが、変わらないと思う』

　微び妙みような答えが返ってきた。

「思う？」

　ショウゴはわざと抑よく揚ようをつけた。

『イヤミな口調はよせって。俺おれが一人を仆した時点で、状況が揺ゆらいでるんだよ。安定するまで、しばらくピンぼけだ。けど、そっちに二人ってのは変わらねえぜ……っと、三十秒前だ。来るぞ？』

　エイジの予告に、ショウゴはリビングのソファーから立ち上がった。

　単たん眼がん式しきの暗視ゴーグルを右目に下ろし、廊ろう下かに通じる木製のドアへと歩む。

『まず、教えといたやり方でドア越ごしに一人。仆したら、すぐドアの脇に屈かがんで、飛び込こんできたもう一人の足をすくう。後は、お任まかせだ』

　エイジの予知に従したがい、手にした得物の先せん端たんを直ちよく接せつドアへ押し当てる。目の高さよりやや上。そこがちょうど敵の頭と重なる位置。〈屍鬼グール〉と化した人間を仆すには、脳のうを破は壊かいするしかない。

　ショウゴは耳を澄すませた。廊下には安物のカーペットが敷しき詰つめてあるので、足音はたたない。しかし、衣きぬ擦ずれの音は別だ。装そう備びを重ねるほどに、大きくなる。ショウゴの耳は、そのわずかな音を捉とらえていた。

　と、音が聞こえなくなった。こちらの様子を窺うかがおうと、敵が足を止めたのだ。すなわち、最接近。

　ショウゴの持つＳＩＧ／ザウェルＰ２２９が、ドア越しに二度吠ほえた。強力な４０Ｓ＆Ｗ弾だんが合板を易やす々やすと貫つらぬき、向こう側に立つ敵をぶちのめす。

　廊下より響ひびく、ノックダウンの振しん動どう。

　ショウゴは後続の敵に備そなえ、ドアの脇へ身を退ひいた。

　あるべきはずの、敵の応おう射しやはなかった。物音も、気配もなし。エイジの予知と違ちがう。

「……おい？」

　肩かた透すかしの事じ態たいの説明を、相あい棒ぼうに求める。

『っかしいなあ、すぐに次の襲しゆう撃げきがあるはずなんだけど』

「相変わらず、お前の予知は──」

　ぼやきの途と中ちゆうで、ガラスの悲鳴が沸わき起こった。

　背はい後ごの、ベランダへ続くサッシ戸。割われたガラスがカーテンを引き裂さき、翻ひるがえったショウゴへ降ふり掛かかる。

　ショウゴは左腕うででガラス片へんを払はらい、仰あお向むけに倒たおれた。それは見せかけで、同時に床ゆかを蹴けっていた。背せ中なかでフローリングを滑すべり、ソファーの陰かげへ移い動どうする。

「──そこだ」

　声がして、銃声が続いた。

　一人掛けのソファーが中身を散らして吹き飛んだ。ショットガンによる銃じゆう撃げき。散弾の半分が床を抉えぐり、もう半分がショウゴの右腕を咬かんだ。手の内から拳けん銃じゆうが弾はじかれ、元いた扉とびらの前へ転がっていく。

　痛いたみに構かまっている暇ひまはなかった。薬やつ莢きようの排はい出しゆつと次弾の装そう塡てん音に、ショウゴは横転してその場を離はなれた。

　辿たどり着いた壁際ぎわに、テレビを載のせたキャビネットがあった。ショウゴは左手をキャビネットの底へ差し入れるや、力任せに振ふり上げた。

　投とう擲てき物と化した家具と電化製せい品ひんがテーブルを飛び越え、殺し屋を襲おそった。

　発はつ砲ぽうは二度。

　散弾に砕くだかれたテレビが、火花と煙けむりと煌きらめく破は片へんをリビングルームに撒まき散らす。

　ショウゴはそれを目くらましとして、低く床を疾はしった。廊下へ続く扉の前でブレーキをかけ、落ちていた拳銃を拾い上げた。

「しかし、それを構えることはできなかった」

　銃撃の残ざん響きよう音を破やぶって届いた声に、ショウゴの動きが止まった。

「なぜなら、その行動はとうの昔に読まれていたからです」

　クスクス笑いが、言葉に続いた。

　ショウゴは銃を持つ手を下げたまま、ゆっくりと上体を起こした。

　目の前に、殺し屋が立っていた。暗あん視しゴーグルを付けた縮ちぢれ毛の男。右へ引きつった大きな口に、先細りした貧ひん弱じやくな顎あご。年とし若わかいところからみて、〈屍鬼グール〉のコピーだろう。両手持ちしたショットガンの銃口をまっすぐにこちらへ向けている。

「選せん択たく肢しは色々あったんだけど……この場面が一番はっきり視みえてたんで、発砲を控ひかえたんだ。不ふ鮮せん明めいな未来はロクな結果しかないからね」

「先読み──《能力者パワーズ》か」

　勝ち誇ほこった殺し屋のセリフに、ショウゴは確かく信しんした。この男も、エイジと同じ予知能のう力りよくの持ち主なのだ。エイジの予知が途中から外れたのは、恐おそらく、同じ《力》どうしが干かん渉しようしあったせいに違いない。

（ならば──）

　ショウゴはまぶたを閉とじた。

「ン？　なんだ、どうして目をつぶる？　そんな場面は視えなかったゾ？」

　殺し屋はにわかに狼狽うろたえた。

「覚かく悟ごを決めたのか？　それとも……相あい討うちしようってのか？　それで目をつぶって集中してるのか？　そうなんだな？」

　ショットガンを突き出し、威い嚇かくするも、引き金を引かない。いや、引けないのだ。

　予知能力者は、現げん在ざいの状じよう況きようから起こり得る複ふく数すうの未来を映えい像ぞうとして捉とらえ、取しゆ捨しや選せん択たくすることができる。但ただし、予知した未来は必ずしも絶ぜつ対たいではない。状況の継けい続ぞくと安定を欠けば、たちまち揺ゆらぎ変化する。そのことをふまえ、慎しん重ちようと大だい胆たんの両方をもって対せねば、予知を生かすことはできない。だが、殺し屋には、大胆さが欠けていた。慎重がすぎて臆おく病びようとなり、《力》に頼たよらずとも予よ測そくできるすぐ先の未来へ一歩を踏ふみ出せずにいた。

「ぐぬぬ……お前、何か企たくらんでるなっ？」

「ああ、そうだ」

　目を閉とじたまま、ショウゴが答えた。半分は、はったり、半分は、真実。ショウゴ自身は、反撃にでるつもりはない。この距きよ離りでは、いかに素す早ばやく動いても、散弾のほとんどを食らってしまうからだ。ショウゴの策さくは、時間稼かせぎだった。無線を通して事態を知った相棒の救きゆう援えんを待つ──そのためには、殺し屋の逡しゆん巡じゆんを助長してやる必要がある。

「気になるなら、視てみろよ？　お前の《力》で」

「なっ、ナマイキなガキめ！　俺さまをなめるなよっ？　下手な悪わる巧だくみなんぞ、すぐに視通してやるからな！」

　挑ちよう発はつに、殺し屋が乗った。何事かブツブツと呟つぶやきながら、小こ刻きざみに頭を震ふるわせる。暗視ゴーグルに覆おおわれた目が未来を探さぐろうとせわしなく動いているのだ。

「──視えたか？」

　ショウゴの問いに、殺し屋の呟つぶやきが止んだ。

「な・な・なぜだっ？」

　殺し屋の声が戦慄わなないた。

「ぜんぜん、視えてこないっ。真っ暗で、何もないっっ！」

「それが、お前の未来さ」

　言って、ショウゴはまぶたを上げた。妖あやしく光る朱しゆの瞳ひとみが、闇やみに揺れる。

「そ──《宇宙そら還がえり》っ？」

　殺し屋は、思わず口走った。

《能力者パワーズ》の間で実まことしやかに語られる伝説の存そん在ざい。《能力者パワーズ》を生んだ流星の閃せん光こうを、宇う宙ちゆうで直ちよく接せつ浴びた人々。《力》を打ち消す、否《能力者》アンチ・パワーズ。彼らが、その能力を発はつ揮きする時、瞳は燃もえるような朱を宿すという。

「こっ、こんなガキが、そうなのかっ？　俺さまの《力》を、未来を、全部、消しちまったのかっ？　みんな、みんな、みんな……？」

　ガチガチと歯を鳴らし、殺し屋が首を振る。

　戦意喪そう失しつ──ショウゴはそう思った。

「ちがぁああうっっ！」

　殺し屋が喚わめき、ショットガンを突つき出した。

「真っ暗なんて、ありえねえ！　やってやる！　視えなくてもやってやるぞぉおお！」

　追い詰つめられた臆病者の逆ぎやく上じよう。トリガーに掛かかる殺し屋の指先が震ふるえた。

　ショウゴは相討ち覚かく悟ごで、拳けん銃じゆうを下げた手を振ふり上げた。

　銃声は、至し近きんの雷らい鳴めいにも似にていた。聞こえた音は、ひとつのみ。だが、ショウゴの拳銃も、殺し屋のショットガンも硝しよう煙えんをあげてはいなかった。

　焼けた髪かみの破は片へんが、ショウゴの鼻先にはらりと落ちた。

　同時に、下顎から上を失くした殺し屋が、両膝ひざを落として床ゆかへ伏ふした。

「ショットガンと正面対決とは、うまくないな」

　助すけっ人との声が、ショウゴの真後ろで湧わいた。

　振り返って見上げると、背せにしていた扉とびらに拳こぶし大だいの孔あなが穿うがたれていた。ちょうど頭の上あたり。ドア越ごしに放たれた助っ人の銃じゆう弾だんは、ショウゴの髪をかすめて、殺し屋の頭を吹ふき飛ばしたのだ。

「グッドマン」

　扉が開かれる前に、ショウゴは助っ人の名を口にした。

「なぜ、ここが？」

「いきなり質しつ問もんか？」

　現あらわれた大男が、呆あきれたように言った。スキー帽ぼうに、トレンチコート。目には、右のレンズがとれた丸まる縁ぶちグラス。暗あん視しゴーグルの類たぐいはしていない。前に会った時と同じ格かつ好こうだ。

「いや……助かった。礼を言うよ」

　苦笑いし、ショウゴが返す。

「──わわっ？　このオッサンは……！」

　遅おくれてやってきたエイジが、グッドマンの後方で声をあげた。

「どうして、俺たちの居い場ば所しよがわかったんだ？」

　ショウゴと同じ質問。

「昼間は、うまく逃にげたつもりだろうが……」

　グッドマンの手のひらが、ショウゴの肩かたに掛かった。

「……俺を出し抜ぬくには詰つめが甘あまかったな？」

　指先でジャケットの襟えりを探さぐり、仕掛けておいた切手大の発信機を取り出してみせる。

「それは──そうか、あの時……」

　ショウゴは、仲ちゆう介かい所じよでグッドマンに肩を摑つかまれたことを思い出した。

「ったく、しっかりしてくれよ、ショウゴ！」

　エイジが相あい棒ぼうの不覚を嘆なげいた。

「そのセリフ、そっくり返すぜ、ノストラダムス」

　当てにならない予知能のう力りよく者しやを、ショウゴが皮肉る。

「おいおい、予知ってのは、同じ能力の干かん渉しように敏びん感かんなんだぞ？　こんな近きん距きよ離りで《力》を使い合ったら、混こん線せんして当たり前──」

「依い頼らい人にんは、この奥おくか？」

　エイジの言い訳わけを遮さえぎり、グッドマンが訊きいた。

「いいや、この部屋はダミーだ」

　ショウゴが首を振ふる。

「一いち応おう、十階が本丸さ」

　エイジが人差し指を立てる。

「では、他にも護ご衛えいがいるのか？」

「十階に？　まさか、俺が下りてきてるんだぜ」

「何だと！」

　グッドマンはエイジの胸むなぐらを摑つかんだ。

「依頼人を放ってあるのかっ？」

「心配ねえって！　部屋のまわりはトラップだらけだ。それに、もう予知した人数分、敵てきは仆たおしてるしな。第一ラウンド終しゆう了りようさ」

　グッドマンの手を叩たたき、エイジが言った。

「クソッ！」

　舌したを打ち、グッドマンはエイジを突つき放した。トレンチコートを翻ひるがえし外廊ろう下かへと駆かけていく。

「どうしたってんだ、あのオッサン？」

　ヨレヨレになった戦せん闘とう服ふくの胸元を直しつつ、エイジが首を傾かしげた。

「お前の予知……」

　呟つぶやきを落とし、ショウゴが天てん井じようを仰あおぐ。

「確たしか、混線してたんだよな？」

　言葉が終わるや、天井がずしんと震ふるえた──エイジの仕し掛かけたトラップの発動。

「げげっ？　まだ敵がいやがったのかぁ？」

「──しっかりしてくれよ、相棒」

　動どう揺ようするエイジの横を擦すり抜け、ショウゴはグッドマンを追いかけた。




　最上階、一〇〇一号室。

　リビングに、雨が降ふり注いでいた。爆ばく弾だんトラップの炎ほのおに反はん応のうしたスプリンクラーのシャワー。その中に、白はく煙えんをまとう黒い人ひと影かげがあった。エイジの視み落おとした、第四の殺し屋。

　フルフェイスのヘルメットと鎧よろいの如ごときプロテクターで全身を覆おおう殺し屋の左ひだり腕うでは、曲がるはずのない方向に曲がっていた。トラップの爆風をまともに浴び、壁かべに叩きつけられた際さいに捻ねじ折れたのだ。他にも、火薬と一いつ緒しよに仕し込こまれていた金きん属ぞくの鋲びようが、プロテクターで覆いきれなかった部位に刺ささって血を滴したたらせている。

　常じよう人じんなら、立ち上がることなどできないほどの重じゆう傷しよう。にも拘かかわらず、殺し屋は平然と歩きだした。曲がった左腕の方向を無む造ぞう作さに戻もどし、リビングと隣となり合わせた和室へと向かった。

　和室へ足を踏ふみ入れるや、嵐あらしが沸わき起こった。壁に埋うめ込まれたライフルダーツの一いつ斉せい発はつ射しや。二百発の弾だん丸がんが空間を交差し、障しよう害がいとなるもの全すべてに牙きばをたてる。茶だんすが崩くずれ、机つくえが砕くだけ、畳たたみが藺い草ぐさを散らした。殺し屋も例外ではなかった。全身に火花を咲さかせ、血ち煙けむりを噴ふいた。それでも、歩みを止めることはなかった。

　嵐が止んだ時、殺し屋はゴールの手前にいた。和室を抜けた先にある、洋間。そこに、彼が獲え物ものと決めたクリタ・ノゾミとマホがいるのだ。

　煌きらめきが、殺し屋の黒い手首の下から伸のびた。高周波ブレード。右腕が振り上がり、洋間への扉とびらが斜ななめに裂さけて、中へ落ちた。

　ほのかな灯ひが、殺し屋を照らした。

　爆風に耐たえ、弾丸を禦ふせぎ切った傷きずだらけのヘルメットが、灯の源みなもとへ向けられる。窓まど際ぎわに据すえられたダブルベッドの上に、携けい帯たい式の蛍けい光こうランプが置かれている。クリタ母子おやこは、そのすぐ傍そばにいた。ベッドの隅すみで毛もう布ふを被かぶり、じっとしている。

　斬きり落とした扉を踏み越こえ、殺し屋は獲物へと歩んだ。上体を覆うプロテクターの肋あばらの位置から湾わん曲きよくした四対ついの刃やいばが迫せり出し、それらの間に鋭するどく尖とがった鉄刺スパイクが並ならんだ。皆みな、愛いとしき獲物を抱だき締しめるためのギミック。

　蛍光ランプに照らされた殺し屋の影かげ法ぼう師しが、母子の身を潜ひそめる毛布を黒く塗ぬり潰つぶした。巨おおきな影が振りかぶり、間ま延のびした唸うなりをあげる右の刃をゆっくりと降こう下かさせる。

「──止やめろっ」

　怒ど声せいが部屋へ飛び込み、複ふく数すうの銃じゆう撃げき音おんと重なった。

　二発が、殺し屋の肩かたと背せに命中し、一発がヘルメットに弾はじかれ、ベッドの隅で盛もり上がった毛布の横へ突き刺さった。

　これでは母子おやこを巻まき添ぞえにしてしまう──グッドマンは唇くちびるを嚙かみ、アサルトライフルの構かまえを解といた。堅かたい銃じゆう尻じりを上にすると、着弾してもなお刃を引かぬ殺し屋へ、突とつ進しんした。

「うぉおおおおおお！」

　雄お叫たけびに殺し屋が翻ひるがえり、高周波ブレードを見み舞まった。

　切っ先がグッドマンの頭をかすめ、スキー帽ぼうを飛ばした。ひるまず、グッドマンは懐ふところへ踏み込み、銃尻を殺し屋のヘルメットへ打ちつけた。

　黒ずくめの身体からだがわずかによろめいた。が、すぐに体たい勢せいを戻し、グッドマンの体当たりを受けとめた。

　グッドマンのまとう抗こう弾だん仕様のコートは役に立たなかった。内側に編あみこまれたスペクトラ繊せん維いは銃弾に強くても、鋭えい利りな刃物に対しては脆ぜい弱じやくなのだ。殺し屋がその身に生やした刃の群むれは易やす々やすとコートを貫つらぬき、グッドマンの身体へ深く沈しずんだ。

「ハ、ザ、キ……」

　血の泡あわを吹ふきながら、グッドマンは己おのれの顔をヘルメットへ押おしつけた。

　殺し屋の──ハザキの──〈屍鬼グール〉の応おう答とうはなかった。ただ、傷きずつき汚よごれた防ぼう弾だんバイザーの奥から、底無しの闇やみを湛たたえた虚うつろな瞳ひとみを向けただけだった。

　ハザキの背中で組まれたグッドマンの両手がにわかに緩ゆるんだ。失血による脱だつ力りよく。意い志しとは関係なく、両りよう膝ひざが笑う。

　ハザキが向き直りの動作で払はらうと、グッドマンはあっさりとくずおれた。

　もはや動けなくなった男には一いち瞥べつもくれず、ハザキはベッドへ上った。ギシギシとスプリングを軋きしませ、クリタ母子のくるまる毛布を仁に王おう立だちに見下ろした。死の恐きよう怖ふに硬こう直ちよくしているのか、毛布はぴくりとも動かない。

　ハザキは右腕をわずかに引いた。狙ねらいを定め、手の先で振しん動どうするブレードを垂すい直ちよくに繰くり出した。

　気配に気づいたのは、直後だった。切っ先が反応し、垂すい直ちよくから水平に動きを変えて、背はい後ごを薙ないだ。

　手て応ごたえは、希き薄はく。宙ちゆうを舞まう髪かみの破は片へんが、ハザキの暗い瞳に映うつった──時には、右腕を取られていた。

　両足が浮うき、全身が重力を喪そう失しつした。景色が流れ、破は砕さい音おんと煌きらめきが生じ、最後に夜の闇が広がった。

　窓そう外がいへ投げ飛ばされた殺し屋は、悲鳴もなく、三十メートル下のアスファルトへと墜おちていった。




「──おい、あんた」

　呼よび掛かけの声が、霧きり掛がかったグッドマンの意い識しきを晴らした。
















　目の前に、ショウゴがいた。

「た、頼たのむ……」

　上体を起こしてもらい、背中をベッドへもたせかける。

「……彼女、たちは……」

　全身に湧わく痛いたみに呻うめきつつ、グッドマンは身を捻ひねって右腕を伸ばした。クリタ母子おやこの無事を確たしかめるべく、毛布の裾すそを摑んで引き寄よせた。

「なっ……？」

　グッドマンの瞳が縮ちぢんだ。

　剝はがされた毛布の下に、クリタ母子の姿すがたはなかった。代わりに寄より添そいうずくまっていたのは、のっぺらぼうのダミー人形。

「どういう、ことだ？」

　ショウゴへ視線を流して、問いただす。

「見ての通りだ。あの母子は国家権けん力りよくによって保ほ護ごされている。身の安全と復ふく讐しゆうの遂すい行こう。このふたつを条じよう件けんに、クリタ・ノゾミは《復讐法》の取り下げの撤てつ回かいに応じた」

　ショウゴが偽いつわりのない事実を告げた。

「フ、フフ……なんてこった……」

　乾かわいた笑いが、グッドマンを震ふるわせる。

「ショウゴ」

　もう一人の声がした。

「ヤツがいねえ」

　壊こわれた窓まどから下を覗のぞき込こんでいたエイジが、肩かたをすくめて振ふり返った。

「聞きしに勝まさる、不死身っぷりだぜ。ブギーマンかっつーの」

　古い恐怖映画の主人公の名を引っ張ぱり出し、エイジが呆あきれる。

「……なぜ、こんな無茶をした？」

　血ち塗まみれの巨きよ軀くを調べながら、ショウゴが訊きいた。グッドマンの傷きずは深い。

「あんたの目的は、〈屍鬼グール〉のオリジナルを狩かることのはずだ。なのに、なぜ、母子を庇かばった？」

　グッドマンの笑いが途と切ぎれた。真実を知るショウゴの言葉に驚おどろいたものの、それについて聞き返すことなく、静かに息を吸すい込んだ。

「もう、奴やつに殺させたくなかったんだ──」

　吐と息いきが、告白の言葉を紡つむぎだした。




　　　　７




「……俺おれのいた、あの街は死にかけていた……中部防ぼう衛えい戦せんの終しゆう盤ばん……内戦の終わる八か月前……」

　ショウゴの駆かるエレキ・カローラのナビシート。創そう痍いの身を横たえる男の口調は、弱々しくも穏おだやかだった。

「物ぶつ資しの輸ゆ送そうルートを断たたれ、友軍との交信も途と絶ぜつ……義ぎ勇ゆう兵へいを含ふくむ兵力の半分が失われ、残りもほとんどが負ふ傷しよう……ナゴヤは陥かん落らく寸すん前ぜんの砦とりでだった」

　すれ違ちがう夜の街に昔せき日じつの光景を重ね合わせ、グッドマンは哀かなしげに目を細めた。朱しゆとオレンジと赤。眩まばゆい戦火に染そまる街。長い間、語ることのなかった記き憶おくの封ふう印いんが焼け落ちていく。

「……迫せまりくるクーデター軍は降こう伏ふくを認みとめず殺し尽つくす、狂きよう気きの集しゆう団だんと化していた……それでも、俺たち軍ぐん属ぞくは撤てつ退たいしなかった……傷つき動けぬ仲間と、巻き込まれた民間人を護まもるために留とどまった……民間人の多くは、女子こ供どもや老人。義勇兵として加わった男たちの家族も大おお勢ぜいいた……後方からの援えん軍ぐんを信じて、耐たえるしかなかった……」

　溜ため息が、乾いた唇くちびるに擦こすれて、ひゅうと鳴る。

　ショウゴはハンドルを左へ切りつつ、グッドマンを窺うかがった。

　夜間照明に浮うかぶ巨きよ体たいが波打つたびに、応おう急きゆう処しよ置ちの包帯に滲にじむ色が濃こくなっていくように見える。

「……実じつ際さい、よく頑がん張ばったと思う。じりじりと圧おされながらも、最終防衛ラインを結ぶ四つの要所は簡かん単たんには陥落おとされなかった……しかし、兵力の差は歴然。日にちが経たつにつれ数を増ますクーデター軍に対し、こちらの兵は次々と傷つき、野戦病院は怪け我が人にんで溢あふれた。たちまち医薬品が底を尽き、輸血用の血けつ液えきも足りなくなった……それらがなければ、医者にできることはごく限かぎられてしまう……苦しむ兵士の多くは安楽死を求めた。だが、俺にはそれができなかった。命を救うことこそ医い療りようだと教えられ、自らもそれを信しん条じようとしてきたからだ……最終的には、義勇兵の家族の懇こん願がんで、俺は決意をした……〈コンテナ〉の中身を使うことを──」

　嗄かれた咳せきで、話が中ちゆう断だんした。しわ寄せた額ひたいを、大おお粒つぶの汗あせが流れていく。

「おい、もう……」

　話さない方がいい、と言い掛かけたショウゴへ、グッドマンが、構かまわないと首を振る。

「……〈コンテナ〉には、富士の〈研究施し設せつ〉から運びだした新薬が入っていた。持ち出せたのは、奇き跡せきだった。輸送部隊はほぼ全ぜん滅めつ……開発に携たずさわった人間も……俺一人を除のぞいては……」

〈研究施設〉は、この国の医療・科学技ぎ術じゆつを結集した政府直属の非ひ公こう式しき機関である。以前は富士の国立公園内に本ほん拠きよを置いていたが、内戦時の攻こう防ぼうで機き能のうを失い、現げん在ざいは首都キョウトの近きん郊こうに移うつされている。

「……それは、画期的な新薬だった……医療に革かく命めいを起こすほどの……はじめは、人間の潜せん在ざい能のう力りよくを引き出すための興こう奮ふん剤ざいとして研究されていた……その過か程ていで偶ぐう然ぜんに出来上がったんだ……いかなる型の血液とも融ゆう合ごうする、代用血液……それを、兵士たちに使った」

（代用血液……？）

　現〈研究施設〉と浅からぬ因いん縁ねんを持つショウゴにも、初めて聞く話だった。

　人の血液は、成分単位でならともかく、完全に人工合成することはできない。輸血用の血液はいまだに献けん血けつに頼たよっている。あらゆる型の血液と拒きよ絶ぜつ反はん応のうを起こさない人工血液などありえないのだ。

「フフ……信じられない、か？」

　怪け訝げんの表ひよう情じようを浮うかべるショウゴに気づき、グッドマンがぎくしゃくとした笑みを作る。

「だが、事実だ……俺は、死を待つしかない彼らの命を救うため、それを使った……父を……夫を、息子むすこを助けてくれと縋すがる家族の願いを叶かなえるため……己おのれの信条を貫つらぬくため──」

　グッドマンの歯がぎしりと軋きしんだ。眉み間けんが歪ゆがみ、震ふるえが全身を覆おおった。

「──全すべて、言い訳わけだ」

　搾しぼり出すように、前言を否ひ定ていする。

「……見てみたかったんだ。自分の研究の成果を……確たしかめたかった……人間に有ゆう効こうかどうか。だから使った。咎とがめる良心に、言い訳して……」

　戦慄わななきで、声のトーンが激はげしく上下する。

「……でも、成功はしたんだ」

　許ゆるしを乞こうような表情で、ショウゴの横顔を見上げる。

「代用血液としては、百パーセント有効だった……多くの命が救われ……それだけじゃない。戦せん闘とう不能だった者の多くが、短時間で銃じゆうをとれるまでに回かい復ふくしたんだ。彼らは士気高く、再ふたたび戦場へ向かった。勇ゆう猛もうに戦い、防衛ラインを圧おし返した。俺はその報しらせを聞き、小こ躍おどりしたよ。彼らの戦いぶりを見ようと、前線まで出掛けていった──」

　言葉が失速し、再び途切れた。

　沈ちん黙もく。

　ちらと見下ろしたショウゴの視し線せんを、グッドマンが怯おびえた目で見つめ返す。

「……俺が着いた時、彼らはいなかった。出で迎むかえたのは、戦場に累るい々るいと横たわるもの言わぬ敵てき兵へい……いや、それらはもう人の形をしていなかった……喩たとえるのなら、爆ばく撃げきを受けた屠と場じよう……胃液と一いつ緒しよに、恐きよう怖ふがこみ上げた。恐おそるべき胸むな騒さわぎ……俺は急いで拠点へ戻もどった……黒こく煙えんが立ち上っていた……俺は銃の安全装そう置ちを外すと、まっすぐに公立体育館を目指した。転がる幾いくつもの死体には目をくれずに疾走はしった。民間人の多くが避ひ難なんしているその施設へ……」

　グッドマンは目を逸そらし、ぜいぜいと喘あえいだ。汗が顔中を濡ぬらしている。限げん界かいが近い。

　ショウゴは、しかし、無言で告白の続きを待った。止めたとしても、グッドマンは拒絶するに違ちがいない。それに──。

「扉とびらは、半開きだった」

　続きが始まった。

「足元が、なぜかぴちゃぴちゃと音をたてた……何で濡ぬれているのか、わかっていたが認みとめたくなかった……扉を開くまでは。その先に前線で見たものと同じ地じ獄ごくを見るまでは……あ、ああ……」

　嗚お咽えつが、語ご尾びに連なった。

「……そこにいた民間人は、一人も生きちゃいなかった。ただの、塊かたまり……真っ赤な肉にく塊かい……前線の兵士も混まじっていた……戦場で敵を惨ざん殺さつした彼らは、次の獲え物ものを求めて陣じん地ちへ戻り、味方を殺した。それでも足らず、遂ついには仲間どうしで……代用血液の──〈屍鬼グール〉の本来の効こう果かだ……」

「本来の効果？」

　ショウゴが初めて聞き返した。

「〈屍鬼グール〉は、脳のうの一部に作用し、その機能を狂くるわせる……本能と関連のある大脳辺へん縁えん系けい、生命維い持じや脳内情じよう報ほうをコントロールする脳のう幹かん……これらを変へん質しつ、或あるいは麻ま痺ひさせて、人を暴ぼう走そう状じよう態たいに陥おちいらせる……興奮を得るために刺し激げきを求め、その度たびに脳内麻薬が過か剰じよう分ぶん泌ぴつされ、さらなる行動へとかきたてる……それを止めるための良心や痛いたみによる恐怖は、彼らにはない。欲よく望ぼうのまま満たし続けるだけだ……兵士たちは戦場で敵を殺すことを刺激とし、歯止めが利きかなくなった。だから見分けもつかず、自らの家族にも手を掛かけてしまった……奴やつも……ハザキもその一人だった」

　見開かれたグッドマンの目に涙なみだが溢あふれた。

「ハザキは、内戦前に現げん役えきを退しりぞいた元レンジャー隊員だった……妻さい子しと共に故郷ふるさとへ帰り、民間人として暮くらしていた……再び志願したのは、家族を護まもるため……奴は泣いていたよ。とてつもなく大きな血ち溜だまりの中で……半分になった妻と娘むすめの頭を抱だき抱かかえて……それを見て、俺は我われに返った。下げていた銃をハザキへ向けた……せめてもの慈じ悲ひ──いや、これも言い訳だ。俺は悪あく夢むを消し去りたかっただけだ。自分の犯おかした罪つみの大きさを認めたくなかっただけだ。傲ごう慢まんで、独どく善ぜん的てきな、卑ひ怯きよう者もの……人間の、クズだ」

　己おのれを罵ののしる言葉を並べて、目をつむる。流れ出た涙は、レンズのない右側だけ。

「……引き金を引くと同時に、建物の屋根が崩くずれた……クーデター軍による爆撃……全すべてが焼かれ、瓦が礫れきの下に葬ほうむられたと思った……」

「しかし、彼らは生きていた」

　ショウゴが代わりに言葉を継ついだ。

「内戦から十年近くも経って、なぜ、今いま頃ごろ？」

　質しつ問もんを繫つなげて、シフトレバーを弾はじく。

「……わからない。ハザキたちが現われたのは、ここ一年の間だ……はじめは関かかわらないつもりだった……奴らが執しつ行こう代理人として身を潜ひそめて生きているのなら……だが、そのうち仲間を増やし始めた……悪夢が頭をよぎった。あの悲ひ劇げきを繰くり返させてはならない……保ほ身しんではなく、純じゆん粋すいにそう思った。そして、ハザキの動向を探さぐるうちに、思いは決意へと変わった」

　グッドマンは目を開いた。涙はもう涸かれていた。短く息を吸すい、長く吐はき出す。乱みだれた呼こ吸きゆうが少しずつ治まっていく。

「……ハザキが標的の条じよう件けんとするのは、二十代の日本人女じよ性せいで幼よう児じ期きの女の子こ供どもがいること……奴は今でも捜さがしてるんだよ。自分が殺してしまった妻と娘むすめを……似にた母子おやこを見つけては失望し、殺し続ける……こんな酷むごいことがあるか？　無む間げん地獄だ。突つき落としたのは、この俺……だからこそ、救いたかった。悲劇の連れん鎖さから……これ以上、殺させないこと……それが俺のとるべき贖しよく罪ざいの方法だった……」

　シートの横にあった手のひらが上体へはい上がり、血の滲にじむ胸むな板いたを撫なでる。

「覚かく悟ごの上、か」

　暗い横道へ車を乗り入れ、ショウゴが呟つぶやく。

「けど、あんたが死んじまったら、奴は救えないぜ？」

「いいんだ。後こう継けい者しやができた」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、再ふたたびショウゴの横顔を捉とらえた。

「勝手に決めるなよ。タダ働きはゴメンだ」

「じゃ、俺の左目でどうだ？」

　グッドマンが胸板から手を上げ、掛けていたグラスをとった。

　片方だけ残ったレンズに隠かくされていた左目が、計器を照らすライトの光をぼんやりと反はん射しやした。視し線せんが、ショウゴを見つめる右目とは別方向に注がれている。義ぎ眼がんだ。

「……爆ばく撃げきの時にホンモノを失くした。以来、何も見えず、涙も流せないが、ちょっとした金庫として使っている」

「金庫？」

　問いかけに答える代わりに、グッドマンは慣なれた手つきで義眼を取り外した。

「これをやる……たぶん、重要なモノだ。連中にとっては……」

「連中？」

「……〈研究施し設せつ〉さ。お前さんのスポンサーだろ？」

　ショウゴは答えなかった。〈研究施設〉はグッドマンの思い込こみだが、否ひ定ていしても詮せんなきこと。どのみち依い頼らい主ぬしを明かすことはできない。それが最さい低てい限げんのルールだからだ。

「連中は、何度もしつこく接せつ触しよくしてきた……〈屍鬼グール〉を有効活用するために、協力してほしいと……フン、何が有効だ……もちろん、その度たびに断ことわってやった。きつくな……最後通告ってやつも何回か受けたよ……連中は、俺おれが〈屍鬼グール〉のデータと一いつ緒しよに外国へ身売りするんじゃないかと疑うたがってるのさ……」

　吐と息いきが、笑いで震ふるえた。

「……この目玉の中に、全すべて収おさまってる……失われたはずの〈屍鬼グール〉の全データ……思い切り高く売るといい」

　グッドマンは、義眼を握にぎる手をショウゴの膝ひざへのせた。

「しつこいぞ、自分でやれ」

　ぶっきらぼうにショウゴが言った。

「無理、だ……自分の身体からだだ……よくわかる」

「きっと治してくれる。名医だからな。俺が保ほ証しようする」

　ショウゴは車を停とめた。

　街灯もない、真っ暗な坂の途と中ちゆう。

「着いたぞ」

　ショウゴはヘッドライトを上向け、建物を照らしてみせた。

「ここ、は……」

　グッドマンは右目を見み張はり、息を詰めた。

　見覚えのある、白いタイル張りの外がい壁へき。

「あんたの家さ」

　サイドブレーキを引き、ショウゴが答えた。

「……なぜ、わかった？」

　低く、グッドマンが問うた。

「ヨシオ」

　ショウゴが、ドクター・シードの言った息子むすこの名前を口にする。

「良グツド、男マン──ヒネリのない通り名だ。それに……」

　切れ長の目が、毛もう髪はつのないグッドマンの頭を見み据すえた。

「ハ……ハゲを馬ば鹿かにするなっ。これは──」

「桜井家の伝でん統とう、だろ？」

　セリフを先取りし、ショウゴは悪戯いたずらっぽく笑えんだ。

「ひどい、野や郎ろうだ」

「何とでも」

「帰れるかよ……今さら……でかいことを言って、この家を、おふくろを捨すてた……なのに、やってきたことは裏うら切ぎりばかり……医者として人を救うどころか……合わせる顔なんてあるかよ」

　苦しげに、呻うめくように、グッドマンが言った。

「知ったことじゃない」

　優やさしい口調で突つき放し、ショウゴはドアを開いた。

　ひんやりとした異い民みん街がいの夜気が、グッドマンの溜ため息を白く染そめた。




〈救急指定〉〈完全予約制せい〉とペイントされた磨すりガラスが、激はげしく震えた。

　午前五時。この時期の早朝は、まだ日が昇のぼらない。眠ねむりの黒に沈しずんだ住じゆう宅たく街に、扉とびらを叩たたく音だけが響ひびいている。

「何してるんだ？」

　なかなか出てこない家主に苛いら立だち、ノックを続けるショウゴの拳こぶしが早くなる。

「おふくろは……一度、寝ねると……なかなか起きないんだ……昔、から……」

　背せ中なかに負ったグッドマンが、耳元で囁ささやいた。いや、囁いたのではなく、それほどに声が細いのだ。

「……頭にきた救急隊員が、車で突っ込んだこともあった……それでも、起きなくて……代わりに、寝ね呆ぼけて出で迎むかえた俺が、救急隊員に怒ど鳴なられた」

　含ふくみ笑いに、グッドマンの巨きよ体たいが震えた。

　生温かな感かん触しよくがショウゴの背に染しみ、足元へと滴したたる。

「ドクター・シード！」

　ショウゴは声をあげた。グッドマンの震えが徐じよ々じよに失うせていく。

「……ダメだ、そんな呼よび方じゃ……」

　グッドマンが小さく首を振った。消え入りそうな声で、ショウゴに開門の合い言葉を呟つぶやいて聞かせる。

「おい！　おタネさんっ！」

　教えられたセリフを叫さけび、ショウゴは扉を連打した。

「そう、だ」

　グッドマンが言った。

「そう呼ぶと……怒おこって……出て、くる──」

　吐息で、フフフと笑い、うな垂だれる。

「──おいっ？」

　重たくなった背中へ、ショウゴが声を掛けた。

　返ってきたのは、沈ちん黙もく。

　ショウゴは、拳こぶしを止めた。嚙かみ締しめた奥歯が、きしりと呻うめいた。

　やがて、磨すりガラス越ごしに、明かりが点ともるのが見えた。

「誰だれだえっ？　こんな朝っぱらから！」

　しわがれた怒鳴り声が近づいてきた。
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　老女医は、診しん察さつ台だいの傍かたわらに立ち尽つくしていた。

　彼女の見下ろす先に、男の亡骸なきがらが横たわっている。

　執しつ行こう代理人、グッドマン。陸自政せい府ふ軍ぐん医科学部隊、サクライ三さん尉い。青年医師、桜井良男。三つの時代と三つの顔を持つ男。

　冷たくなった身体からだは、きれいに清められていた。傷きずは丁てい寧ねいに縫ほう合ごうされ、血まみれの服は、彼がかつて愛用していたパジャマに替かえられている。みな、老女医──ドクター・シードが一人で行なったものだ。

　ショウゴの背中に息いき絶たえた息子むすこの姿すがたを見た時、ドクター・シードはその名を呼よぶこともなく絶ぜつ句くしたが、決して取り乱みだしたりしなかった。涙なみだも見せず、淡たん々たんと医者としてできることをやってのけた。

　そして、今、全てを終えたドクター・シードは、母親として、息子の死に顔を見つめている。十余よ年ねんという空白の時間を埋うめようとでもしているかのように、ほとんど瞬まばたきもせず、眼まな差ざしを注ぎ続けている。

　ショウゴは、診察室の隅すみで、母子おやこの再さい会かいを見守っていた。

　かれこれ一時間。サッシの外がうっすらと白み始めている。

　にわかに、ジャケットの胸むねポケットが震ふるえた。カード式携けい帯たい電話の振しん動どう。

　ショウゴは扉へ歩むと、そっとノブを摑つかんだ。

「……ひとつ聞かせておくれ」

　ドクター・シードの声がした。

「この子は、やるべきことをやり遂とげたのかい？」

　ショウゴは振ふり返り、無言で老女医を見み据すえた。

「……なら……頼たのめないかね？　この子の代わりに……あたしのために……」

　息子に目を落としたまま、ドクター・シードが言った。

「終わったら、報しらせよう」

　答え、ショウゴは診察室をあとにした。

『……居い場ば所しよを突き止めたぞ』

　カード電話を耳に当てると、エイジの声が聞こえてきた。

『あんたが、ヤツを投げた時に付けた発信機。どうやらバレずにすんだみたいだ』

「場所は？」

　待合室を通り、玄げん関かんへ向かう。

『北十七区、倉庫街だ』

「わかった」

　ショウゴは磨すりガラスの扉とびらを開いた。

「──良男ぉおお……」

　息子の名を呼び泣き崩くずれるドクター・シードの声が、閉とじる扉の向こうに消えた。
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「ややや、約束が違ちがうぞっっ？」

　ビル四階分相当の高い天てん井じようを持つ建物の内部に、男の泣き言が響ひびき渡わたった。

　キサーズシティ北十七区、関東製せい鉄てつ物流センター。用途別に精せい密みつ加工された金属資し材ざいを保ほ管かんし、取引先へ発送するための大型倉庫は、ほとんどがらんどうに近かった。業ぎよう務むの効こう率りつアップを計るため、臨りん海かい部ぶの西区へ移い転てんが決まったからだ。残っているのは、不良在庫の鉄てつ骨こつ類や運うん搬ぱん用機器だけ。もちろん、センターとしての機き能のうは停止している。

「あ、ああ、朝まれには、かか片かた付づくと言ったらやいかっ！」

　男──稗ひえ田だ貴たか明あきはろれつが回らなかった。酒に酔よっているわけではない。後天的原げん因いん──薬物中毒の後こう遺い症しようによる言語障しよう害がい。

　稗田は、学生時代に覚えた麻ま薬やくにはまって中毒となり、遂ついには錯さく乱らんして見ず知らずの十五人を殺傷する事じ件けんを起こした。常じよう人じんなら終しゆう身しん刑けいは免まぬがれない重じゆう罪ざいである。だが、彼は罪つみに問われなかった。心神喪そう失しつ者しやはこれを罰ばつせず、の３９法に救われたのだ。そう、彼は思っていた。病院で麻薬を抜ぬきリハビリを終えたら、また大手を振って遊び回れると思い込こんでいた。しかし、退院するや、３９法が無効化できぬ唯ゆい一いつの法ほう律りつによって訴うつたえられた。

《復ふく讐しゆう法ほう》である。

　訴えたのは、稗田が殺した父子おやこの家族だった。今度は、稗田が殺しの的となったのだ。

　稗田は、実家に泣きついた。父親が、この倉庫を所有する同族企き業ぎよう、関東製鉄の常務だった。学生時代から家の財ざいをくすねては放ほう蕩とう、挙げ句く、麻薬に溺おぼれて殺傷事件を起こし、一族の名に泥どろを塗ぬった彼は、既すでに勘かん当どうされていたが、以後一いつ切さい関かかわらないことを条じよう件けんに、執行代理人を雇やとう金と隠かくれる場所を与あたえてもらった。

　けれど、せっかく手に入れた金を全部使うのは、もったいない。稗田は姑こ息そくに考え、闇やみの仲ちゆう介かい屋やに〈安くて腕うでのたつ〉〈二、三人〉の執行代理人を頼んだ。

　やってきたのは、九人の男たちだった。話と違ったが、料金は同じなので納なつ得とくした。腕の方は注文通りだった。原告側の執行代理人を四日と経たたずに始末し、その後も、追加で雇われた連中を悉ことごとく撃げき退たい、今日未明からは原告本人の抹まつ殺さつに着手していた。

　執しつ行こう期間中に原告が死ねば、自動的に被ひ告こくの免めん罪ざいが確かく定ていする。朝までには、それが実じつ現げんしているはずだった。ところが、抹殺に向かった代理人たちは返り討うちに遭あい、一人だけおめおめと逃にげてきた。しかも、相手方の代理人に追われているらしい。

「だだ、だから、あれほろ言ったんら！　無理をするころないって！　それをお前らは……！」

　黙もく々もくと準じゆん備びする四人の執行代理人たちへ、稗田が怒いかりをぶちまける。今日を過すぎれば、執行期間の七日が終わり、どのみち免罪だったのだ。それをわざわざ原告を殺しに出向いて失敗し、依い頼らい人である自分を死の危き険けんにさらしている。プロとしてあるまじき失しつ態たいだ。

「人数らって、こんなに減へっちまって……いっらい、ろうするつもり──」

「──口を塞ふさげ、クズ野や郎ろう」

　執行代理人の一人が、くぐもった声で凄すごんだ。眉まゆの薄うすい三さん白ぱく眼がん。若わかくはないが、頑がん強きようそうな幅はば広ひろの肉体。他の仲間と同様、抗こう弾だんシールド付きのアサルトヘルメットを被かぶり、都市迷めい彩さいの戦せん闘とう服ふくとボディアーマーを身に着けている。

「くく、クズっ？　俺がクズらって？」

　これまで丁てい寧ねい語ごで受け答えしていた代理人の豹ひよう変へんぶりに、稗田は狼狽うろたえた。

「クズさ、お前は。ヘドが出るくらいのな」

　別の一人が嘲せせら笑った。前歯の欠けたあばた面づら。歳としは稗田と同じくらい。二挺ちようの短機関銃で武ぶ装そうしている。

「死にたくなければ、おとなしくボスのそばで縮ちぢんでいろ」

　顔色の悪い三人めが、忠ちゆう告こくする。四人の中で一番の瘦そう身しん。年ねん齢れいは、三白眼とあばた面の間ほど。落ち窪くぼんだ目が、虚うつろだ。

　稗田は返す言葉を失い、空コンテナの上に立つ代理人のリーダー・ハザキを、おどおどと振ふり仰あおいだ。

「ひっ……？」

　目に飛び込んだ異い様ような光景に、ぎょっとする。

　ハザキが、バトンほどもある銀色の注射器を握にぎり、長大な針はりをヘルメットの下から後頭部へ挿さし入れていた。注入ではない。自らの血けつ液えきを抜いているのだ。

　やがて、呻うめき声ひとつあげることなく採さい血けつを終えると、ハザキは引き抜いた注射器を無む造ぞう作さに仲間へ放った。

「うひょぉ！　直チヨクでもらうのは初めてじゃねえか？」

　注射器を受け取ったあばた面が、声を弾はずませた。

「三等分だぞ？」

　やせっぽちが言った。

「心配するなよ。独ひとり占じめにしやしねえ」

　あばた面が、濡ぬれた針はりをぺろりと舐なめる。

「早く、回せ。時間がない」

　三白眼が促うながした。

　あばた面が目でうなずき、針先を自分の首くび筋すじに突つき立てた。ピストンを三分の一ほど押し込むと、すぐに抜いて、三白眼へ投げた。

　三白眼から、やせっぽちへ渡るころには、あばた面に変化が顕あらわれていた。

　青筋が顔面に浮うき立ち、剝むかれた目玉が血の色に染そまった。全身を打ち震わせ、獣けものの如ごとき咆ほう哮こうを天てん井じようへ放った。

　三人の中でもっとも劇的な変化を遂とげたのは、やせっぽちだった。いや、もはやそう呼よぶのは相応ふさわしくなくなっていた。盛もり上がった筋きん肉にくが、戦闘服をパンパンに張らせている。

「うぅうぅうぅ、最高にキテるぜぇえぇえぇえ！」

　恍こう惚こつの表ひよう情じようを浮かべ、あばた面が喚わめいた。よだれが口の端はしから垂たれている。

「こ、これが、〈屍鬼グール〉の……真の効力なのか」

　顔を紅こう潮ちようさせた三白眼が、荒あらい息で呟つぶやく。

　やせっぽちからマッチョに転じた三人めは、全身から熱気をたたせてぼんやりしている。

　稗田は、そろそろと後あと退ずさった。自分はとんでもない化け物たちを雇やとってしまった。もはや、彼らに命令できる立場にはない。従したがうだけだ。そうすれば、命は助かるだろう。少なくとも、原告側の執しつ行こう代理人に殺される心配はない。あとは、目の前の連中が気き紛まぐれな殺意を自分に向けることのないよう祈いのるだけだ。

　コンテナ群ぐんの隅すみに座すわり、稗田は小さく身を縮こまらせた。

「──ボス」

　三白眼が、ハザキを振り返った。

「まずは、我われ々われにやらせてください。身み裡うちにうねる、この力……試ためしてみたい」

「俺おれも、はち切れそうだぜぇえぇ！　ぜんっぜん、死ぬ気がしねぇえぇえぇ！」

　あばた面が、よだれを拭ぬぐった。

　ハザキは無言だった。表情は、フルフェイスのヘルメットに隠かくされて、窺うかがい知ることはできない。ただ小さく頭を傾かたむけ、部下の申し出に了りよう承しようを示しめした。

　不意に、レールを滑すべる車輪の呻きが、遥はるか前方から押おし寄よせてきた。天井を支ささえる鉄柱が並なみ木き道みちを成す先で、ロックしたはずの搬はん入にゆう口ぐちが開こうとしていた。

　マッチョが右方へ走り、あばた面が得物を両手に構かまえて左へ向かった。三白眼は射さし込こんでくる外光に目を細め、まっすぐに歩きはじめた。

　扉とびらが中ちゆう途とで動きを止めるや、あばた面の二挺ちようマシンガンが吠ほえた。ばらまかれた銃じゆう弾だんが鉄扉を激はげしく叩たたき、無数の火花を咲さかせて散らす。

　左右合わせて八十発の弾丸は、十秒経たずに射うち尽つくされた。

　空のマガジンを落とすあばた面に代わり、マッチョがアサルトライフルの狙ねらいを入り口に定める。

　破は砕さいの音が降ふったのは、直後だった。壊こわされた屋根の破は片へんと共に、小こ柄がらな人ひと影かげがあばた面のすぐそばに着地した。

　エナメルブルーのジャケットをまとう、少年。手には大型の自動拳けん銃じゆう。

　あばた面は慌あわてて、予よ備びのマガジンを探さぐった。

　少年が切れ長の眼めであばた面を捉とらえ、地を蹴けった。

　エナメルブルーが風と化し、あばた面の横を駆かけ抜ぬけた。アサルトライフルの銃弾が後を追い掛かけ、コンクリ床ゆかに粉ふん塵じんを湧わかせる。

　目標は、自分──粉塵を従したがえて疾走はしりくる少年を睨にらみ、三白眼は確かく信しんした。両手持ちで拳銃を握り、迎げい撃げきの姿し勢せいをとった。

　先せん制せいの銃撃は、少年。急所を狙った弾丸が、まっすぐに三白眼の顔──正確には、顔面を覆う抗弾シールドに突き刺さった。

「馬ば鹿かめっ、そう来るとわかって準備していたんだっ！」

　三白眼は勝ち誇ほこり、トリガーを引いた。正確無比の射しや撃げきが、少年の手から得物を弾はじき飛ばした。元空くう挺てい部隊の彼にとって、造ぞう作さもないことだった。

（死にな、ボウズ）

　丸まる腰ごしとなった少年の眉み間けんめがけ、三白眼は弾丸を放った。

　瞬しゆん間かん、少年の姿すがたが搔かき消えた。

「──マジマさん、上っ！」

　あばた面の叫さけびに、三白眼はとっさに両腕うでを振ふり上げた。

　メキリ、と頭の中で音がした。続いて、喉のど元もとがゴキゴキと鳴り、息が詰つまった。全身の感覚が急速に失うせていく。

「……先に、逝いっててくれ」

　真上で、声が聞こえた。あの少年だ、と三白眼は思った。が、見上げることはできなかった。

　少年が頭上から落とした膝ひざの一撃が、三白眼の頭ず蓋がいと頸けい骨こつを砕くだき、その頭を身体からだにめりこませていた。

　間もなく、三白眼の男は絶ぜつ命めいした。

「な、なぜ、俺じゃなく、マジマさんを先に……？」

　あばた面が、攻こう撃げきするのも忘わすれて呟つぶやいた。

「三人の中で、戦せん闘とうのプロフェッショナルがいるとすれば、年ねん齢れい的てきにこの男だけ。やっかいな相手を真っ先に排はい除じよすれば、あとが楽だ」

　立ち尽つくす死体から降おり、少年──ショウゴが答えた。

「お、俺たちがアマチュアだとっ？　ガキのお前がそれを言うのかぁああ！」

　あばた面が激げつ昂こうし、短機関銃を突つき出した。

　ショウゴは横へ跳とび、倉庫に散さん在ざいする畳たたみ大だいの鋼こう鉄てつ板ばんを拾いあげた。両手で掲かかげ持ち、追い掛かけてきた銃弾を翻ひるがえって受けとめる。そのまま、ショウゴは銃撃の源みなもとへ突とつ進しんした。

「クソオォオオオオ、てめえ、一体、何モンだぁあああああ！」

　雄お叫たけび、射うち続けるあばた面の視し界かいを、赤茶けた鋼鉄板が覆おおった。両足が地を滑すべり、猛もうスピードで後こう退たいする。

　激げき突とつ──身体からだの後ろ半分が潰つぶれる不気味な響ひびきを、あばた面は確たしかに聞いた。たぶん、壁へき面めんに叩たたきつけられたのだろう。だが、痛いたみはなかった。ウォードラッグ〈屍鬼グール〉の効こう果か。俺は死なない。まだまだ、やれる──あばた面はクツクツと笑った。笑いながら、息いき絶たえた。

「ぬぅ……」

　マッチョは低く唸うなった。残り弾だまの少ないアサルトライフルを足元へ落とし、傍そばに積まれた鋼こう材ざいに手を掛けた。

　Ｈ型の断面を持つ長さ六メートル、重さ五百キロ超の合金骨。その端はしを摑つかみ、軽々と宙ちゆうに浮うかせた。人間が極きよく限げんに達した時、瞬間的に発はつ揮きされる潜せん在ざい筋きん力りよく──いわゆる火事場の馬ば鹿か力ぢから。〈屍鬼グール〉は脳のうに作用し、常つねに、極限状じよう態たいであると誤ご認にんさせる。これにより、〈屍鬼グール〉の中毒者は、常じよう人じんを遥はるかに超こえるパワーをもてるのだ。無む論ろん、そんな力を出し続ければ、肉体は崩ほう壊かいする。

　マッチョも例外ではなかった。限界を超えた酷こく使しに、筋きん肉にくが裂さけ、骨ほねが割われた。しかし、〈屍鬼グール〉によって痛つう覚かく神しん経けいの麻ま痺ひした彼には、肉体の発する警けい告こくの悲鳴は届とどかなかった。

「ぬうぉおおおおおおおおおお！」

　右腕を壊こわしながら、マッチョは渾こん身しんの力をこめて鋼材を投げつけた。

　金きん属ぞくの大おお槍やりが、瞬またたく間に、ショウゴの真後ろへ迫せまった。

　ショウゴはその場から飛び退のきもせず、ただ、振り返った。左の頰ほおを、黒くろ鉄がね色の風がごうっとかすめた。

「──避よけた……っ？」

　マッチョは驚きよう愕がくに立ちすくんだ。

　縮ちぢんだ瞳ひとみに、振ふり向きざまにショウゴが投げた鋼鉄板が映うつった。

「こ、こいつはっ……このガキはっ……一体っ……何、もの──」

　自問するマッチョの首が、飛来した四角いギロチンに刎はねられた。

「ひっ、ひぃいい！　や、やや、やられちまった！　三人とも、みんらっ」

　悲鳴をあげる稗田貴明をコンテナ群ぐんの隅すみに認みとめ、ショウゴはゆっくりと歩きだした。

　ガ、ガッ！

　埃ほこりまみれのコンクリートを打つ靴くつ音おとが、稗田とショウゴを結ぶ線上に落ちた。

　最後の〈屍鬼グール〉、ハザキ。折れた左腕が、だらだらと揺ゆれている。

　フルフェイスのヘルメットに、ライダースーツ。殺しのギミックを内ない蔵ぞうしたプロテクター。黒ずくめの死神が、ショウゴと歩調を合わせて前進を始める。

　二十メートル。

　ショウゴが、左腕を斜ななめに抱いた。

　十五メートル。

　ハザキの五体に、仕掛け刃やいばの閃ひらめきが生じる。

　十メートル。

　二人の歩むリズムが、にわかに速くなった。

　五メートル。

　疾しつ走そうは、同時。

　黒と青、二色の風が短く奔はしり、交じり合う。

　直後、攻こう防ぼうは終わっていた。

　見守っていた稗田には、一いつ瞬しゆんの間に、双そう方ほうが計九つの攻撃を繰くり出したことなど見えていなかった。彼に見えたのは、回転しながら凄すさまじい勢いきおいで飛んでくる煌きらめき──。

　稗田は無む意い識しきに危き険けんを察さつ知ちし、立ち上がった。その胸むな板いたを、震える刃を付けたハザキの右腕が抉えぐるように引き裂いた。

　ショウゴは、ハザキの後ろをとっていた。創そう痍いの右腕を首に絡からめ、ハザキの腕を斬きり飛ばした左手をヘルメットに掛けていた。

　誰だれが、悪いのだろう──執しつ行こうまでの数秒間に、ショウゴは考えた。

　亡なき妻さい子しを求めて殺し続けたハザキか。ハザキを〈屍鬼グール〉にしてしまったグッドマンか。グッドマンに〈屍鬼グール〉を作らせた内戦、それを引き起こしたクーデター軍か。

　誰もが悪く、誰のせいでもないようにも思える。

　運命。そうかもしれない。自分が、今、こうして哀あわれな怪かい物ぶつを殺そうとしているのも。そして、自分もまた同類であることも。故ゆえに、自分は、運命を呪のろう。それに抗あらがう。これからも──。

「お前の捜さがしているものは、もう、こちらにはない……逝いってやれ」

　ショウゴは囁ささやき、左手で、刑けいを執しつ行こうした。

　死を告げる、鈍にぶい響ひびき。

「……ヌ、〈鵺ヌエ〉……」

　百八十度回ったヘルメットの中で、ハザキがショウゴを見つめて呟つぶやいた。仲間たちが死に際ぎわに口にした、ショウゴへの問い掛かけの答え。

「ああ、そうさ」

　ショウゴはうなずき、脱ぬけ殻がらとなった男の身体からだを解かい放ほうした。

　後方で、クラクションが鳴った。

　午前七時。

　搬はん入にゆう口ぐちから差す朝日が、ショウゴの足元へのろのろと伸のびてきた。
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　倉庫の外へ出ると、白々しい拍はく手しゆの音がショウゴを出で迎むかえた。

　エレキ・カローラの横で手を叩く、背せ広びろ姿すがたの男。不健康なほど色白な童顔に、紅べに指したような赤い唇くちびる。頭を支ささえる首が異い様ように長い。

「いやはや、お見事」

　甘あまったるい声と口調で、男が世せ辞じを言った。

「さしもの〈屍鬼グール〉も、〈鵺ヌエ〉にかかっては赤子同然、といったところかな？」

「公安が何の用だ、アヅマ？」

　顔見知りの男を見ずに、ショウゴはカローラを挟はさんだ向こう側に立つ相あい棒ぼうへ目を向けた。

　アヅマを連れてきたエイジが、済すまなさそうに眉まゆ尻じりを下げ、手のひらを立てる。

　アヅマは、軍ぐん属ぞく時代のエイジの上官にあたる男だ。現げん在ざいは、公安の特とく殊しゆ部隊に籍せきを置いている。

「ほんの、使いさ。〈上〉経けい由ゆで、〈研究施し設せつ〉から頼たのまれた」

　拍手を止め、アヅマが答えた。

「いつから〈上〉の犬になったんだ？」
















「サクライの形見を渡わたしてもらいたい」

　皮肉を無む視しして、アヅマが目的を告げた。

「形見？　何のことだ？」

　ショウゴはとぼけた。

「〈屍鬼グール〉には、まだ利用価か値ちがある。能のう力りよく面めんで〈鵺ヌエ〉に遥はるかに劣おとるが、手軽に造つくれる」

　アヅマが言った。

「問題は、副作用的な脳のう障しよう害がいが起こることだ。オリジナルの生き残りをナゴヤで回かい収しゆうして以来、色々と研究してきたようだが、遂ついに解決できなかった。それで、全すべてを知る者に協力を仰あおぐことになった」

　ショウゴの瞳ひとみがぴくりと動いた。

「グッドマンを見つけだすために……連中を野やへ放ったのか？」

　アヅマを見み据すえ、低く問う。

「どうも、そうらしい」

　ショウゴの動どう揺ようをみてとり、アヅマは満足気に唇を歪ゆがめた。

「〈屍鬼グール〉どもに暴あばれさせ、創造主クリエイターの良心を揺ゆさ振ぶる。案あんの定じよう、サクライは〈屍鬼グール〉退たい治じを始めた。そこで我われ々われが接せつ触しよくし、国家への貢こう献けんを求めた……聞く耳持たぬ、非ひ国こく民みんだったがね」

　白しろ手て袋ぶくろをはめた両手で、お手上げしてみせる。

「そうこうしてるうちに、〈屍鬼グール〉どもが手に負えなくなってきた。仲間を増ふやし始めたのには、〈研究施設〉の連中も驚おどろいてたな。だが、公おおやけに〈屍鬼グール〉狩がりをするわけにもいかない。だから、サクライを放っておいた」

「じゃあ、なぜ、〈上〉は俺おれを？」

「さあ……念には念をってことじゃないか。ま、おかげで、思わぬ収しゆう穫かくを得ることになった」

　アヅマが右手を差し出した。

「とぼけてもダメだよ？　サクライから〈屍鬼グール〉のデータを受け取ったのは、ちゃんと聞いている」

　アヅマは頭を捻ひねり、自分の左耳を見せた──イヤホン型受信装そう置ち。

「この車は、〈上〉からの支し給きゆう品ひんだろ？　装そう備びも充じゆう実じつしてる」

「──盗とう聴ちよう器きか」

　ショウゴは、アヅマ越ごしに相あい棒ぼうを睨にらんだ。

「えっ？　おっ、俺じゃねえって！　俺だって、さっき初めて聞かされたんだよ！」

　エイジが必死に弁べん明めいする。

「君が持っていても仕方のないものだ」

　アヅマが提てい出しゆつを促うながした。

「……そうだな」

　ショウゴは目を伏ふせ、ジャケットの内側を探さぐった。中身を握にぎり、アヅマの方へ歩んだ。〈屍鬼グール〉のデータを収おさめた義ぎ眼がんを持つ左手が、アヅマの手のひらを弾はじいた。

「なっ？」

　自分を素す通どおりしたショウゴを、アヅマが振り返った。

「持っていても仕方のないものだ」

　アヅマと同じセリフを呟つぶやき、ショウゴはエレキ・カローラのボンネットに、グッドマンの形見を載せた。

「誰もが、な」

　機械仕掛けの指先がすっと天を指した。

「あっ！」

　と叫さけんだアヅマの目の前で、左腕うでが急降下した。

　凄すさまじい強打に、ボンネットが深く抉えぐれ、車体が大きく波打った。

　噴ふきあがる白はく煙えんとスパークの花火。

「あわ、わわ……」

　アヅマがよろめくように後あと退ずさる。

「ショ、ショウゴ」

　打ち下ろした拳こぶしを見つめるショウゴへ、エイジが声を掛かけた。

「……行くぞ」

　ボンネットから左手を抜ぬき、ショウゴが言った。

「行くって……どこへ？」

　エイジが面めん食くらったように目を瞬しばたたかせる。

「決まってるだろ。街一番の名医のところさ」

　ショウゴは、負ふ傷しようした右腕を掲かかげてみせた。そして、憤ふん然ぜんとした足取りで、爆ばく炎えんをあげる公用車とその傍かたわらで腰こしを抜かす国家の犬へ、かすかに戦慄わななく背せを向けた。





〈贖罪都市：了〉









　　　あとがき







　一年と二か月ぶりの『ジャッジ』です……返す言葉もございません。諸しよ般はんの事情からとはいえ、待っていてくださった読者の方々には、本当にごめんなさい、です。

　ハード＆シリアスという、ファンタジア文庫逆行路線の本シリーズも、おかげさまで第五作め。残りも片手で数えられるところまでになりました。そこで、というわけではございませんが、今回は趣しゆ向こうを変えて短編集です。本来なら、クライマクス三部作へ突とつ入にゆうするところなのですが、そうなると、かつてＤＭドラゴンマガジンに掲けい載さいされたふたつの短編作品が、本当に幻まぼろしになってしまいそうなので、急きゆう遽きよ、五作めとして刊行させていただきました。

　この本に収おさめられている三エピソードのうち、ふたつが初見の読者を対たい象しようとして掲載されたものですので、『ジャッジ』を手にとってしまったけど初めてなんだよね～という方も安心（？）です。

　尚なお、今回のあとがきは、各エピソードについて解説風にまとめてみました。いきなり、文章が堅かたくなりますが、大だい丈じよう夫ぶ。私は元気です。では──。




◆『英えい雄ゆう都市』（二〇〇〇年七月号掲載／原題『まだ、英雄は在いるか』）

　文庫第一作め『歌え〈ドミニオン〉我わがために』のあとに書いたものだが、時間的にはずっと遡さかのぼった位置にあるエピソードである（だから、レギュラーであるリンコも登場しない）。このエピソードだけでなく、今回収録されたものは全すべて、第一作めより以前の時代の物語であり、そのことから独立性が高い外伝的な作品となっている。

　本作は、限られた紙数で『ジャッジ』の要よう素そを全て語る、という条件が付いていて、当時、途と方ほうに暮くれた覚おぼえがある。その要素とは、

　①世界観／近未来、小しよう惑わく星せい群ぐんとの衝しよう突とつを衛えい星せい兵へい器きによる攻こう撃げきで回かい避ひした人類が、その際に星の閃せん光こうを浴あび超ちよう能のう力りよくを覚かく醒せい（＝《災さい厄やく》）、それにより世界は未み曾ぞ有うの混こん沌とん期き（＝世界暴ぼう動どう）へ突入、多くの人命や国が失われた。十数年後の現在、超能力は封ふう印いんされ、世界は不安定ながらも秩ちつ序じよを回復している。

　②《復ふく讐しゆう法ほう》／死刑制度に代わり、先進各国が採さい用ようした合法的仇あだ討うち法。執しつ行こう期間である七日間、原告と被告が殺し合う。多くの場合、代理人をたてる。それが主人公ショウゴの職業、執行代理人。

　③ショウゴの特とく殊しゆ能力／精せい密みつかつ強力なパワーを秘めた機械の左さ腕わん、それを交信装置として、あらゆるハイテク兵器に干かん渉しよう可能な軍事掌しよう握あく衛えい星せい〈主天使ドミニオン〉とコンタクトできる。また、超能力を打ち消す〈宇宙そら還がえり〉の力を有する。

　以上であるが、出来上がってみると、どうにかなっていた。結果オーライである。収録にあたって、大幅な加筆を考えていたが、読み返してみるとそれなりに完成した作品であったので、文庫シリーズに準じゆん拠きよさせるための細かなリライトをするだけに留とどめた。

　三エピソードの中で、最も外伝的なので、既き刊かんとの関連はあまりない。但ただし、ヒロイン・ルイの抱かかえるスノーダイン病は、第三作『〈天空〉に散ちれ、慟どう哭こくの星々』の中で、やはりヒロインであるエミリーを蝕むしばむ不ふ治じの病やまいとして流用している。また、クライマクスに出てくる軍用ドールは、次回作において専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐんの切きり札ふだとして再登場する予定である。

　悲劇を匂わせるに十分なラストは、一作めに劣おとらぬものがあるが、当時はともかく今の私は、自じ虐ぎやく的てきなエイジのセリフに、もしかしたら…という解かい釈しやくもありかな、と思っている。

◆『幻げん影えい都市』（二〇〇一年四月号・五月号掲載／原題『さらば、幻影』）

　短編でありながら、文庫でも語られたことのない、《災厄》以前のショウゴ（正確にはショウゴとはいえないが）の過去をベースとしたエピソード。

『ジャッジ』シリーズは、扱あつかうテーマ上、悲ひ劇げきとなるエピソードが多いが、私個人としては、バッドエンドは好みではない。納なつ得とくできる理由やストーリー上の必然があればいいのだが、無理なオチつけやどんでん返しのためだけのバッドエンドは最悪と考えている（作る側からすれば、やりたい気持ちもわかるが）。なので、書いている途と中ちゆうで、登場人物の生死が変わることもある。本作もそのひとつ。結果、今回収録されているエピソードの中で唯ゆい一いつのグッドエンドとなった（あれで彼女が死んだら、ショウゴも救すくわれないからねえ…）。こういった傾けい向こうがお好きな方は、是ぜ非ひとも前作『行きずりの〈復讐者リベンジヤー〉』を読んでいただきたい。

　裏話になるが、実は、このエピソードこそ『ジャッジ』のファーストである。新作候補のひとつとして書いたのが、編集のＭさんの目に留とまり、長編化とあいなった。

　無論、ストーリーは全く違う。『歌え～』は、《復讐法》をめぐって対立する姉し妹まいを護まもることになったショウゴと、軍隊の違い法ほう駐ちゆう留りゆうを企たくらむ米国の特殊部隊との戦いを描えがいたもので、過去が語られることはない。が、部分的な痕こん跡せきはある。たとえば、本エピソードの冒ぼう頭とうにある桟さん橋ばしでのショウゴとエイジのシーンは、『歌え』にも近い形で残されている。

◆『贖しよく罪ざい都市』（書き下ろし）

　三本の中でもっとも硬こう質しつなストーリーであり、全作品通してヒロインが登場しない唯一のエピソードである。さらに最大の切り札〈主天使ドミニオン〉はほとんど出番なし（一回だけ、さりげなく使っているのだが、おわかりいただけただろうか）。初見の読者はもちろん、既刊の読者も、退ひきまくりの異色作といえるかもしれない。そういったことから、この本の最後にもってきた。

『英雄』や『幻影』では触ふれられていなかったショウゴ自身の超ちよ人うじんぶりの理由が、〈鵺ヌエ〉という言葉と共に明かされる。既刊の読者にはおなじみの〈鵺童ヌエワラシ〉〈鵺ヌエの皮〉の〈鵺ヌエ〉である。動物・植物両方の特性を合わせ持つ合成細胞キマイラシエル──〈鵺ヌエ〉を有するが故ゆえの強さと悲劇は、暗あん殺さつ拳けんを使うテロリスト集団との対決を軸じくにした第二作『〈バースデー〉には死の裁さばきを』に詳しよう述じゆつされているので、ご一読を。

　書き下ろしを書くにあたっては、手持ちのエピソードのうち何にするかで迷まよった。エイジとショウゴの出会いを描く『邂かい逅こう都市』、少年法の功こう罪ざいをテーマとする『聖せい域いき都市』などが有力だったが、他の短篇との兼かね合いを考え、より外伝的な本作となった。私としては前述の二作品はどちらも書きたいのだが、どうやら欠番エピソードとなりそうである。

　外伝ではあるものの、本作には既刊に出てきた人物が二人登場する。一人が老女医ドクター・シードで、彼女は前作『行きずり』で顔を見せる。あと一人はイヤミな公安局員アヅマで、彼は第一作『歌え』で公安特殊部隊を率ひきいてショウゴらの仕事に介かい入にゆう、大いに足を引っ張っている。尚、既刊シリーズは、皆みな、本エピソードより後の話なので、時間的な流れでいうと二人とも『贖罪都市』での登場が〈初〉ということになる。




　──以上、駆かけ足あしで三つのエピソードを解説してみました。短編集は、これが最初で最後です。ＤＭで読み逃のがしたという方も、これでめでたくコンプリート…じゃなく、まだあと少しだけお付き合いください。

　いよいよクライマクス三部作。次巻は、関東占せん領りようとショウゴの抹まつ殺さつを目もく論ろむ米国軍のリーサルウェポン、ウルフガン（第三作『〈天空〉』参照）が再登場＆総進撃。エイジやリンコも大いに巻まき込こまれちゃいます。ハァ…考えただけでも書くの大変そう。けど、全力で頑がん張ばります（冒ぼう頭とうで謝あやまらなくてすむように、なるべく早く…ううっ）。

　最後に、『ジャッジ』を見捨てず待っていてくれた皆さん、ありがとうございます。『ジャッジ』が続けられるのは皆さんのおかげです。もっと早く出します。これからもそっと見守ってやってください。そして、イラストの大おお峰みね先生、毎回描かきにくい世界を美び麗れいにヴィジュアル化して下さり感かん謝しやしてます。次巻はもっと早く書きます。そして、もっと描きやすい話に…なりそうにありません…ううっ。でも、次巻もよろしくお願いします。





平成十五年　二月　　　　　　　




青田　竜幸　　
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